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郡山遺跡全景写真

(昭和27年撮影)



文序

郡山遺跡の発掘調査も本年度で12年目を迎え、東北地方の古代史にとって数多くの発見を重

ねてまいりましたことは、古代史・考古学等の識者のみならず市民の皆様方もご承知のことと

存じます。

幻の城概としての一端を現した昭和54年以来、継続的に進められてきた発掘調査により古代

の記録にない “幻の城枡"は まさに “甦る城棚"と して私たちの前にその姿を現してきたので

す。辺境とされてきた基地方の歴史観を一変した我が国最古の地方官衛跡「郡山遺跡」の発見

は、日本の考古学 。古代史学界に新たな話題を提示したものと言えます。

本書は太白区郡山五丁目に所在する郡山中学校の校舎、ならびに体育館の建て替えと、柔剣

道場の新設などにともなって発掘調査した成果をまとめたものであります。この調査によりこ

れまで不明であった方四町H期官衡の南方の様相が明らかになりました。また官衛跡の下層か

らは弥生時代や縄文時代に胡る土器が出上し、郡山の地がこれまで考えられていた以上に、古

くから人々に営みがなされていたことが明らかになりました。また校舎の建築にあたっては配

置や基礎構造の変更によって、H期官衛に関わる多くの建物跡などの遺構を保存し、新校舎の

一部に普及、展示活動のため「ピロティ」の空間を設けたことなど、今後の文化財保護に役立

つ先例になることと思います。

このような成果を上げられましたのは、ひとえに学校関係者ならびに地元の皆様のご理解と

御協力があっての賜物と感謝する次第です。先人の残した貴重な文化遺産を次の世代に継承し

ていくことは、行政によってのみなし得るものではなく、市民一人一人の先人への理解と敬意

がなくては成し得ないものであります。

これからも文化財保護への深い御理解と御協力をお願いするとともに、本書が文化財愛護の

心を高揚させる一助となりますことを願って止みません。

平成 4年 3月

仙台市教育委員会

教育長 東海林 恒英
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1.本書は仙台市立郡山中学校の校舎、体育館等の建て替えに伴う郡山遺跡第65次発掘調査の

成果をまとめたものである。

2.報告書の作成および編集は長島栄―が行った。

3 111層水田跡3.報告書中の本文執筆は、「第HI章第 3節 2 Hb層 水田跡、

10 �層における遺構と遺物」が金森安孝が行ない、それ以外は長島栄―が担当した。

4.第 V章の自然科学的分析については下記の方々に執筆をお願いした。記して感謝の意を現

す次第である。

1.プラントオパール分析結果報告………………………………………………・古環境研究所

2.郡山遺跡の花粉分析……………Ⅲ…………………。東北大学理学部生物学教室 守田益宗

3.郡山遺跡発掘調査 14c年代測定報告…………………………………・パ リノ・サーベイ社

4.郡山遺跡発掘調査 材及び種子同定報告………Ⅲ…………………・・パリノ・サーベイ社
5.郡山遺跡鉄滓の金属学的調査……………………・…………………………………大澤正巳

6.郡山遺跡から出上した赤色顔料について…・…Ⅲ……・東京国立文化財研究所 見城敏子

7。 郡山遺跡の火山灰…………………………………東北大学農学部 山田一郎・庄子貞雄

8。 植物遺体鑑定結果報告……Ⅲ………Ⅲ……………。東北大学農学部 星川清親・庄子駒男

9.郡山遺跡出土、灰、炭化物、土壌の顕微鏡による観察

……Ⅲ…Ⅲ…………………………………Ⅲ……………東京大学総合研究資料館 松谷暁子

10。 SB996掘立柱建物跡の柱材について '……・………・奈良国立文化財研究所 光谷拓実

東北大学埋蔵文化財調査室…………………………・山田しょう■.安山岩製石器の使用痕

5。 野外における発掘調査および報告書の作成に伴う整理に際し、次の方々から多くの指導、

助言をたまわった。記して感謝の意を表す次第である。 (順不同 。敬称略)

河原純之、狩野 久、岡本東三、工藤雅樹、須藤 隆、山中敏史、宮本長二郎、

、阿部 恵、柳沢和明、佐々木光雄、進藤秋輝、丹羽 茂、小井川和夫、加藤道男

村田晃一、太田昭夫、主浜光朗、佐藤甲二、荒井 仁、高久俊一



凡    例

1.遺構図の平面位置は昭和55年に作成した相対座標で、座標原点は任意に郡山遺跡内に設置

した血 1原点 (X=0、 Y=0)と している。座標の方向は磁北方向である。
2.文章中で記した方位角は真北を基準としている。仙台地方における真北方向は磁北方向か

ら7° 20′東に偏している。

3.遺構略号は次のとおりである。なお全遺構に通し番号を付しているが、この番号は国庫補

助事業による調査に付している番号の継続である。

SA 柱列などの塀跡  SE 井 戸 跡       SX その他の遺構

SB 建 物 跡    SI 竪穴住居跡・竪穴遺構  P  ピット・小柱穴
SD濤   跡    SK土   坑
4.遺物略号は次のとおりで、各々種別ごとに番号を付した。なおこの番号は国庫補助事業に

よる調査で出上した遺物の番号とは、別になっている。

A縄 文 土 器      B 弥 生 土 器    C土 師器 ()Fロ クロ)

D 土師器 (ロ クロ)   E 須 恵 器    F 丸瓦 。軒丸瓦
G 平瓦・軒平瓦     I 陶   器    J 磁   器
K 石器 。石製品     L 木器 。木製品   N 金 属 製 品
P土 製 品

5。 遺物実測図の網スクリーントーン張り込みは黒色処理を示している。この他のスクリーン

トーンについては図中に内容を示した。

6.遺物実測図中の中心線が実線は遺物の残存が点線は1/4以下、一点鎖線は1/4～ 1/2、 実線は

それ以上である。

7.第Ⅲ章第 3節 4。 (1)掘立柱建物跡・一本柱列の中で、模式図の記号の内容は以下のとおりで

ある。

○ 柱掘り方のみを検出し、柱痕跡を検出していない場合
○ 柱掘り方と柱痕跡を検出した場合
+ 推定された柱穴の位置
8.本書の上色については「新版標準土色帳」 (古山・佐藤1970)を使用した。

9.石器・石製品の材質の鑑定は、仙台市教育委員会所有の石材標本による。

10。 調査・整理に関する諸記録および出土遺物は、仙台市教育委員会が保管している。
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第 I章 発掘調査に至る経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

仙台市立郡山中学校は、仙台市太白区郡山五丁目10-1に所在している。昭和36年 8月 の開

校以来、敷地内北側に木造モルタル三階建ての校舎が建ち現在に至っている。後に増築はある

ものの築25年に及び、老朽化が著しい。また学区内の郡山、北目、大野田地区は、これまで近

郊農村地帯として農業を基盤とした地域であったが、近年急速に宅地化が進み、生徒数も増加

する傾向にある。このような中にあって、実情に即して校舎を建て替え、新たな教育環境を整

備する必要が生じた。

郡山中学校の開校した昭和36年当時は、郡山遺跡の範囲は諏訪神社周辺の一部とだけ考えら

れていたが、昭和54年の郡山三丁目における開発行為事前調査、昭和55年以降の範囲確認調査

などを通じて、多賀城造営以前の古代の役所跡と寺跡が広い範囲にひろがっていることが明ら

かになった。郡山中学校の敷地は、推定方二町と言われる寺跡の一部に含まれ、 2時期ある役

所のうちの新しい時期の役所―Ⅱ期官衛―の南前面に位置しているということが、確認されて

いる。これらのことから現位置に同規模で校舎を建て替えた場合、寺跡その他の重要な遺構を

損なう恐れが大きいと考えられた。学校の敷地の南側に建てることも検討されたが、日照権の

問題が生じるので適当ではないとされた。また学校自体を遺跡外へ移転することも検討された

が、遺跡の範囲が広大であるため通学距離や交通事情からも不可能であると判断された。

以上のような中で考えられたのが、敷地の東側に隣接する水田部分に新校舎を建設するとい

う案であった。ここは昭和57年に第34次調査として、発掘調査が実施された箇所で、古代の遺

構は存在するが他の地域に比べて遺構の密度は極めて薄い地域であることがわかっていた。仙

台市教育委員会では、水田部分約8,700m2を 新たに取得し新校舎を建築することとし、昭和60年

度中に用地取得を終了し、昭和61年に発掘調査、昭和62年に校舎建築という予定であつた。

第 2節 調査経過

郡山中学校の校舎新築に伴う発掘調査は昭和61年 4月 より実施され、校舎部分の調査が終了

したのは昭和62年 9月である。また体育館。柔剣道場部分の調査は平成元年 8月 より実施され、

終了したのは平成 2年 12月 であつた。
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昭和61年 4月 には未だ校舎の配置が決定しておらず、新校舎建築に附帯して行われる市道拡

幅、水路切廻し工事の一部から調査 (A、 B区)を開始した。昭和61年 5月末日に新校舎の配

置図が教育局施設課 (現学校建設課)よ り提示されたが、校舎配置は新たに取得した部分だけ

では納まらず、現校庭に大きく張り出すことや、校舎が 6棟に分立し交互に連結する極めて特

異な形態であること、また 4階建ての校舎が 3階建てになったため床面積が増加したことなど

により、発掘調査の計画を大幅に見直す必要が生じた。とりあえず校庭に張り出した部分の調

査 (F、 G、 H、 I区)を実施するため、調査区上の擁壁、立ち木の撤去と生徒の安全確保の

ためのバリケードの設置を施設課に求め、調査は旧水田部分の C、 D、 E区に限って実施した。

校庭内での調査が可能になり、調査が開始されたのは、F、 G区が 8月、H、 I区が■月になっ

てからのことである。この間、調査体制の充実に努め、下層においてプラントオパール分析や

花粉分析を実施し、遺構の存在を探るとともに、調査期間も昭和62年 8月 まで延長することを

文化財課、施設課間で申し合わせた。調査が進行するに従い、これまで知られていた古代の遺

構 (Ⅳ層上面)の他に、D区下層 (Ⅵ I層上面)か ら弥生時代と推定される畦畔状遺構が検出さ

れ、さらに下層 (�層上面)か ら縄文時代後期後半の上器が出土するに及んだ。昭和61年度中

の成果としては以下のことがあげられる。

① 調査区のうちA、 B区ではⅣ層上面で竪穴住居跡 5軒、掘立柱建物跡 2棟などを検出した。
2ケ所で下層調査を実施したが、遺構、遺物を検出することはできなかった。

②  C、 Fa区ではⅣ層上面で竪穴住居跡 2軒、掘立柱建物跡 3棟などを検出し、�層上面か

らは縄文時代後期後半の上器が出土した。

③ D区では削平をかなりうけていたが、Ⅳ層上面で竪穴住居跡 3棟を検出した。またⅧ層上

面では弥生時代と考えられる畦畔状遺構を 1条検出し、�層上面の性格不明遺構からは、縄文

時代の後期後半の上器がまとまって出上した。

④ E区ではⅣ層上面で土坑や濤などを検出し、Ⅸ層上面で畦畔状遺構1条を検出した。

⑤ Fb区、G区ではH、 Ⅲ層上面で調査を実施し、Ⅳ層上面の遺構検出までは至らなかった。
⑥ K、 L区ではⅣ層上面で竪穴住居跡5軒を検出し、下層より弥生時代の初頭から末棄まで

の上器が出上した。

昭和62年度になりFb、 G、 H、 I区の調査を進めていくうちに、Ⅳ層上面ではFb、 H、

I区では遺構の数が少ないもののG区ではかなりの数の遺構 (柱穴)が検出された。 4月 末日

になってほぼ真北方向を基準とした掘立柱建物跡が、四面廂付建物を中心に規則的に配置され

ていることがわかった。これらの建物は基準方向と出上した遺物からⅡ期官行とほぼ同時期と

考えられ、建物の性格については慎重に検討する必要があるものの、遺跡内にあって重要な建

物群と考えられた。これらの成果をもとにして、 5月 22日 に記者発表を行い、同月24日 に現地



説明会を実施した。現地説明会と前後して県内の考古学関係者の見学が相次ぎ、文化庁からは

河原、狩野両主任調査官の調査指導を頂いた。その際河原主任調査官より、古代の建物群の発

見されたG区上の校舎の基礎構造の設計を検討し、遺構の保存に努める旨の指導があった。こ

れを受け仙台市内部での検討の結果、基礎構造を変更することで遺構の保存と校舎建設が可能

となった。それによってG区上の校舎は 3階建てが 4階建てになり、新たな 1階部分はピロティ

として遺構の保存 。活用のためのスペースとなった。このピロティ内での遺構復元が可能とな

り、きわめて個性的な校舎の建築となった。これによりG区では校舎の基礎により遺構の破壊

されるのは最小限に留められ、その部分のみの下層調査となった。ただしカリオン (時計台)

部分の調査として J区、ポンプ、受水槽部分の調査としてM区を追加した。その間に校舎の建

設工事は発注され建設工事と発掘調査が並行して進められた。校舎部分の調査が全て終了した

のは昭和62年 9月■日であった。

昭和62年10月以降、昭和63年度末に報告書刊行の予定で整理作業を進めていた。しかし、郡

山中学校より新校舎は完成したが、体育館、プールなどの施設が旧校舎とともにあったものを

使用しているため、老朽化が著しいことや新校舎と体育館が校庭を挟んで向い合うなど、利用

に支障をきたすため早急に改善するよう要望が出された。それを受け仙台市教育委員会では昭

和64年度 (平成元年度)に体育館部分の発掘調査を実施し、昭和65年度 (平成 2年度)中に体

育館を建設することを決定した。それにより校舎部分の発掘調査報告書を体育館部分の調査の

終了するのを待って、合わせて平成 2年度末に刊行することになった。

体育館部分の発掘調査が開始されたのは平成元年 8月で、平成 2年 8月 までに終了する予定

であった。

調査は体育館の配置に従い、N区を設定 (第 1図参照)して行ったが、調査区の北端より2

間×10間の長大な掘立柱建物跡、南端より規模は不明であるが柱の掘り方が 2m近 くに及ぶ掘
立柱建物跡を検出したため、平成元年11月 9日 に記者発表、■月11日現地説明会を実施した。

それらの成果をぶまえ、体育館の構造を校舎と同じ様に遺構を損なわないよう設計、建築でき

ないか学校建設課に検討を求めた。学校建設課では、予算の制約上体育館の構造の変更はでき

ないが、配置では可能であるとして、南北棟の体育館を東西棟にして調査区の北端、南端で検

出された遺構を保存することで合意した。これによって体育館の配置で新たに西側に張り出し

た箇所 (0区)を平成 3年度に調査することになった。その際、学校建設課よりこれ以上の設

計変更には応じられないとし、0区の調査は記録保存のみに限るようにとの申し入れがなされ

た。平成元年度の調査はN区の中央部分の下層調査 (弥生時代Ⅸ層)ま で実施した。

平成 2年度に体育館と合わせて新たに柔剣道場も建設することが学校建設課より表明され

た。文化財課では、N区の下層調査 (縄文時代�層)と O区の調査を合わせても平成 2年 8月



には調査が終了するとしていたが、柔剣道場の建築も加わるとO区の調査面積が600m2か ら1300

m2と増加するため、平成 2年 10月 を調査終了の予定とした。N区の下層調査を終え、O区の調

査を開始したのは平成 2年 6月 である。調査開始後間もなく、N区で検出した 2間×10間の建

物跡と軒を揃えて 2間 ×10間の建物跡が一棟、さらに南にややずれながら2間 ×5間以上の建

物跡が一棟、東西に並ぶよう検出された。西側の 2間 ×5間以上の建物跡の全容をつかむため、

地下に埋没された高圧電線管をよけながらP区 (100m2)を設定し、調査した結果、これも2間 ×

10間の建物跡と推定された。

このような状況から体育館、柔剣道場の基礎構造等についても、校舎部分において遺構の保

存をしたことから同様に再考を依頼し、設計を担当する都市整備局営繕課より配置や床面積を

変更し、遺構の保存が可能な設計プランが提出された。検出された 3棟の長大な掘立柱建物跡

をはずして、南狽Uに体育館、柔剣道場が建設されることになった。これによって必要となった

掘立柱建物跡の南側での下層調査を実施し、平成 2年 12月 に全ての発掘調査を終了した。

第 3節 調査要頂

1.遺跡の名称  郡山遺跡 (仙台市遺跡登録番号 C-104)

2.調査区所在地 仙台市太白区郡山五丁目10番 1号

3。 調査次数   第65次調査 (郡山中学校地区)

4.野外調査期間 昭和61年 4月 14日～昭和62年 9月 9日 (校舎部分)

平成元年 8月 7日～平成 2年12月 17日 (体育館・柔剣道場部分)

5。 整理期間   昭和62年 9月 10日～昭和63年10月 8日

昭和64年 1月 5日 ～平成元年 3月 17日

平成 2年 2月 1日～平成 2年 3月 28日

平成 3年 1月 7日 ～平成 3年 7月 31日

6。 調査面積   6,660m2

A区  40m2    B区   520∬      C区   270ギ

D区  270∬     E区   400m2     F区   150m2

G区  850m2    H区  650m2     1区  600m2

J区  25m2     K区   120ぜ     L区   100m2

M区  115m2    N区  1,250m2    0区  1,200m2

P区  100m2

7.調査主体   仙台市教育委員会



8。 調査担当   仙台市教育委員会文化財調査係

課長   早坂春一

調査係長 佐藤 隆

調査担当 長島榮一、千葉仁、荒井格、佐藤良文、中富洋、渡辺雄二

金森安孝

9。 調査参力日者

昭和61年度 (野外調査)

相沢義徳、青山諒子、赤井沢勝利、赤井沢きすい、赤井沢サダ子、赤井沢進、赤井沢千代子、

浅野ヤシ子、熱海千佳子、阿部喜美、阿部 宏、阿部ミノル、阿部幸夫、石川弘子、板橋スエ
ノ、板橋みつよ、市川ふさ子、伊藤貞子、伊藤隆行、糸谷明子、今出宏子、太田りう子、大友

節子、大友義信、大友鶴雄、大沼 勇、大森ノブ子、岡崎彰子、岡崎徹郎、小国和男、小佐野
章子、小嶋登喜子、小野享子、小野ヒサコ、小野寺健二、小野寺里香、小野寺雄、織内由美、

貝沼サナ子、力日嶋みえ子、片平聖一、片山志真、木村陽子、菊地和恵、菊地つね子、菊地みよ

し、工藤ゑなよ、熊谷久美子、小池房子、古賀克典、小竹弘則、児玉きよ子、小林てる、小林

充、今野ちぎよ、今野富美子、桜井 乾、佐々木恵子、佐々木貴子、佐々木敬之、佐々木徳
久、佐々木八重子、佐藤育子、佐藤紀美、佐藤よし江、柴崎きぬえ、庄司勝寿、庄子錦一郎、

菅井あや子、菅井清子、菅井たえ子、菅井美枝子、須賀栄子、菅ノ又三千代、菅谷裕子、菅原

和子、菅原みほ子、鈴木かつ子、鈴木 進、鈴木正道、鈴木雅文、高橋ふみ子、高橋義明、高
橋よし子、高村朋子、武田 高、竹森永源、田中善則、丹野タエ、千坂よしみ、千田あや子、
千葉 一、寺田ユウ子、富沢平一郎、永野泰治、西沢孝子、西村博幸、二瓶甚次郎、二瓶豊子、
二瓶八千代、長谷川ゆかり、早川裕子、原田由美子、半澤俊昭、針生昭三、樋口 敦、平野真
美、藤雄和茂、藤代まゆみ、星 愛子、星 昌宏、洞口尚英、堀江栄子、前田裕志、牧かね子、
三浦市子、三浦芳江、嶺岸光子、宮嶋 都、村井二郎松、村井奈保子、村上令子、最上浪子、
森田安恵、森ナシヨ、八木啓介、谷津和弘、山田貞子、山田千代子、山田 太、山田やす子、
横田一男、横田やへ子、吉田りつ子、我妻美代子、若生久美、渡辺イチ子、渡辺久子、渡部

匡、

昭和62年度 (野外調査)

相沢義徳、青山諒子、赤井沢勝利、赤井沢きすい、赤井沢サダ子、赤井沢千代子、赤川千広、

浅野ヤシ子、阿部善美、阿部孝一、阿部志う、阿部 淳、阿部すえ子、阿部清太郎、阿部高子、
阿部ミノル、阿部幸夫、安斉直子、壱岐豊子、石川弘子、伊勢みつ、板橋スエノ、板橋みつよ、

伊藤貞子、伊藤隆行、今出宏子、植田 純、遠藤かつ子、太田りう子、太田すえ子、大槻明美、



大友キヨ子、大友節子、大友鶴雄、大沼 勇、大森美知子、岡崎徹郎、尾形陽子、小川徳子、
小川良子、小国和男、小佐野章子、小嶋登記子、小野桂子、小野ヒサコ、小野寺健二、小野寺

里香、小畑勝子、力日嶋みえ子、加藤貴久、菊地 旭、菊地和恵、菊地つね子、菊地真理、工藤
ゑなよ、熊谷久美子、小池房子、小林てる、小林義人、小沼ちえ子、今野淑子、紺野好章、今

野ちぎよ、今野富美子、斎藤堅勝、佐々木恵子、佐々木敬之、佐々木淑江、佐々木徳久、佐藤

あや子、佐藤朋宏、佐藤久恵、佐藤真奈美、佐藤よし江、佐野 宏、下山田俊之、庄子錦一郎、

東海林基子、菅井あや子、菅井清子、菅井妙子、菅井宏行、菅井美枝子、須賀栄子、菅ノ又三

千代、菅谷裕子、菅原和子、菅原みほ子、鈴木かつ子、鈴木キミエ、鈴木 くに、鈴木 進、鈴
木つや子、鈴木弘恵、鈴木美和、外川みつ子、高橋いく子、高橋 とみ子、高橋ヨシ子、田口由

美、武田芳子、武田 高、竹森永源、田中さと子、田中基道、千田あや子、寺田ユウ子、戸田

泰史、富沢平一郎、永野泰治、滑川康介、新沼よしえ、三宮貴志、二瓶八千代、根本展江、長

谷川三枝子、早川裕子、早坂みつえ、林 琢也、針生みなよ、針生昭三、原田由美子、樋口

敦、平田正二、福山幸子、伏谷昌博、藤雄和茂、藤代まゆみ、古田千枝子、星 愛子、本多由
美、牧かね子、村井二郎松、三浦市子、嶺岸光子、宮鳴 都、村上令子、森田安恵、八木啓介、
谷津和広、山内昌広、山田貞子、山田千代子、山田やす子、吉田りつ子、我妻美代子、若生久

美、渡辺イチ子、渡辺俊明、渡辺久子

昭和62年度 (整  理 )

相沢義徳、赤井沢勝利、阿部 淳、石堂恵弥、大森美知子、岡崎徹郎、尾形陽子、小川徳子、
小国和男、小佐野章子、小野寺健二、小野寺里香、加藤貴久、菅野ゑみ子、菊地和恵、菊地真

理、郡山和彦、小林三佳、紺野好章、斎藤彰裕、佐々木敬之、佐藤あや子、庄子錦一郎、東海

林基子、外川みつ子、高村朋子、戸田泰史、滑川康介、根本展江、平田正三、福山幸子、藤代

まゆみ、本多由美、八木啓介、谷津和宏、若生久美、渡辺俊明

昭和63年度 (整  理 )

相沢義徳、赤井沢勝利、阿部 淳、石堂恵弥、大森美知子、岡崎徹郎、尾形陽子、奥山直美、
小川徳子、小国和男、小佐野章子、小野寺健二、小野寺里香、菅野ゑみ子、菊地和恵、菊地真

理、郡山和彦、斎藤彰裕、佐々木由美、佐々木敬之、佐藤あや子、庄子錦一郎、外川みつ子、

高村朋子、東海林基子、根本展江、福山幸子、藤代まゆみ、本多由美、増田瑞枝、三浦芳江、

八木啓介、谷津和弘、若生久美、渡辺俊明

平成元年度 (野外調査)



相沢としえ、壱岐裕子、伊勢多賀子、伊勢みつ、板山つねよ、岩間かつ江、上原若子、遠藤 ト

キ子、大沼ヨネ、大場 信、岡安唯一、小嶋登喜子、勝又洋行、金沢沙知子、叶  誠、亀山
カヨ、川地モトヨ、川村 信、北村宗司、熊谷久美子、桜谷勇作、佐藤栄子、佐藤亀治、佐藤
均、佐藤浩道、庄子かつえ、庄子信哉、鈴木きぬ子、鈴木秀乃、鈴木正道、菅井百合子、鳥

畑きみえ、畠山賢子、日比野園子、平間 栄、藤原美記子、洞日れい子、嶺岸イツ子、嶺岸わ
くり、森ミヨノ、山浦文彦、谷津妙子、山田 太、横田きくよ、渡辺久幸

平成 2年度 (野外調査 。整理)

相沢としえ、会田 光、赤井沢きすい、赤井沢サダ子、赤井沢千代子、浅野升夫、安斉直子、
阿部いし、阿部美代寿、壱岐裕子、伊勢多賀子、伊勢みつ、市前久乃、伊藤貞子、伊藤はるよ、

岩井レイ子、上原若子、遠藤 トキ子、大友節子、大場 信、岡安唯一、尾形陽子、小佐野章子、
小野辰夫、小野みや子、小嶋登喜子、小沼佳代子、菊地つね子、北村宗司、工藤ゑなよ、熊谷

久美子、小池房子、小林てる、斎藤紀子、佐々木直子、佐々木義昭、佐藤栄子、佐藤 剛、佐
藤博之、鈴木美栄子、鈴木秀乃、菅井百合子、外川みつ子、高橋ヨシ子、田中さと子、千田あ

や子、寺田ユウ子、鳥畑きみえ、針生ゑなよ、早坂みつえ、半澤 忍、樋口さち子、日比野園
子、福山幸子、洞回れい子、牧かね子、増田瑞枝、嶺岸安好、谷津妙子、横田きくよ、吉田ア

キヨ、吉田りつ子

平成 3年度 (整理)

奥山允子、小佐野章子、佐藤栄子、佐藤裕子、菅井百合子、畑中ゆかり、日比野園子、洞口れ

い子、増田瑞枝、吉田りつ子



第H章 遺跡の概要

第 1節 遺跡の位置と地理的環境

1.郡山遺跡の位置

郡山遺跡は宮城県仙台市の南東部、仙台市太白区郡山二～六丁目に位置する遺跡で、遺跡の

範囲は東西800m、 南北900mの約60万m2に及んでいる。

今回の第65次調査区は太白区郡山五丁目10番地内の仙台市立郡山中学校と、東、北に隣接す

る水田部分の地域にまたがっている。 JR長町駅より南東に 2 km程のところで遺跡の中でも南

東寄りの地点である。

2.郡 山遺跡の地理的環境

仙台市東南部 (旧仙台市域)の地形は、西半部と東半部の大きく二つに分けられる。西半部

は奥羽山脈から派生する七北田丘陵、青葉山丘陵、高館丘陵と名取川支流の広瀬川が形成した

段丘地形からなっている。段丘は、古期から青葉山段丘、台ノ原段丘、上町段丘、中町段丘、

下町段丘と呼ばれている。藩制時代以降、仙台の市衝地は台ノ原段丘～下町段丘の上に形成さ

れてきた。

東半部は海岸より幅10km幅の「宮城野海岸平野」と呼ばれる沖積平野である。北は宮城郡七ヶ

浜から南は亘理郡山元町までの40血程の三日月形に広がっている。この平野は七北田川、名取

川、阿武隈川の堆積物によって形成され、流域には扇状地 。自然堤防・後背湿地 。旧河道など

の地形が複雑に入り組んでいる。また現在の海岸線から奥へ 4～ 5列の浜堤が形成されている。

沖積平野上の標高は大部分が 5m以下であるが、広瀬川、名取川の扇状地や内陸では10～15m

とこ達しているところもある。

郡山遺跡の立地するのは、北東を広瀬川、南を名取川、西を長町―利府構造線で画される郡

山低地の中央やや東寄りで、標高 8～■mの 自然堤防と後背湿地上である。遺跡内には数条の

旧河道が観察されるが、遺跡南端を画する旧河道は顕著である。

第 2節 周辺の遺跡と歴史的環境

近年仙台市南部は、地下鉄の開業、道路の整備、政令指定都市指定による都市機能の分化な

どに伴って、地形的な条件とは別に新たな要因から住宅地や高層ビルの立ち並ぶ市街地を生み

出している。この変貌に追い立てられながら、発掘調査には暇がない状況である。このような



第 7表 遺 跡 地 名 表
遺  跡  名 種  別 立  地 年 代 位置 NO 遺  跡  名 種  別 立  地 年 位置

郡 山 遺 跡 官
寺

衝

院

自然堤 防

後背湿 地

雉

級

弛

文

墳

安

縄

古

平

F2 仙台東郊条里跡 条 塁  跡 後 背 湿 地 奈良 Gl

元 袋 皿 遺 跡 集 落  跡 自然 堤 防 奈良・平安

西 台 畑 遺 跡 含  包  地 自 然 堤 防 弥生・古墳 安 久 遺 跡 集 落  跡 自然 堤 防 弥生・平安・中世

北  目 城  跡 城 館 自 然 堤 防 中世 茂 庭 大 館 域 館 丘 陵 中世

山田上 ノ台遺 跡 包含地・集落跡 段 丘 旧石器・潤映・平安・近世 け ん と う城 跡 城 館 丘 陵 中世

北 前 遺 跡 包含地・集落跡 段 丘 旧石器・縄文・古墳・平安 C2 茂 庭 西 館 城 館 丘 陵 中世・天二年間

青 葉 山 遺 あ 包  含  地 段 丘 1日石器 峯 館 跡 城 館  跡 段 丘 中世・天■年間

宮 沢 遺 跡 包含地・水田跡 後 背 湿 地 旧石器・縄文～近世 高 館 城 跡 城 館 丘 陵 中世

三 神 峯 遺 跡 集 落  跡 段 丘 縄 文 大 館 山 館 跡 城 館 丘 陵 中世 D4

萩 ケ 丘 遺 跡 包  含  地 丘陵傾斜地 縄文・奈良・平安 熊 野 堂 大 館 跡 城 館 丘 陵 中世 C3

山  口 遺  跡 包含地 水日跡 自 然 堤 防 縄文・ 弥生・奈良・平安 黒 崎 域 城 館 丘 陵 中世 C3

下 ノ 内 浦 遺 跡 集 落  跡 自然堤 防 縄文～平安 月ヽ 館 城 館 丘 陵 中世 D3

梨 野 A還 跡 集 落  跡 丘 陵 縄文～中世 熊 野 経 塚 経 塚 丘 陵 中世

今 熊 野 遺 跡 貝塚・集落跡 段 丘 縄文～平安 D4 庭 ケ 崎 城 跡 城 館 丘 陵 中世

上 野 遺 跡 包  合  地 段 丘  ? 縄文・奈良・平安 D2 富 沢 館 跡 城 館 自然堤 防 中世

六 区 日 遺 跡 集  落  跡 自 然 堤 防 縄文～平安 E2 沖 野 城 跡 城 館 自然 堤 防 中世

下 ノ 内 遺 跡 集 落  跡 自 然 堤 防 縄文～平安 E2 日 辺 館 跡 城 館 自然 堤 防 中世

伊 古 日 遺 跡 集  落  跡 自然 堤 防 縄文～平安 長 喜 城 跡 城 館 自然堤防 ? 中世 Gl

18 南 小 泉 遺 跡 兵  落  跡 自 然 堤 防 弥生～中世 若 林 城 跡 城 館 自 然 堤 防 中世・江戸

藤 H新 田遺 跡 集  落  跡 堤 弥生 松 木 遺 跡 集 落  跡 自 然 堤 防 平安 。中世 E3

今 泉 遺 跡 集落跡・城館 自 然 堤 防 弥生・古墳・平安～近世 欠 ノ 上 I遺 跡 水  日  跡 自然 堤 防 平安・ 中世

般 渡 前 遺 跡 集  落  跡 自 然 堤 防 縄文・弥生・奈良・平安 欠 ノ 上 II遺 跡 包  含  地 自然 堤 防 古墳～平安

戸 ノ 内 遺 跡 集  落  跡 自 然 堤 防 古墳 。平安・ 中世 F3 欠 ノ 上 41遺 跡 包  含  地 自 然 堤 防 古墳～平安

安 久 東 遺 跡 集落跡・古墳 自 然 堤 防 弥生～近世 後 河 原 遺 跡 水  日  跡 弥生～近世

蓮 見 塚 古 墳 前方後 円墳 自 然 堤 防 古 療 篭 ノ 瀬 遺 跡 集  落  跡 自 然 堤 防 古墳～平安

兜 塚 古 墳 前方後円墳 自然堤 防 古墳 的 場 遺 跡 集 落  跡 自然 堤 防 奈良・平安

裏 町 古 墳 前方後 円墳 自 然 堤 防 古墳 仙台大塚 山古墳 円 墳 自 然 堤 防 古墳

一 塚 古 墳 前方後 円墳 自然堤 防 古墳 日 辺 遼 跡 集  落  跡 河 ,H 敷 古墳 (中期 )

二 塚 古 墳 前 方 後 円墳 自然 堤 防 古墳 描 塚 古 猿 円 賛 自然 堤 防 古猿

砂 押 古 墳 前方後円墳 自然 堤 防 古墳 泉 崎 浦 遺 跡 包  含  地 自 然 兵 防 縄文 。奈良・平安

鳥 居 嫁 古 墳 古 墳 自 然 堤 防 古墳 川 添 東 遺 跡 城 館 丘 陵 縄文

愛 宕 山横 穴 群 横 穴 古 墳 丘陵斜 面 古墳 (末期 )・ 奈良 根 添 館 跡 城 館 丘 陵 中世

大 年 寺 横 穴 群 債 穴 古 猿 丘 陵 斜 面 古墳・奈員 金 岡!寺 貝 塚 員 塚 段 丘 縄文・弥生・奈良・平安

向 山 横 穴 群 横 穴 古 墳 丘 陵斜 面 古墳・奈良 砂 押 I遺 跡 包  含  地 自然 堤 防 古墳・奈良・平安

宗禅寺・ 横 穴群 慎 八 古 筑 丘 陵 斜 面 古猿 。奈良 神 棚 遺 跡 包  含  地 自 然 堤 防 縄文～平安

土手 内・ 横穴 群 横 穴 古 墳 丘 陵斜 面 占墳 中 棚 西 遺 跡 包  含  地 自然 堤 防 弥生～平安

清 水 遺 跡 築  落  跡 自 然 堤 防 弥生～中世 砂 押 H遺 跡 包  含  地 自 然 堤 防 古猿～平安

栗   遺   跡 集  落  跡 自然堤 防 古墳 河 原 越 遺 跡 包  含  地 自 然 堤 防 占墳～平安

中 田 畑 中 遺 跡 集 落  跡 自然 堤 防 古墳～平安 北 屋 敷 遺 跡 集  落  跡 自 然 堤 防 平安 。中牲 01

宮 沢 窯 跡 窯 跡 丘 陵斜 面 古墳～平安 荒 井 館 跡 城 跡 自然堤防 ? 中世

金 山 窯 跡 窯 跡 丘 陵斜 面 古療 D2 下飯田薬師堂古墳 猿 自 然 堤 防 古墳 (後期) Hク

西 台 窯 跡 跡 丘 陵端 部 奈慎 雷 東 遺 跡 包  含  地 自 然 堤 防 平安

陸 奥 国 分 寺 跡 寺  院 跡 段 丘 奈良・平安・鎌倉 関 場 遺 跡 包  合  地 自然 堤 防 平安

陸 奥 自 分 尼 寺 寺  院  跡 段 奈良 ? 門 野 山 田 遺 跡 包  含  地 丘 陵 縄文・弥生・ 平安



ムＦ
イ山

イ山
西
仙

5740-2 CtIんだいとうなんぶ  (石 巻 15
25,000地 形図  N」 -54-| ―+5-4,21-3-2

4,仙 台 3号 -2) 台 東 南
至盛騨台東北部

菩Б

郡埠

第 2図 周辺の遺跡 (国土地理院 1/25,000「イ山台西南部」「仙台東南部」より作製)

11・ 12



中で発掘調査の行われた遺跡の多くは記録の残るかわりに地上から姿を消して行 くのである。

発掘調査件数の多さの裏には、後世へ伝えるべき遺跡の減少がある。発掘調査の技術的な進歩

や関連科学との協力によって、現時点ではわからない事が後の時代には明らかにされる事は多

いはずである。未調査ではあるが保存され、遺物の分布や地形の特徴などから概要の推定でき

る遺跡と、これまで発掘調査の行われた遺跡の内容を踏まえて、仙台平野南部の歴史的環境を

概観してみたい。なお、近世以降については伝世の文献資料、地図にもとづき、郡山遺跡周辺

の現在に至る様子を略述することにする。

旧石器時代

旧石器時代の遺跡は、これまで山田上ノ台遺跡(41と北前遺跡(0、 青葉山B遺跡(61な どが知ら

れている。山田上ノ台遺跡は 2万数千年前から3万数千年前に降下堆積した川崎スコリア層の

上下から、それぞれ後期旧石器と前期旧石器が出土している。北前遺跡は山田上ノ台遺跡 と200

m程しか離れておらず、同一段丘上に立地し同様の成果を得ている。青葉山B遺跡からは、山

田上ノ台遺跡の立地する上町段丘の形成される以前に降下した愛島軽石層のさらに下から石器

が出上している。旧石器時代の遺跡は、以上のように丘陵地帯や高位段丘に限られていたが、

昭和63年度の富沢遺跡(7)第30次調査では沖積平野から旧石器が発見された。富沢遺跡からは石

器が出上したのに留まらず、樹木、樹根、毬果、葉、種子などの植物化石、昆虫化石、動物の

フンなど後期旧石器時代 (2万 3千年前)の自然環境を復元するに足る成果があった。

縄文時代

早期の遺跡としては、山田上ノ台遺跡、北前遺跡、三神峯遺跡181、 萩ケ丘遺跡(9X山 口遺跡

QO、 下ノ内浦遺跡Qり、梨野A遺跡Qか、嶺山B遺跡などがある。このうち山口遺跡からは早期末

葉の貝殻条痕文土器、縄文条痕土器が出上し、沖積平野の遺跡でも早期に遡ることが知 られた。

さらに下ノ内浦遺跡からも早期前葉の押型文土器が出土し、竪穴遺構や土坑なども検出されて

いる。これ以外は全て丘陵や段丘上の遺跡に限られている。

前期の遺跡としては、三神峯遺跡、今熊野遺跡Q)、 北前遺跡、下ノ内浦遺跡、山口遺跡、梨

野A遺跡などである。三神峯遺跡からは前期前葉の住居跡が 8軒検出され、北前遺跡からは前

期末葉の土坑群が検出されている。また名取川対岸の今熊野遺跡からは、前期前葉の住居跡が

59軒検出され全国でも稀な例とされている。

中期の遺跡としては、山田上ノ台遺跡、上野遺跡QO、 六反田遺跡Qけ、下ノ内遺跡QO、 山口遺

跡などがある。山田上ノ台遺跡からは中期末葉の住居跡が38軒検出されている。早、前期を含

め住居跡がまとまって検出されたのは、山田上ノ台遺跡のような段丘や丘陵上であったが、中

期になると六反田遺跡では中期中葉の住居跡が 1軒、下ノ内遺跡では中期末葉の住居跡が 3軒

検出されている。また山口遺跡からも中期中葉以降の上器片が出上している。



後期の遺跡としては、六反田遺跡、下ノ内遺跡、山口遺跡、下ノ内遺跡、伊古田遺跡Qり、山

田上ノ台遺跡などである。六反田遺跡からは後期初頭から前葉にかけての住居跡が12軒検出さ

れ、下ノ内浦遺跡からも後期前葉の配石遺構や土坑群が検出されている。また伊古田遺跡から

は後期中葉の上器とともに上偶が出土している。このように段丘、丘陵上の遺跡から沖積平野

への一層の進出が顕著となる。しかし後期後葉以降になると郡山低地西半では、六反田遺跡、

山口遺跡などで土器片は出土するものの、明確な遺構を伴う遺跡は減少するようである。

晩期の遺跡としては、六反田遺跡、山口遺跡、梨野A遺跡、沼原B遺跡、嶺山A、 B遺跡な

どである。しかしこれらの遺跡も明確な遺構を伴うものは少ない。

弥生時代

弥生時代の遺跡は、富沢遺跡、下ノ内浦遺跡、下ノ内遺跡、六反田遺跡、山口遺跡、西台畑

遺跡121、 南小泉遺跡QO、 藤田新田遺跡QO、 今泉遺跡90、 船渡前遺跡9りなどがある。遺跡の分布

は、船渡前遺跡や十三塚遺跡 (名取市)のように丘陵や段丘上の遺跡もあるが、沖積平野の自

然堤防、浜堤などに一段と拡がったと言える。昭和58年に富沢遺跡からは弥生時代中期に属す

る水田跡が検出され、東北では青森県田舎館村垂柳遺跡に次ぐ発見として注目された。下ノ内

浦遺跡からは、弥生時代後期以前の竪穴遺構や土坑などが検出されている。また西台畑遺跡か

らは、弥生時代中期の墓坑などが検出されている。その他の遺跡では検出される遺構が少なく、

遺物のみ出土することが多い。

古墳時代

古墳時代の遺跡は、弥生時代よりはるかに自然堤防、浜堤を中心に拡大し、数を増して行 く。

まず方形周濤墓が戸ノ内遺跡9か、安久東遺跡90、 今熊野遺跡などに造られ、そののち高塚古墳

として名取市の宇賀崎一号墳 (方墳)、 高館山古墳、飯野坂古墳群 (前方後円墳)な どが築かれ

る。 5世紀初頭前後になって遠見塚古墳90、 雷神山古墳などが築かれるようになる。雷神山古

墳は全長168mで東北第 1位、遠見塚古墳は全長■Omで東北第 3位であり、大規模な土木工事

を可能にする技術と人の動員力を有する支配者の存在が認められる。また 5世紀後半から6世

紀中頃にかけて兜塚古墳1251、 裏町古墳90、 一塚古墳90、 二塚古墳90、 砂押古墳90、 大野田古墳

群、春日社古墳、鳥居塚古墳00な どの埴輪を有する古墳が郡山低地上に築かれる。続いて大年

寺山周辺に横穴群が造られるようで、愛宕山横穴群0ゆ、大年寺横穴群Gか、向山横穴群0)、 宗禅

寺横穴N130、 土手内横穴群eDな どである。これらの横穴群の中には奈良時代まで引き続 くもの

もある。ただしこの時期までの集落の分布となると以外に少なく、郡山低地上では六反田遺跡、

下の内遺跡、伊古田遺跡、泉崎浦遺跡などで竪穴住居跡が検出されているにすぎない。郡山低

地以外でも南小泉遺跡のように広範囲に及ぶものもあるが、清水遺跡00、 栗遺跡00、 中田畑中

遺跡00、 戸ノ内遺跡などと散在的である。しかし地形的な集落の成立要因を考えると、現在の
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住宅地と重複し未発見の可能性もあると考えられる。また垣輪や須恵器の需要に応じるよう富

沢窯跡00、 金山窯跡80な どが出現する。

奈良時代

奈良時代の遺跡としては、郡山遺跡の寺跡中枢建物に供給した瓦を生産した西台窯跡

“

0が、

西方 3 kmに位置している。郡山遺跡が終末をむかえた時期に仙台平野北端の丘陵上には、多賀

城が国府として造られたと考えられる。多賀城よりやや遅れて仙台平野の中央部には、陸奥国

分寺

“

か、国分尼寺

“

0が造られ、周辺には東郊条里亀0な どの条里制の実施も見られる。また下ノ

内遺跡、伊古田遺跡、下ノ内浦遺跡、六反田遺跡、山口遺跡、元袋Ⅲ遺跡90な どからは竪穴住

居跡が検出され、集落が営まれていたことが認められる。その他清水遺跡でも竪穴住居跡が検

出されている。前時代よりの横穴群への追葬の他に、安久東遺跡の古墳のように横穴式石室へ

の埋葬なども同時に行われている。

平安時代

平安時代の遺跡は、自然堤防上において前時代から重複しながら拡大し、検出される竪穴住

居跡の件数なども増加している。集落跡としては下ノ内遺跡、伊古田遺跡、下ノ内浦遺跡、六

反田遺跡、山口遺跡、安久遺跡

“

0、 安久東遺跡、清水遺跡、中田畑中遺跡、南小泉遺跡、山田

上ノ台遺跡などで、そのうち下ノ内浦遺跡、南小泉遺跡、中田畑中遺跡、山田上ノ台遺跡では

掘立柱建物跡が集落内に出現している。生産跡としては富沢遺跡や山口遺跡で、水田跡を検出

している。また北前遺跡からは半地下式の須恵器窯跡、嶺山C遺跡からは製鉄炉が検出されて

いる。

中  世

中世の遺跡は、丘陵上の山城と沖積平野上に点在する平城がほとんどである。仙台平野南部

で山城は、茂庭と高館の丘陵地帯に集中している。茂庭地区では茂庭大館90、 けんとう城跡

“

0、

茂庭西館90、 峯館跡60な どである。高館地区では高館城跡6ゆ、大館山館跡1521、 熊野堂大館跡1531、

黒崎城60、 小館1551な どで、近 くに熊野経塚60な どもある。山城としては他に茂ケ崎城跡1571な ど

がある。平城としては富沢館跡60、 北目城(9、 沖野城跡60、 今泉遺跡、日辺館跡60、 長喜城跡

60、 若林城跡0かなどがある。集落としては安久東遺跡、松木遺跡60、 南小泉遺跡などで、遺構

を検出している。また富沢遺跡、山口遺跡、欠ノ上 I遺跡60、 後河原遺跡6つからは、中世の水

田跡が検出されている。

近世以降

近世以降は伊違政宗の仙台城築城と城下町の造営により、大きく変貌する。慶長 5年 (1600)

関ケ原の合戦が起ると、石田三成と結ぶ会津の上杉景勝が徳川家康の背後を脅かす動きを見せ

るに到った。徳川方の有力な大名であった伊達政宗は、同年 7月名取郡北目城(3)に入り、ここ



を根拠地として上杉と対峙したとされている。政宗は12月 25日 に国分氏の旧城である千代城に

赴き、そこに新城の縄張りを行い、「仙台」と命名した。慶長 7年 (1602)5月 に仙台城は一応

完成し、翌慶長 8年 (1603)8月 に岩出山城より仙台城へ移っている。政宗は、宮城郡荒巻、

小田原、南目、小泉、名取郡根岸村など五ケ村の入会であった原野や谷地である広瀬川東岸に

城下町を建設した。城下には24ケ町が作られ、四代藩主綱村の世に最大の発展をとげたと言わ

れている。元禄10年 (1697)に大年寺が建立され、名取郡根岸村まで城下に編入されたのはこ

の時である。安永元年 (1772)に完成した「封内風土記」によれば、根岸村に北長町、平岡村

に南長町があり、市や店があり、駅として機能していたことが知られている。同時に郡山村も

存在し、戸口67、 男女375と 記録されている。

江戸時代以降明治初年まで奥州街道沿いの長町と隣接しながらも、郡山付近は農村的な姿を

留めていたようである。明治22年に上野―塩釜間の鉄道が開通すると、郡山の地は長町方面と

分断される結果となった。市街地の中心部では踏切を立体交差にするなどして交通の便が計ら

れたが、長町の東側には貨物駅があったため、交通の使が悪く、現在でも南北1.8kmに渡り車で

の線路の横断は出来ない状況にある。国道 4号線仙台バイパスの開通するまで東北線以東の地

は交通上不便な地であり、都市化するのが周辺に比べ遅れることになった。遺跡の範囲が明ら

かになってきたのは昭和50年代に入ってからのため、宅地化が進んだが、幸うじて遺跡の中枢

部には畑地や水田を残す状況となっていたのである。

第 3節 遺跡の発見とこれまでの歩み

郡山遺跡が学術的な文献に初めて現れるのは、大正 3年 (1915)『考古学雑誌』第 5巻第 5号

に山中樵氏により「漆液を容れたる陶器 (附陸奥国名取郡家の遺址)」 で論ぜられたのが最初で

ある。氏は旧町名で矢日、矢来地区 (現在の郡山二、三丁目周辺)と東北線の間で、煉瓦工場

の粘土採掘の際に、石製品、土師器、須恵器などが発見され、そのうち漆の入った平瓶に注目

して1000年～1200年前のものと考えた。これらの遺物の出土範囲が広いことや、国分寺、多賀

城方面への地理的な便、字名に郡山のあることなどから「郡家」の存在を指摘している。この

論文については、昭和25年 (1950)仙台市史第 3巻別扁 1の伊東信雄氏の「北目古代集落址」

に抄録し紹介されている。以上の 2氏の指摘は現在のH期官衛を中心とする郡山遺跡の北半部

について論じたものと推定される。

H期官衛と同時期と考えられる寺跡についても早 くから指摘がある。昭和13年 (1938)費雲

22号に内藤政恒氏は「東北地方発見の重糾蓮花文鎧瓦に就いての一考察 (下)」 を発表し、仙台

市郡山出上の瓦を多賀城の瓦を継承したものとして平安時代中頃のものとしている。またこの



地を名取郡行の所在地と推定している。これに掲載された瓦は、昭和49年 (1974)に出版され

た東北古瓦図録にも掲載され、仙台市郡山在家諏訪神社東方の出土ともなっている。伊東信雄

氏も仙台市史第 3巻別馬 1の「郡山古瓦出土地」の中で、瓦と伴に出土する土器から平安初期

を降らないものとして、寺院址を推定している。伊東氏は昭和24年に諏訪神社の北方で畑の天

地返しの折、瓦が多量に出土しているのを写真撮影している。この頃に採集された瓦が東北大

に所蔵されており、昭和57年 (1982)東北大学大学部考古学資料図録には軒丸瓦と鴎尾片が掲

載されている。

また場所や時期などの詳細は不明であるが、昭和38年 (1963)F蝦夷』に高橋富雄氏は郡山の

地から柵木が出上したらしいことを伝えている。

昭和54年に入 り、郡山三丁目205-1、 206-1において開発行為が計画され、初めて仙台市

教育委員会により発掘調査が行われた。それにより掘立柱建物跡、竪穴住居跡、土坑などとも

に多量の上師器、須恵器、円面硯などの遺物が出上し、 7世紀末から8世紀初頭の官衛跡との

見方が強まった。以上の成果をもとに文化庁、宮城県教育委員会と協議し、遺跡の範囲と性格

を明らかにするため、昭和55年度から国庫補助事業による範囲確認調査を実施してきた。また

国庫補助事業の開始と同時に、これまで郡山遺跡と郡山三丁目遺跡と分離していたのを周辺も

含め、郡山遺跡として登録し直し現在に至っている。

これまでの仙台市教育委員会による調査の内容を年度ごとに略述しておく。参考までに( )

内に調査次数、概報番号、仙台市文化財調査報告書番号を載せておく。

昭和55年度 (第 1～ 9次  郡山 I  第29集 )
H期官行 (造営基準方向が真北)外郭南辺の大濤と材木列を検出した。外郭の南西隅には櫓

状建物跡があり、大濤、材木列ともL字状に屈曲し北へ延びている。Ⅱ期官衛の外郭は方四町

と推定され、時期は大濤の出土遺物から7世紀後半から8世紀初頭と考えられる。諏訪神社北

方の古瓦散布地には、同時期の別区画が存在すると考えられた。

昭和56年度 (第10～22次  郡山H  第38集 )
H期官衛外郭の東辺と西辺を検出し、四町=428.44m四方 (一町=107.1lm、 一尺=29.75cm)

の規模で造られていると推定した。西辺上からは櫓状建物跡が、官衝内からは関東地方 (鬼高

式末～真間式初頭)の特徴を示す土師器が竪穴住居跡から出土した。

諏訪神社北方の古瓦散布地からは大規模な基壇建物跡が検出され、軒丸瓦、鴎尾などが出土

した。隣接する郡山中学校校庭内より井戸が検出され、堆積土中から木簡が 3点出上した。こ

のうと隻 3号本箇は、習書以前には写経用の定木として使用されていたと見られる。これらの

ことから、H期官衡と同時期の付属寺院跡が存在したと考えられた。

昭和57年度 (第23～34次  郡山Ⅲ  第46集 )



H期官行の中央部 (第24次)を調査したが、 I期官衝の遺構が多く、H期官衛の中枢は東西

仮想中軸線上より以南に位置している可能性があると考えられた。 I期官衛にも3小期の変遷

があり、7世紀後半代に造営されたと考えられる。また I期官衛はH期官衝と重複しながらも、

より広い範囲と推定される。

昭和58年度 (第35～42次  郡山Ⅳ  第64集 )

第24次調査の隣接地 (第35次)を調査し、 I期官衛の材木列、柱列による小区画を検出した。

建物は内部に柱の配置されない建物が多く、区画外南東部の総柱による建物群とは明らかに区

別される。H期官衛の外郭南辺より北へ三町の東西線上には、一本柱列による塀跡が検出され

た。

昭和59年度 (第43～49次  郡山V  第74集 )

昭和57、 58年度と同様にH期官行の政庁を確認する目的で、中央部よりやや南寄りの地点 (第

44、 48次)で調査を行ったが、 I期官衛の遺構が多くH期官衛の政庁は確認されなかった。

Ⅱ期官衛北辺で材木列、大濤を検出し、H期官行はおおむね方四町 (東西428.44m、南北422.73

m)であることを確認した。

昭和60年度 (第50～59次  郡山Ⅵ  第86集 )

未確認のH期官行政庁について昨年までの調査結果と地形観察から、東西幅75～80mで外郭

南辺より80～85m以北に存在すると推定し、調査を行った。その結果、規模、方向、配置など

から政庁内の正殿、後殿と考えられる建物が検出された。同時に I期官衝の倉庫と見られる総

柱建物跡や板塀跡も検出された。

H期官衝外郭南辺の中央より6m程東にずれて、外郭の南門を検出した。柱穴 4ケ のみで

あったが八脚門の一部と推定された。

昭和61年度 (第60～64、 66～67次  郡山Ⅶ  第96集 )

I期官衛の小区画 (第24、 35次)の延長部分を検出し、東西51～54m、 南北65～66mと判明

した。H期官衛と同時期の寺院跡の中枢を区画する材木列とそれに取 り付 く北西部の門を検出

した。東西81m、 南北132mと推定される。また講堂と推定される基壇建物跡の北側より、建物

跡がまとまって検出され「僧房」と推定された。

昭和62年度 (第68～74次  郡山VⅢ  第110集 )

櫓状建物跡の存在が想定されたH期官衛外郭南辺上で、これまでの南西隅、西辺上と同様の

構造のものは検出されなかった。昨年推定した寺院における区画施設の南延長線上で、同様の

材木列を検出した。

昭和63年度 (第75～82次  郡山Ⅸ  第124集 )

第 2次調査で検出した大型の建物に関連する遺構を調査し、 I期官衛中枢部分の一画の構造



を明らかにした。 2間 ×4間程の小規模な倉庫が集中するA期から、板塀 と建物によるB期、
8間 ×4間の大規模な建物が 2棟建ち並ぶC期まで、 3小期の変遷がある。

平成元年度 (第83次  郡山X  第133集 )
H期官衛中枢地区より政庁の中心殿舎である正殿と考えられる 5間 ×8間の四面廂建物が検

出された。またこの北側からは広範囲な石敷施設や石組池が検出され、官衛内にあって極めて

重要な政務、儀礼などが行われていたと考えられた。

平成 2年度 (第86～89次  郡山�  第146集 )
H期官衛の中心地区のやや北寄りを調査し、 I期官衛に関わる建物跡や塀跡を検出した。そ
の中には鍛冶工房と考えられる遺構も存在する。また周辺と同様に、倉庫建物が軒をそろえ立

ち並ぶ状況も確認された。

この他に宅地造成など開発に伴う事前調査で、以下のものがある。

昭和56年度 郡山遺跡―宅地造成に伴う緊急発掘調査報告― (第13次、第42次 )
I期官衛の材木列 2列 と、真北方向の掘立柱建物跡 4棟などを検出した。

平成元年度 (調査)郡 山遺跡―第84次、85次発掘調査報告書― (第84次、第85次、第145集 )
第84次調査では、平安時代の上坑、水田跡、官行の時期に属すると考えられる掘立柱建物跡、

竪穴住居跡などが検出されている。第85次調査では、柱の掘り方が 2m以上の掘立柱建物跡 (I
期官衛)や、 5間 ×8間の四面廂付建物跡 (H期官衛)な どが検出されている。



第Ⅲ章 発掘調査報告

第 1節 調査の方法
1.調査区の設定

調査区は、郡山中学校の校舎の新築される箇所と掘削を伴って地下遺構に影響を与える附帯

工事箇所について設定した。この際パイル打ちの行われるものについては、パイルの芯から2m

程外側から調査区として設定した。しかし既存の校舎と使用中の農業用水路については、止む

J区
o

A、 B、 L区  道路拡幅

C、 D、 E、 F、 G、 H、 I区  校舎

J区    カリオン (時計台)

K区    水路

M区    ポンプ室、受水槽

N区    体育館

0区    体育館・柔剣道場

P区    補足調査

O区    /

/  N区

第 4図 調査区配置図



を得ず調査区から外した箇所がある。

2.測量の基準 と実測図の作成

郡山遺跡は、国庫補助事業による範囲確認調査に伴い昭和55年度に地形図を作成している。

地形図には郡山三丁目地内に配 1基準点 (X=0、 Y=0)を 設定し、磁北線を基準とし座標

を表している。遺跡内には計58点の基準点が設置され、海抜高も合わせて表記されている。郡

山中学校に関わる調査―第65次調査―もこの座標を使用している。

調査区はS-100～ 320(基準点No lよ り南へ100～ 320m)、 W-120～ E-60(基準点No lよ り

西へ120mと 東へ60m)の範囲内である。調査区内には座標の 3m毎 に杭や釘を打ち込み、実測

図作成上の基準とした。

→ヤ
イ  ザ

第 5図 測量基準図



実測図の作成にあたっては1/20平面図、断面図を基本としたが、調査区の規模や遺構の分布

などに応じて1/40平面図、1/10平面図、断面図を作成した。報告書中の平面図は、掘立柱建物

跡など広範囲に渡るものは1/100で、竪穴住居跡、土坑、濤跡などを各々掲載する場合は1/60と

した。ただし規模の小さい遺構については1/40で掲載したものもある。

第 2節 基本層位
郡山遺跡第65次調査において、以下のような土層が確認された。この層の状況は第65次調査

に限るものであって、遺跡全体を包括しているものではない。なお本文中にⅣ層と記載されて

いるものは、特に断りのない限りⅣ a層のことである。

,Ia層   10Y R5/2灰 責褐色シルトで、粘性はないがしまりはややある。発掘調査以前の旧

耕作上である。

Ib層  7.5Y R5/2灰黄褐色粘土質シルトで、粘性、しまりともややある。上部に酸化鉄

の集積が認められる。

Ha層  10Y R4/2灰 黄褐色シルト質粘上で、粘性、しまりともある。

Hb層  10Y R4/2灰 黄褐色粘土で、粘性はあるが、しまりはややある程度である。酸化鉄

により赤橙色を帯びている。

HC層  7.5Y R4/1褐灰色粘上で、粘性はあるが、しまりはややある程度である。

Ⅱd層  2.5Y4/1黄灰色粘上で、粘性はあるがしまりはない。10Y R6/3に ぶい黄橙色粘土

を縞状に2～ 3枚含んでいる。

Ⅲa層  7.5Y R5/2灰責褐色粘土質シルトで、粘性、しまりともややある。上面に灰白火

山灰を含んでいる。

Ⅲb層  5YR5/2灰褐色シルト質粘土で、粘性、しまりともややある。下面の凹凸が著し

Ⅳ a層  10Y R5/4に ぶい黄褐色粘土質シルトで、粘性、しまりともややある。官衛の時代

の遺構検出面である。

Ⅳb層  10Y R4/3に ぶい責褐色粘土質シルトで、粘性、しまりともややある。

Ⅳ C層  10Y R5/4に ぶい黄褐色粘土質シルトで、粘性、しまりともややある。

Ⅳd層  10Y R4/3と こぶい黄褐色粘性質シルトで、粘性、しまりともややある。

Ⅳ k層  10Y R3/1黒 褐色粘土質シルトで、粘性、しまりともややある。Ⅳ a層の上に堆積

し、官衛の時代の遺構検出面である。

Va層   10Y R6/3と こぶい黄橙色粘土質シルトで、粘性はややあるが、しまりはない。

Vb層   10Y R4/4褐 色粘土質シルトで、粘性はややあるが、しまりはない。



Ⅵ a層  10Y R7/3に ぶい黄橙色シルト質粘上で、粘性、

しまりともややある。

Ⅵ b層  7.5Y R7/4にぶい橙色粘土質シルトで、粘性は

ややあるが、しまりはない。

Ⅵ C層  10Y R4/1褐 灰色粘上で、粘性があり、しまりも

ややある。7.5Y R7/3に ぶい橙色粘土と黒色の植

物遺体が互層に入り込んでいる。

Ⅶ a層  7.5Y R6/2灰褐色粘上で、粘性があり、しまり

もややある。弥生時代の畦畔状遺構と遺物を検出

している。

VII b層  7.5Y R5/2に ぶい褐色粘上で、粘性があり、し

まりもややある。Ⅶ a、 b層 は若干の色調の違い

のみで、極めて類似している。

Vul層   7.5Y R6/3に ぶい褐色粘上で、粘性があり、し

まりもややある。

Ⅸ a層  7.5Y R5/2灰褐色粘上で、粘性があり、しまり

もややある。弥生時代の水田跡を検出している。

Ⅸ b層  7.5Y R6/2灰褐色粘上で、粘性があり、しまり

もややある。

Xa層  10Y R7/1灰 白色粘上で、粘性があり、しまりも

ややある。

Xb層  10Y R7/2に ぶい黄橙色粘上で、粘性があり、
しまりもややある。

XC層  7.5Y R7/2明褐灰色粘上で、粘性があり、しま

�a層

�b層

�C層

�層

Ⅳ k

Ⅳ b
Nc
Ⅳd
Va
Vb
Ma
Mb
lヽC

Ｘ

Ｘ

Ｘ

りもややある。
第 6図 第65次調査基本

10Y R4/1褐 灰色粘上で、粘性が強く、しまりも         層位柱状図
ある。縄文時代の遺物を含んでいる。 a、 b、 c

層とも徐々に変化し、各層間の界線は明瞭ではない。

10Y R5/2灰 黄褐色粘上で、粘性が強く、しまりもある。

7.5Y R5/1褐 灰色粘上で、粘性、しまりともある。

7.5Y R6/2灰 褐色粘上で、粘性があり、しまりもややある。縄文時代の遺構と遺

物を検出している。調査区によってグライ化が著しい箇所がある。

岡
匝
匹



Xma層   10Y R7/2に ぶい黄橙色ロームで、粘性しまりともややある。

XⅢ b層  10Y R6/2灰 責褐色シルト質粘上で、粘性があり、しまりもややある。

XⅣ層   7.5Y R5/3に ぶい褐色粘土質シルトで、粘性はややあるが、しまりはない。

XV層    5G4/1暗緑灰色砂で、粘性はないが、しまりはややある。

XⅥ層   7.5Y5/2灰オリーブ色シルトで、粘性があり、しまりもややある。

XⅧ層   10Y R4/2オ リーブ灰色シルトで、粘性、しまりともある。

XⅥ‖層   2.5G Y5/1オ リーブ灰色粘土質シルトで、粘性はややある程度であるが、しま

りはある。層下部に炭水化物をブロック状に含んでいる。

XⅨ層   10G Y4/1暗緑灰色砂質シルトで、粘性、しまりともある。未分解の葉などの植

物遺体を含んでいる。

XX層   7.5G Y4/1暗緑灰色粘上で、粘性はないが、しまりはある。植物遺体を少量含

んでいる。

X�層   10G4/1暗緑灰色砂で、粘性はあるがしまりはない。

X�層   5G4/1暗緑灰色砂質シルトで、粘性、しまりともややある。木片を帯状に含ん

でいる。

XXⅢ層   10B G5/1青灰色砂、粘陛はあるがしまりはない。この層より下部は礫層となる。

以上であるが、K区、L区については、Ⅳ層以下の堆積状況が基本的に異なること、調査区

の幅が狭いため充分な平、断面観察が出来なかったことから、やむをえず独自の層位番号を付

けている。

K区

5a層  10Y R7/2に ぶい黄橙色粘土質シルトで、粘性があり、しまりもややある。

5b層  10Y R8/1灰 白色粘土質シルトで、粘性があり、しまりもややある。

6層   10Y R8/1灰 白色粘土で、粘性はあるがしまりはない。上層に砂分が多い。

7層    10Y R8/1灰 白色粘土質でシルトで、粘性、しまりともある。酸化鉄を多量に含む。

8層   10Y R4/1褐灰色粘上で、粘性があり、しまりもややある。弥生時代初頭の上器を

出土している。

9層   10Y R5/1褐灰色粘上で、粘性があり、しまりもややある。

10層   5G4/1暗緑灰色粘土で、粘性はあるがしまりはない。

L区

5a層  2.5Y R7/2灰責色シルト質粘上で、粘性があり、しまりもややある。酸化鉄を多

量に含み、マンガン粒を全体的に斑状に含んでいる。弥生時代中葉の上器を出上し

ている。



G区北壁

F区西壁

B区西壁、南部 C区東壁
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第 7図 調査区別柱状図 (1)



5b層

6層

7層

8層

2.5Y6/3に ぶい黄色シルト質粘上で、粘性はややある程度であるが、しまりはあ

る。酸化鉄を均等に含んでいる。

2.5Y7/3浅責色シルト質粘上で、粘性、しまりともややある。酸化鉄を多量に含

んでいる。調査区北端において、6層の下部に10Y R5/2灰 責褐色粘上で、炭化物を

下層に多量に含む層が若干堆積している。この層は部分的にしか見られない層なの

で 6層 として扱った。

2.5Y6/2灰黄色シルト質粘上で、粘性が強く、しまりはややある程度である。

10Y R5/3に ぶい黄褐色粘上で、糧陛はないがしまりはややある。酸化鉄を多量に

含み、粗砂を少量含んでいる。

調査区別柱状図第9図

N区西壁

・　

一酢一匝

N区東壁

阻
一國一贖

ヽ

【

O区西壁

臣
:と J“工l‐

臣

E区北壁

第8図 調査区別桂状図 (2)一①



9層

10層

11層

12層

13層

14層

10Y R4/2灰 責褐色砂で、粘性があり、しまりもややある。粗砂を多量に含み、木

片も含んでいる。

5Y7/2灰 白色砂で、粘性はないがしまりはややある。

7.5G Y5/1緑 灰色砂で、粘性は弱いがしまりはある。10Y R3/2黒褐色上を層上に

薄く含んでいる。

10Y R3/3暗 褐色砂質粘土で、粘性があり、しまりもややある。炭化物と木片を含

んでいる。

10GY6/1緑灰色砂質粘上で、粘性、しまりともややある。炭化物を含む。

10Y R6/3に ぶい黄橙色砂で、粘性はないがしまりはややある。木片を含む。

またL区の中央部より北側では、 8層以下がさらに変化している。

③層 10Y R5/2灰 黄褐色シルト質粘上で、粘性はあるがしまりはない。酸化鉄を上層に

少量含んでいる。

2.5G Y5/1オ リーブ灰色シルトで、粘性はややある程度であるがしまりはある。

酸化鉄を少量含む。

5Y3/1オ リーブ黒色シルト質粘上で、粘性はある程度であるがしまりはある。酸

化鉄をごく少量含んでいる。

10Y Rl.7/1黒 色の炭化物の層である。

10G Y4/1暗 緑灰色シルトで、粘性はないがしまりはある。

③層

L区西壁、中央部  L区 西壁、耳ヒ部

第10図 調査区別柱状図 (3)

⑩層

⑪層

⑫層

K区・北壁M区・西壁 L区西壁、南部

締 Υ丘



第 3節 発見された遺構と遺物

1.I層における遺物
I層は発掘調査が開始されるまで営まれていた水田の

耕作土か、昭和36年以前に学校の敷地が造成されるまで

の水田の耕作上である。ガラス片などにまじって、土師

器郷、甕、 C-82高不 (第11図 )。 須恵器不、高台付邪、 社¬_r坤 _十引卜すコ~ィ司二撃
m

甕、陶器碗、皿、鉢、凹面に「十」の箆描きのあるG―

6平瓦、近世の燻し瓦などの遺物が出上している。

2.H層 における遺構 と遺物
H層において検出された遺構は、土坑12基、水田跡 2、 濤跡 2条、ピットなどである。なお

H層上面の遺構の分布範囲はC・ F・ I・ 0区などに限られている。

S D931澤朝亦

〔調査区〕 C区 〔検出面〕 H層

〔重複〕 認められない

〔規模・平面形〕 長さ24m以上、上幅110～ 150cm、 下幅20～ 40cm、 深さ55clnで、N-16°一E

からN-62°一Wヘクランク状に屈曲して延びる濤跡である。

〔堆積土〕 3層に大別され、灰黄褐色シルト質粘上、粘土、黒褐色粘土質シルトなどである。

〔壁・断面形〕 ゆるやかではあるが直線的に立ち上がり、U字形を呈している。

(底面〕 ほぼ平坦である。

〔出土遺物〕 堆積中から土師器郷〔高不、甕片、関東系の土師器邦片、須恵器不、蓋、甕片

磁器片が出土している。

SD931

封 2e   任  土饒FBA
膚位 土   色 土  性 そ     の    他
1 10YR 4/1褐灰色 シル ト質粘土

10YR 4/2灰責褐色 シル ト質粘土

2b 10YR 3/2黒褐色 粘土質 シル ト

3a 10YR 4/2灰資褐色 シルト質粘上 酸化鉄を多量
3b 10YR 4/2医昔4Sft 粘土

第12図  S D931溝跡断面図

S K932土 坑

〔調査区〕 C区西北      〔検出面〕 Ⅳa層 (H層上面より掘り込まれている。)
〔検出状況〕 遺構の一部が調査区外に延びている。

録
号
登
番 種 別 器形 部位 層位 外面調整 内面調整

C-82 土 帥器 高邦 脚部 I層 ヨコナデ ヘフケズリ

第11図  I層出土遺物

×

0         1m
ト

ー



――――――S280

m

第13図  S D931溝跡平面図

〔重複〕 認められない。
〔規模。平面形〕 長軸2.05m、 短軸 1.65m、 深さ30clnで、不整形である。

〔堆積土〕 単層で10Y R4/1褐灰色粘土質シルトである。
(壁〕 ゆるやかに立ち上がる。
〔底面〕 平坦な部分が少なく招鉢状を呈している。
〔出土遺物〕 堆積土中から須恵器片が2点出土している。



S K933」J九

〔調査区〕 C区西北 〔検出面〕 Ⅳa層 (H層上面より掘り込まれている。)

〔検出状況〕 遺構の一部が調査区外に延びている。
〔重複〕 認められない。

〔規模。平面形〕 東西0,65m以上、南北1.3m、 深さ50clnで、平面形は不明である。
〔堆積上〕 2層に分けられ、灰黄褐色シルト、シルト質粘土などである。
(壁〕 ゆるやかではあるが、直線的に立ち上がる。
〔底面〕 ほぼ平坦である。
〔出土遺物〕 遺物は出土しなかった。

A
引

A´
卜 8.401n

―――――――S267
S K933
土色雄記表

B
十-800m

W
0

0                   2m

第16図  S K932土坑断面図

詠

層位 土   色 土  性
I 10YR 5/2灰 黄褐色 シル ト

10YR 4/2灰 畜福徹 括上管シル ト

第15図  S K933土坑断面図

9

第14図  S K932・ S K 933土坑平面図

S K 970」J尤

〔調査区〕 Fa区 〔検出面〕 H層

〔重複〕 S D 971に 切られている。

〔規模。平面形〕 長軸1.5m、 短軸0.35m、 深さ6 cln程度で、隅丸長方形である。
〔堆積上〕 10Y R4/1褐灰色シルト質粘上で、暗褐色シルト質粘土をブロック状に含んでいる。

〔壁〕 ゆるやかにわずかに立ち上がる。
〔底面〕 ほぼ平坦である。



〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。

蒋
((こ))Pユ
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――――――――S275

S D971溝跡

〔調査区〕 Fa区

|

W105

第17図  Fa区 Ⅱ層上面平面図

〔検出面〕 H層

0                     4m

A´
_トー820m

〔検出状況〕 ほぼ遺構の南半が調査区外に延びている。
〔重複〕 S K970に切られている。

(規模 。平面形〕 長さ8.5m以上、上幅150～ 160cm、 下

幅40～ 60cm、 深さ55～65cmで、E-26°一Sの方向に延び

る濤跡である。

〔堆積土〕 5層に大別され、暗褐色粘土

質シルト、シルト質粘土などである。

〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち上がり、
U字形を呈している。

0         1m

一
第18図  S K970土坑断面図

0                 2m

層位 上    色 土  性 そ  の  他
I 10YR 4/2灰 黄褐色 粘土質シル ト

10YR 3/3暗褐色 粘土質シルト

10YR 3/3感髄 粘土管シル ト 暗福色 It■質シル トを含む。

3 75YR 5/2灰 褐色 粘 土

4 10YR 4/3に ぶい黄褐色 ンルト質粘土
10YR 3/3暗 褐色 ンル ト賃粘土

〔底面〕 検出したのは一部であるが、やや凹凸がある。   第19図  S D971溝跡断面図

〔出土遺物〕 堆積土中から少量の土師器不、高不、甕片、須恵器郷、蓋、甕片、陶器片、K―

28礫石器 (写真図版159-2)が出上している。



S K969土坑

〔調査区〕 Fa区    〔検出面〕 Ⅱ層

〔重複〕 認められない。

〔規模。平面形〕 長軸0.6m、 短軸0.4m、 深さ8～24cmで、

不整形である。

(堆積土〕 3層に分けられ、暗褐色、褐灰色シルト質粘

土などである。
第20図  S K969土坑断面図

D      D′〔壁〕 ゆるやかに立ち上がるが、上半では直線的に立ち上がっている。

〔底面〕 ほぼ平坦であるが、2ケ所でピット状に落ち込んでいる。

〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。
S K l174上坑

〔調査区〕 Fa区
〔重複〕 認められない。

〔検出面〕 H層

〔規模。平面形〕 長軸0.62m、 短軸0.38m、 深さ

14～18cmで、不 整形である。

(堆積土〕 3層に分けられるが、

基本的には黒褐色シルト質粘上の

みの堆積である。

(壁〕 ゆるやかではあるが、やや直線的に立
ち上iがる。

〔底面〕 凹凸がある。
〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。
S K967土l坑

〔調査区〕 Fb区中央  〔検出面〕 II層

〔検出状況〕 遺構の南東部から削平されてい

る。

〔重複〕 認められない。
(規模。平面形〕 長軸1.3m、 短軸0.8m、 深さ

45cmで、不整形である。

〔堆積土〕 8層に大別され、暗褐色シルト質

粘上、暗緑灰色、灰責褐色粘土などである。

〔壁〕 直線的に立ち上がり、上半でやや傾斜

A
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 |

トー840m

W100

|

2a

4
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浪
′

0       1m

―

層位 土   色 上  性

1 10YR 3/3暗褐色 シル ト質粘土

2 10Y R 4/1褐灰色 シル ト質粘上

3 10YR 3/2黒褐色 シル ト管艦土

0        1m

―
層位 土   色 土  性 そ   の   他
1 10Y R 3/1黒褐色 シル ト管粘土 にぶい黄褐色上を含む。

2 10YR 3/1黒褐色 シル ト資粘土 褐灰色上を含む。

3 10YR 3/1黒褐色 シルト質粘土 やや明るいにぶい黄褐色上を含む。

第21図  S Kl174土 坑断面図

層位 土   色 土  性 そ の 他
10YR 6/1褐 灰色 ンフレト

lb 10YR 5/1褐 灰色 シル ト

10YR 3/1黒 褐色 ンル ト

2b 10Y R 3/2県福負 シアレト

10YR 3/4感褐色
10YR 4/1褐 灰色 シル ト

4 10YR 2/3黒 褐色 シル ト

5a 10GY 4/1暗 緑灰色 粘土 緑灰色粘土賢シルトを含む

10GY 4/1暗 緑灰色 粘土 酸化鉄を多量

5C 10GY 4/1暗 緑灰色 粘 土 酸化鉄を少量

6 10GY 4/1暗 緑灰色 粘上 明緑灰色粘上を少量

7a 10GY 4/1暗 緑灰色 粘土

7b N 5/0灰色 粘土

8 10YR 4/2灰 黄褐色 粘土 酸化鉄

第22図  S K967土坑平・断面図



が緩 くなる。

〔底面〕 ほぼ平坦である。
〔出土遺物〕 堆積土中から土師器甕片が少量
出上している。

S K l105ユゴ尤

〔調査区〕 I区東南隅  〔検出面〕 Ⅱ層
〔重複〕 SK■ 06に切られている。
〔規模。平面形〕 長軸2.lm、 短軸1.7m、 深さ

60cm程で、不整楕円形である。

〔堆積土〕 2層に大別され、灰責色粘土質シ
ルト、暗緑灰色粘土などである。

〔壁〕 ゆるやかに立ち上がる。
〔底面〕 やや凹凸があり、底面にへばりつく

ように23× 17c14程の不整形の礫がある。

〔出土遺物〕 堆積土中から少量の上師器郭、
甕片、陶器片、磁器片が出土している。

0                  2m

A′
トーー3.60m

|

W81

Ａ
引

S K l104■J尤

〔調査区〕 I区東南隅
〔重複〕 認められない。

〔検出面〕 H層

〔規模。平面形〕 東西1.51m、 南北1.46m、 深さ26～38cmで、方形である。
〔堆積土〕 2層に分けられ、暗灰黄色粘土質シルト、責灰色シルトである。
〔壁〕 やや急に直線的に立ち上がっている。

(底面〕 ほぼ平坦であるが、北西隅が5 cm程ピット状に落ち込んでいる。
〔出土遺物〕 堆積土中から土師器甕片、須恵器甕片が各1点出土している。
S K l106± J尤

〔調査区〕 I区東南隅 〔検出面〕 H層
〔重複〕 SK■ 05を切っている。
〔規模。平面形〕 長軸1.8m、 短軸0.7m、 深さ6 cmで、不整形である。
〔堆積土〕 単層で、2.5Y4/1責灰色シルトである。
〔壁〕 立ち上がりは一定していない。

〔底面〕 凹凸がある。

層位 土 色 上   性
la 25Y 5/2暗灰黄色 粘土質シル ト

lb 25Y 6/2灰責色 粘土質シル ト

2 10GY 4/1暗 緑灰色 粘 上

第23図  S Kllo5土坑平・断面図



〔出土遺物〕 遺物は出土しな

かった。

〔その他〕 S Kl107に連続す

る可能性がある。

S K l107ユJ尤

〔調査区〕 I区東南端

〔検出面〕 H層

(検出状況〕 遺構の一部を調

査区内で検出した。

〔重複〕 認められない。

(規模・平面形〕 長軸0。 9m、
短軸0.63m、 深さ7 cmで、平面形

は不明である。

〔堆積土〕 単層で、2.5Y4/1

黄灰色シルトである。

〔壁〕 立ち上がりは一定して
いない。
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層位 土     色 土  性
1 25Y4/2暗 灰黄色 粘土質シルト
2 25Y5/1黄 灰色 ンルト

S K llo5

W810                           2m

〔底面〕 やや凹凸がある。     第24図  S Kl104。 S Kl106。 S Kl107土坑平・断面図

〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。

(その他〕 SK■ 06に連続する可能性がある。
S K 1323■坑

〔調査区〕 0区 〔検出面〕 Hd層
〔重複〕 他の遺構との重複はない。
〔規模。平面形〕 長軸1.65m、 短軸0.65m、 深さ20clnで、隅丸方形である。
〔堆積土〕 2層に分けられ、暗褐色シルトないしシルト質粘上である。

〔壁〕 緩やかに立ち上がっている。

(底面〕 平坦である。
〔出土遺物〕 陶器を出土している。
S K 1325土当尤

〔調査区〕 O区 〔検出面〕 Hd層
〔重複〕 S D 1323濤跡を切っている。

(規模。平面形〕 長軸1.15m、 短軸0.85m、 深さ28cm、 隅丸方形である。



〔堆積土〕 3層に分けられ、褐灰色ないし灰褐灰色の粘土質シルトである。
〔壁〕 急に立ち上がっている。
〔底面〕 平坦である。

(出土遺物〕 遺物は出上しなかった。

Vヽ57

|

W53

|

SK1323

層位 土   色 土  性 そ 他

1 10YR 4/1 福灰色 粘土質シル ト 褐色・黒褐色の粘土質シル トを斑に含む_

10YR 4/2 灰責褐色 猫土質 シル ト

10YR 5/1 灰黄褐色 粘土質シル ト

SK1323B― B′

層位 上    色 土  性 そ の 他

1 10YR 3/3贈福色 酸化鉄・ マンガン粒を含む。

2 10YR 3/384B色 駿化欽・ 灰化物を少量含む

第25図  S K1323・ S K1325土坑平・断面図



Hb層 水田跡
〔調査区〕 0区 〔検出面〕 Hb層
〔検出・重複〕 Ha層 を除去しながら、畦畔、水口を検出した。中学校施設の基礎、用水堀
などによる撹乱を受けている。他の遺構との重複は認められない。

〔水田の構成。形状。規模〕 三叉に交差する畦畔、水口を検出した。
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い

―

―

―

―

黎

/

歩日^/

第26図 Ⅱb層水田跡平面図・等高線図



(畦畔)

区画は方形と推定されるが、完全な一筆をなす水田区画は検出されていない。畦畔の規模は

上端幅35～ 75cm、 下端幅65～120cm、 作土上面からの高さは 2～ 6 cmを、N-33～ 63°一E(検出
長27m)、 N-7°一W(同 1.5m)、 E-23°一S(同 1lm)の方向を示す 3本の畦畔力S、 調査区北
端で交差している。上壌は粘土質シル トの盛 り上畦畔である。畦畔下面で擬似畦畔を確認して

いる。

(水口)

水田の標高は8.80m～8.75mで、北側の水田区画と南側とでは 1～ 3 cmの標高差があり、E―

30°一Sの方向の畦畔の50帥ほど途切れた水回の付近では、水流による数cm程度の作土上面の凹

みが確認された。

(作土)

厚さ10～ 15cm程度である。畦畔下部では擬似畦畔を検出した。作上下面には鉄分の集積が認

められた。

〔出土遺物〕

0区南側の畦畔下部より、土師器C-122

甕が一括出上した。その他には、土師器邦。

甕、須恵器郷・高台付不・甕、古銭N-66

などが出上している。

〔水田跡の時期〕

水田跡は、地形を考慮し等高線に平行・

直交する畦畔によって構成されている。宋

銭とみられる出土遺物から、中世期に属す

るものと考えられる。

〔その他〕

Ⅱb層の分布は、O区の東半を中心に確

認されており、層厚は10～15cmほ どで、北

側で厚く、南側で薄い。N区では I層水田 (現代)の耕作によってO区よリー段低 く削平され

ており、西側の一部を除き検出できなかった。Hb層の標高は、8.8～ 8.7m前後で、Hb層の
地形は、北から南、西から東に傾斜している。

HC層擬似畦畔

〔調査区〕 O区

ヽ
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秘 1 層位
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(輸積み痕のみ)
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第27図 Ⅱb層水田跡出土遺物

〔検出面〕 HC層



〔検出・重複〕 0区のS B 1320堀立柱建物跡の東

端の柱掘り方とS D 1322濤跡を南北方向に切ってい

る。方向N-26°一E、 幅 4～ 6.5m、 長さ31mほ どの

帯状に凹んだ部分に堆積するHC層上面で検出され

た。

〔擬似畦畔の形状と規模〕 区画は不明である。規

模 は幅25～ 50cm、 長 さ4.5mと 5.7m、 方向 は E―

33° 一Sを測る、8m程度の間隔をおいて並行する 2

本を検出した。擬似畦畔は酸化鉄とマンガンを多く

含み、HC層 と同じ土壌である。

〔出土遺物〕 土師器不・甕、須恵器邪・蓋・甕、

K-179礫石器 K-183剣片 (写真図版71-5)な ど

を出土している。 第28図 ⅡC層擬似畦畔平面図

〔水田跡の時期〕 出土遺物には古代を下るものは含まれてないが、灰白色火山灰を含む下層

のⅢ層の所属時代よりも年代が下がるものとして、中世期に属するものとみなしたい。

〔その他〕 HC層は、Ⅳ層上面検出のS B 1320堀立柱建物跡の一部とS D 1322濤 跡を切って、

O区を南北方向に帯状に分布している。層厚は3～ 15cmほ どである。

なお、H層中あるいは上面よりの出土遺物は、土師器、須恵器、古代の瓦F-2軒丸瓦、F―

4軒丸瓦、近世の丸瓦(F-7)、 近世の陶器(I-4七輪<堤焼>)、 K-175滑石製賽子、J一

3、 4青磁器碗、N-20鉄斧、N-41永楽通費、N-46鉄釘、鉄滓などがある。図示できるも

のは、以下のとおりである。

-0                                           10cn

3

第29図  Ⅱ層からの出土遺物 (1)
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第30図  Ⅱ層からの出土遣物 (2)



3.Ⅲ層 における遺構 と遺物
Ⅲ層において検出された遺構は、土坑 4基、濤跡 5条、水田跡 1な どである。Ⅲ層の分布範

囲は、かなり限定されており遺構数も少ない。

調査区南端 (B区)か ら北端 (K区)ま で延びているS D 345濤跡は、基本層位の堆積状況に

よつて、Ⅲ層あるいはⅣ層上面で検出されるなど地区により異なっている。ここでは掘 り込ま

れた層位を検出面として扱っているため、H層における遺構として掲載する。ただし、Ⅲ層の

堆積していない調査区では、Ⅳ層上面での平面図である。また、 F・ G・ H区のⅣ層上面で掘

立柱建物跡や一本柱列を検出し、その直上層であるⅢ層下面からⅣ層上面にかけて多量の上師

器、須恵器を出上している。この遺物の出土は、きわめて限定的な範囲であり、遺構 との関連

が強いと考えられるため、これらについては次項の 4-(1)掘立柱建物跡のG区出土遺物で掲載

している。

S K972■坑

〔調査区〕 G区            〔検出面〕 Ⅲ層
〔重複〕 認められない。
〔規模。平面形〕 長軸2.3m、 短軸1.5m、 深さ75cmで、ほぼ精円形である。

〔堆積土〕 3層に大別され、灰黄褐、灰色砂質シルト、褐灰色粘土質シルトなどである。
〔壁〕 ゆるやかに立ち上がる。
〔底面〕 招鉢状の底面を呈するが、南側深さ45cm程のところで部分的に平坦となり、テラス
状の段を形成している。

〔出土遺物〕 堆積土中から土師器不、奏片と、少量の須恵器邦、蓋、甕、重片が出上してい
る。

S K973上坑

〔調査区〕 G区            〔検出面〕 Ⅲ層
〔重複〕 認められない。

〔規模。平面形〕 長軸1.8m、 短軸1.65m、 深さ74clnで、不整形であるが、下半に至って一辺
1.2mの方形となる。

(堆積土〕 3層に分けられ、褐灰色砂質シルト、灰色粘土質シルトなどである。
〔壁〕 上半ではやや緩やかであるが、ほぼ直線的に立ち上がる。
〔底面〕 ほぼ平坦であるが、中央付近がやや凹んでいる。
〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。
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第31図  S K972・ 973土坑平・断面図

S D977溝跡

〔調査区〕 Fb区 〔検出面〕 H層

〔検出状況〕 遺構の南端部分のみ調査区外に延びている。

〔重複〕 認められない。

〔規模・平面形〕 長さ8.7m以上、上幅44～75cm、 下幅14～ 42cm、 深さ8～■clnで、N-26°一

Eの方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 単層で、10Y R4/3にぶい黄褐色粘土質シルトである。
〔壁。断面形〕 ゆるやかではあるが直線的に立ち上がり、逆台形を呈する。
〔底面〕 やや凹凸がある。

S K 972

①

S K972

日立 土   色 土  牲 そ の 他

1 10YR 6/1禍灰色 砂質シルト

2 10YR 6/1褐灰色 砂買シルト 暗栂色粘■質シルトを含む

3 5Y 5/1灰色 粘上賃シルト

S K 973

冒位 土   色 土  性 そ  の  他
1 10YR 6/2灰 毒絶 砂督シ,レ ト

75Y 6/1灰色 砂質シルト

75Y 6/1灰色 砂質シルト 黄橙色粘土質シルトを含む

10YR 5/1褐 灰色 粘土質シルト 暗褐、黄橙色粘土質シルトを合む

10YR 5/1褐 灰色 粘上質シルト
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第32図  Fb区 Ⅲ層上面平面図

S D 978                      S D 979
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第33図  S D977・ S D978・ S D979。 S D980溝跡断面 図

S D980任 820m



〔出土遺物〕 堆積土中から土師器不、
S D978溝跡

〔調査区〕 Fb区  〔検出面〕 IH層
〔検出状況〕 遺構の南端部分のみ調査
区外に延びている。

〔重複〕 認められない。

〔規模・平面形〕 長さ8m以上、上幅
57～ 120cm、 下幅15～ 70cln、 深さ7～ 10cm

甕片、須恵器不、蓋、高邪片が出上している。

内 面 調 整 法 量 lcal)
残存 備  考 写真図版

端 部 天丼部 底部 器高 日径 底径

ロクロナデ ロクロナデ 議 11

第34図  S D978溝跡出土遺物で 、 N-26° 一 Eの 方 向 に延 び る濤 跡 で あ る。    弟 34凶  も りυ/蠣 卵 出土 遺秘

〔堆積土〕 単層で、10Y R4/3とこぶい黄褐色粘土質シルトである。

〔壁・断面形〕 きわめてゆるやかに立ち上がり、逆台形あるいは舟底形である。
〔底面〕 やや凹凸がある。
〔出土遺物〕 堆積土中から土師器邦、甕片、須恵器不、E-13蓋 (第34図)甕片が出上して
セゝ る。

S D979溝跡

〔調査区〕 Fb区 〔検出面〕 Ⅲ層
〔検出状況〕 遺構の南端部分のみ調査区以外に延びている。
〔重複〕 認められない。

〔規模・平面形〕 長さ5m以上、上幅23～ 83cln、 下幅15～ 45cm、 深さ4～10cmで、N-27°一

Eの方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 単層で、10Y R4/3に ぶい黄褐色粘土質シルトである。
〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち上がり、逆台形を呈する。
〔底面〕 やや凹凸がある。

〔出土遺物〕 堆積中から少量の上師器不、甕片が出上している。
S D980挿朝亦

〔調査区〕 Fb区 〔検出面〕 III層

〔検出状況〕 遺構の南端部分のみ調査区以外に延びている。
〔重複〕 認められない。
〔規模・平面形〕 長さ6m以上、上幅24～ 77cm、 下幅14～35cm、 深さ5～ 9 cmで N-30°一E
の方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 単層で、10Y R4/3とこぶい責褐色粘土質シルトである。
〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち上がる部分と、直線的に急に立ち上がる部分がある。断面形

登録番号 え雪き層J 器形 出勒 層位
外 面 調 整

つまみ部 体部～端部
|

E-13 須恵器 議 SD-978 m層 ロクロナデ 回転ヘラケズリ→ロタロナデ



は舟底形あるいは逆台形である。

(底面〕 やや凹凸がある。

〔出土遺物〕 堆積土中から土師器不、甕片と少量の須恵器不、甕片が出上している。
S D345澤朝亦

〔調査区〕 B・ C・ D・ E・ NoM・ K区

〔検出面〕 B区 ―Ⅳ層上面、C区―Ⅲ層上面、D区―Ⅳ層上面、E区―Ⅳ層上面、N区―Ⅳ
層上面、M区―Ⅳ層上面、N区―Ⅳ層上面

各調査区により基本層位の堆積状況が異なっているため、検出される層位が地区によって違

いがある。

〔重複〕 S1946(C区 )、 S X934、 S D347(D区 )、 S K1318、 S D920、 S1920、 S11200、

S K1301、 S B 1306、 SB■91(N区 )、 S D l166(M区 )を切 り、 S X924(B区 )、 S D 349(C

区)、 S D l164(N、 M区)に切られている。

〔規模・平面形〕 長さ206m以上、E区の南半部で最も細く上幅■Ocm、 下幅22cm、 N区の南
半部で最も太く上幅9m、 下幅4.6mである。掘り込まれた上面からの深さは、30～75cmである。

北端のK区から南端のB区までで底面の高さが97.5cmほ ど低くなっている(第 2表参照)。 N―

23°一Eの南北方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 地点により堆積上の色調にはばらつきがあるが、主にシルト上である。
〔壁。断面形〕 ゆるやかに立ち上がり、逆台形あるいは扁平なU字形を呈する箇所が多い。

0                  2m

N区中央

E区北壁

層位 1土    色 上  性 そ の 他

N区

la 10Y R 3/3暗褐色 粘上質シル ト

lb 10YR 4/4褐色 シル ト

lC 10YR 4/3に ぶい責褐色 シルト
ld 10YR 5/2灰 黄褐色 シル ト 炭化物

10YR 3/3暗 福色 シル ト

2b 10YR 3/2黒 褐色 粘上質シル ト

10YR 4/4褐色
10YR 4/4褐 色 粘土質シル ト 礫を合む

層位 土   色     1土  性 そ の 他
E区

1 10YR 4/3に ぶい黄褐色 粘土質シル ト
2 10YR 3/2黒 褐色 粘 土

3 10YR 5/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト

4 10YR 6/3に ぶい黄褐色 砂賃 シル ト

5 10YR 4/2灰 責福色 粘土質シル ト

6 10YR 3/4暗 褐色 粘土

7 10YR 3/4暗 褐色 粘土 マンガン

8 10YR 4/4褐 色 砂質シル ト

9 10YR 5/4に ぶい黄褐色 砂質 シル ト

10YR 5/3に ぶい音掲角 粘土質シル ト

第35図  S D345溝跡断面図



〔底面〕 平坦である。南から北へ傾斜して低くなっている。
〔出土遺物〕 堆積土中からE-5円面硯 (第 167図 2)の一部、ロクロ使用のD-6土師器甕
(第43図 2)、 軒丸瓦F-1(第 43図 1)、 F-6(第 43図 3)や、その他土師器、須恵器、陶
器、古銭 (第38図 )、 K-1石鏃 (第36図 )、 礫石器 (第 42・ 47・ 48図)な どが出土している。

S163

5 cm

由
Ⅵ
ν

一‐岡阿Ψ
‐
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⌒

0

鰻餞餞 裁
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的

0              5 cm

第37図  N tt S D345溝跡出土杭平面図

S D345

N05,

No l・ Ψ6

劉
と土地点 法 量

備考
離 長さ(cI) 幅(cm) 享さlcr) 重量(g)

融 SD345 2 96 15

第36図  S D345溝跡出土遺物 (1)

図 版
番 号 遺 物 番 号

出 土 地 点 別

形

種

器
法    量 ・

特    4致
写  真
図  版地  区 遺  構 層  位

1 N31 N S D 345 1 曇 墓 轡種盈ぁ篇
=琵
目千黒(1媛営L誌

宋、銅銭 127--1
2 N32--1 N S D 345 1 古 銭

天聖 元 宝 響甕冤孟否託透テ解
2議
淳1:喬誌銅銭 127--2

3 N32-2 N S D 345 ユ
古 銭
不  明 直 径 24_5nn、 孔 辺 7 mln、 縁 厚 1_2mm、 鋼 銭 127--2

4 N33 N S D 345 1 墓 健 響矮員孟干昆轟舒鰍

`鶏

習Ψ監銅銭 127--3

5 N35 N S D 345 底 面 是 墨 響覆元誌〒勇丑争縦
7懃
淳1胃駄銅銭 127--4

N36-― ユ N S D 345 底 面
古 銭
開 元 通 宝 響窪冤話F冤亀舒爺孟i)濠層:_認簾 127--5

7 N36-2 N S D 345 底 面 鼻 健 響羅易:爺≡孔亀;培認1ヽ想暫幹�銭 127--5

8 N37 N S D 345 底 面
古 銭
開 元 通 宝 響覆毛二夢∈免霊(壁立t顧浄翌歎 127--6

9 N45 N S D 345 底 面 不 明 品 長 さ3_2cm、 Iso 9cn 127--7

第38図  S D345溝跡出土遺物 (2)
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第40図  Ntt S D345,S Dl164・ S D921溝跡平面図



S D l164

0

(―‐南)

Cm

録

号

登

番 種 別 石 材

出 上 造 構 法 量

特 徴 備  考
真

版

写

図
地区 遺 機 層位 長さt94) 幅 tcm) 厚さ砲m) 重量 (g)

K-9 礫 安山岩 D区 S D345 16.1 15,7 3057.5 磨面あり 156-10

第42図  S D345清跡出土遺物 (3)
|

第射図

E50

|

S D345。 S Dl164・ S D920清跡平面図

49・ 50



番号 勢 号 種 別 器形 出■通構 層fil
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cml

残存 備 考 写真図版口翻 体 部 底 部 日縁郵 体 部 底 部 器高 口径

1 F― 】 瓦 軒丸瓦 S∂ -34( 岬
鉢

直径
175 1/[ 127-9

2 D-6 土師器 甕 2層 ロクロナデ 回転糸切り ロクロナデ ロクロナデ 2/3 127-8

3 F-6 瓦 軒丸瓦 SD-34〔 直径
(196)

1/4

4 I-2 町 器 こね鉢 SD-345 壁 62
以上 (268) 破片 127--10

5 I-1 陶 器 一霊 SD-345 回転
ヘラケズリ

■
上
６
以 破片 127--11

6 E-85 須恵器 妻 SD-345 2層 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 207
以上

1ッ/4 127--12

第43図  S D345溝跡出土遺物実測図 (3)
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第44図  S D345溝跡出土遺物 (4)
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G 0                         10cm

図 版
番 号
登録 番号

出 土 地 点 別

形

種

器
法    量 ・ 特    徴

写  真
図  版地  区 遺 構 層  位

1 L-9② D区 S D 345 底 面
木
耕
品
長 さ31 3cln、  幅 4.2cm

L-7 D区 S D 345 底 面
本
銑
品
長 さ32.8cm、  幅 4.5cm

L-8 D区 S D 345 底 面
木製 品
杭

長 さ23.lcln、  幅4_6cln

L-6 D区 S D 345 薦 面
木製 品
杭

長 さ32 6cm、 幅 5 4cn

5 L-9◎ D区 S D 345 TIII箇
木 製 品
抗

長 さ32_lcln、 幅 5 3cln

第布図  S D3瑕蕩覇跡出土迫障勿 (5)
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図 版
番 号

登録 番 号
出  土  地  点 別

形

種

器
法  量 ・ 特  徴

写 真
図 版地  区 遺 構 層  位

1 L― ュ D区 S D 345 慮 面
木 製 品
杭

fこ さ22 1cn、 「唇4 9cln

2 L-2 D区 S D 345 底 面
木 製 品
杭

ξ匙さ27 6cm、  イ幅 4_8cn

3 L-5 D区 S D 345 床 面
木 製 品
杭

振とさ20 5cm、  中目4 2cn

4 L―-3 D区 S D 345 床 面 木 製 品
抗

損≧さ9 2cm、  巾目4 5cm

第46図  S D345溝跡出土遺物実測図 (6)



0                      1ocm

第47図  S D345溝跡出土遺物 (7)

S K l174A・ B」L坑

〔調査区〕 N区 〔検出面〕 Ⅲ層

版
号
図
番

録
号
登
番 種 別 石 材

出 土 地 点 法 量
特 徴 備  考 真

版
写
図地 区 遺 構 層位 長さlcm 幅 lcn 厚 さlcm 重量(a)

1 K-13 礫石器 不  明 D区 S D 345 唯積1 308 5 磨 面 157-― ユ

K-174 礫石器 安山岩 D区 S D 345 底 面 123 33
～40 607 5 焼面有り擦痕 17ユ ーー7

K-171 礫石器 安山岩 D区 S D 345 底面 90 15 5 924 6 磨 面 170--10
4 K-173 礫石 器 安山岩 D区 S D 345 2層 75 ～70 1102 2 磨面有 り 170--9

〔重複〕 A・ B土坑ともⅢ層水田跡を切っており、さらにBは Aを切っている。検出面では



録
号
登
番 種 別 石 材

出 土 地 点 法 量
特 徴 備  考

真
版
写
図地区 追 構 層位 長さlc� 幅 lcn 厚さtけ

K-172 礫石器 不 明 D区 S D 345 2層 24 8 凹  石 17ユーー1

第48図  S D345溝跡出土遺物 (8)

Bの堆積上がAの上面を覆つており、Bを一段掘り込んでからAを検出した。

〔規模・平面形〕 <A>長 軸2.07m、 短勒1.00m以上、深さ46cmで、隅丸方形と推定される。
<B>長軸2.20m、 短軸1.35m以 上、深さ64cm、 不整円形である。

〔堆積土〕 <A>4層に分けられ、褐色ないし灰黄褐色粘土質シルトで、Ⅳ層地山土をブロッ

ク状に含んでいる。<B>グライ化した灰責褐色シルトのほぼ均質な単層で、一時期に埋められ

たものと捉えられる。

〔壁〕 <A>直 線的に立ち上がっている。 <B>緩 やかに立ち上がっている。
〔底面〕 <A>平 坦である。 <B>中 央部がもっとも深く、凹凸がある。
〔出土遺物〕 <A>遺 物は出土しなかった。 <B>堆 積土中から幅4.5cm、 全長9.lcln以上
の粘板岩製のK-169硯 (写真図版170-6)、 燻し瓦、土師器片、 2× 2.5cm大の布の残欠を出土

している。遺構の時期は近世期である。

S K H75土坑

〔調査区〕 N区 〔検出面〕 Ⅲ層
〔重複〕 Ⅲ層水田を切っている。
〔規模・平面形〕 長軸1.65m、 短軸1.40m、 深さ62cmで、ほぼ円形である。
〔堆積土〕 ほとんど単層と捉えられるグライ化した灰黄色粘上で、S Kl174B土坑と堆積土
が類似している。

〔壁〕 やや急に立ち上がっている。
〔底面〕 中央部がもっと深く、半球状の丸底である。



〔出土遺物〕 堆積土中から乳白色の磁器の碗口縁部片、土師器片を出上している。遺構の時
期は近世期である。

Ⅲ層 水田跡

〔調査区〕 N区 〔検出面〕 Ш層

S175

B B′
トー8,70m

0

○

層位 土   色 土  性 偏 考

la 25Y6/2反絶 粘土

lb 25Y V2灰責褐色 堆土 5YR 4/8赤褐色上を多く合む。
lC 25Y6/2灰馳 粘土 醐と鉄を多く含む。

25Y6/2灰黄褐色 粘土 10YR 3/6暗 褐色上を多く含む。

S K l174 A

層位 土   色 土  佳 偏 考

la 10YR 4/4褐色 粘土質シルト
10YR V2灰責幅色土を斑に合む。マンガン
粒を少量含む。

10YR 4/4褐色 シルト 10YR 3/3暗 禍色とと10YR 4/4褐 色土
を全体に含み、 炭掏物を少量含む。

lC 10YR 4/2灰 責禍色 粘土質シルト 10YR 4/6福色上を小アロック状に含む。

2 10YR 4/2灰 黄褐色 粘土買シルト 10YR 3/4暗褐色土をプロック状に含む。

S K l174B

層位 土   色 土  性 備

10YR 5/2灰 黄褐色 シ,レ ト

第49図  S Kl174A・ B o S Kl175土 坑平・断面図



〔検出・重複状況〕 Ha層 を除去し、十字形に交差する畦畔を検出した。調査区内に段差お
よび耕作域と非耕作域の境界を有し、調査区の南東側に耕作域が展開する。SK■ 74・ SK■75

土坑に切られている。

(水田の形状と規模〕

(畦畔)

区画は不整方形で、確認された水田 1区画の面積は180m2前後である。畦畔の規模は上端幅

20～ 120cm、 下端幅55～200cm、 作土上面からの高さは 3～ 10cmで、E-33～ 58° 一S(検出長20

m)、 N-28°一E(同 18m)の方向を示す 2本の畦畔が、調査区南東でほぼ直交する。土壌は粘

土質シルトの盛 り上畦畔である。水田の標高は8.20m～8.60mで、西側の水田区画 2面は南北方

向に帯状に凹み、灰白色火山灰がリング状に堆積している。

(作土)

厚さは10～ 15cm程度である。層中に灰白色火山灰の小ブロックを含み、畦畔下部では擬似畦

畔を検出した。作土下面には鉄分の集積が認められた。

〔出土遺物〕

畦畔からは土師器甕、須恵器蓋・甕、作土中からは土師器邪・高台付不・甕、須恵器不・蓋・

甕、瓦、 J-1青磁皿、皇宋通費・元祐通費など5枚が密着した古銭 (N-42)、「元祐通費」・

「聖宋元賓」の 2枚が密着した古銭 (N-43)、 N-50鉄釘、凹石、珪化木などが出上している。

このうち、青磁皿は、内面に花文が描かれ、高台内に釉が施されておらず、14ないし15世紀の

中国産とみられる。

〔水田跡の時期〕

出土遺物の年代観から、おおむね中世の時期に属する遺構と捉えたい。また、耕作域の範囲、

段差など地形の制約を大きく受けていた点を指摘しておきたい。

〔その他〕 N区 におけるIII層の分布は、N区の中央で段差を有し、耕作域は南側に限られ、
層厚は15～25cmほ どである。Ⅲ層標高は8.2～ 8.6mほ どで、地形はほぼ平坦であるが、Ⅳ層上

面遺構の影響で西側の水田 2面の検出レベルが南北方向に凹んで検出された。

また他の調査区のⅢ層中より第53図に図示した遺物が出土している。

この他、N区において水田跡以外のⅢ層中からの出土遺物には、平底の上師器 C― ■7不・甕、

須恵器不 。高台付邪・蓋・甕、内面に漆の付着したE-93壺、12.9× 15。 4×厚さ5.Ocm大のH―

3鴎尾、中国産片切彫の青磁碗 J-2、 K-176石鏃 (写真図版170-2)、 K-178敲石、N―

38開元通費、N-40正隆元費、N-44・ 47・ 48・ 49な どの鉄釘や鉄鏃などの鉄製品、鉄滓、馬

歯、珪化木などを出上している。



第50図  N区Ⅲ層水田跡平面図

59・ 60
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図 版
番 号
遺物 番 号

出 土 地 点 種

器  形
法    量 ・

特 徴
写  真
図  版地  区 遺 構 層  位

1 N―-48 N区 水 田跡 Ⅲ 層
金 属 製 品
不 明 倉ζ8:写孟

1 8cln、 よこ16～ 2.8cn、

2 N―-47 N区 水 田跡 Ⅱ 層
鉄 製 品
釘 唇喜3::留心疑粋

2～ 0.5cm、

3 K―-175 N区 水 田跡 Ⅲ 層
石製 品
不 明
1辺1,3～ 1 4clnの サ イ コ ロ状 170--4

4 J-2 N区 水 田跡 Ⅲ 層 青磁 碗 回 花文

5 N-44 N区 水 田跡 Ⅲ 層
金 属製 品
不 明 虐百::ち岳

7 2cm、 よこ06～ 3.3cm、

番号 登録番号 種別 善種 出土過構 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

残存 備 考 写真図版日翻 体部 底部 口縁部 1 体 部 底 部 器高 日縁部 1底部
6 C-117 土師器 邦 1水 田跡 Ⅱ層 不 明 不 明 不 明 ヘラミガキIヘラミガキ ヘラミガキ (137) 1/5 邦Ⅳ l

」-1 膏  磁 皿 水田跡 Ⅱ層 篇
姓

1/8

Ⅷア
0        5 cm

―
Htt B-45鉢

第51図 Ⅲ層水田跡出土遺物

図版
番号
録
号
登
番 種別 石材

出土地点 法 量
特 勘 備 考

写真
図版地 区 唇他 長さlc 隔 lcn 享さlcr 重量 0

] 楽石器 Fa区 Ⅱ層 76 磨 面

2 繰刻鞍 下明 Fb区 Ⅲ層 11 3 159-(

◇
Ntt K-17b石 鏃

卜 ¬

『

¬ 一 ¬ 一 ¬ 一 引

Cln

i(こ

と)

tくこI)
第52図 Ⅲ層出土遺物

第53図  F区Ⅲ層出土遺物



4.Ⅳ層 における遺構 と遺物

Ⅳ層において検出された遺構は、掘立柱建物跡17棟、柱列 1列、一本柱列 3列、竪穴住居跡

21軒、土坑59基、濤跡74条である。第Ⅲ章 2で も述べたがⅣ層上面の遺構は主にIV a層上面で

検出されたものであるが、G区から I区にかけてのⅣ a層の上層にはⅣ k層が堆積し、その上

面でも同様に遺構が検出されている。ここでは(1)掘立柱建物跡、一本柱列、9)竪穴住居跡、0)

土坑、は)溝跡の順で遺構の概要と遺物について述べる。13)土坑とに)濤跡で記述しなかったもの

については、土坑観察表、濤跡観察表を参照して戴きたい。

(1)掘立柱建物跡、一本柱列

S B911 建物跡

〔調査区〕 A区

〔重複・増改築〕 認められない。
〔検出面〕 Ⅳa層

〔規模〕 桁行3間 (柱間寸法210～215cm、 総長64m)、 梁行2間 (柱間寸法250cm、 総長5m)

の南北棟である。

〔方向〕 桁行方向はN-0°一Eである。
〔柱穴掘り方〕 一辺75～ 95clnで、方形のものが多く深さは30～70cmである。

〔柱痕跡〕 直径16～25cmの ものが多い。
〔抜取り痕跡〕 NlEl、 NlE3、 N3El柱穴が抜き取られている。N3E2柱穴も抜
き取られた可能性がある。

〔出土遺物〕 土師器不、

甕片が少量出上している。

S B923建物跡

〔調査区〕 B区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 木の根による撹乱をうけ、さらに遺構の一部を調査区内で検出し

たにすぎない。

(重複・増改築〕 S X924に 切られている。

(規模〕 南北3間以上 (柱間寸法200cln、 総長6m以上)である。

〔方向〕 南北柱列はN-0°一Eである。
〔柱痕跡〕 直径18～34cmである。

柱京位置
註 記

N2El N3El N4El N4E2 N4E8

形     状 方    形 不整 方形 方   形 隅 丸 方 形 方    形 方    形

奮
さ

掘り方(A) 90× 90cm 80× 80c n 65× 80卸

柱 穴 (B) 18× 24cm 84X411cm

深     さ
Ａ

一

(B)
- 14輸 40cm I SOcm 50cm i ― 60c11 911cn

掘 り方 埋 土 灰黄褐色粘土質
シルトなど

灰費褐色ンルト
質粘土など 褐灰色粘土など

第 3表  S B911建物跡柱穴観察表
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8,00m

登録番号
出 土 地  点 別

形

種

器地 区 遺 構 層 位

N-14 A区 S B 923 抜 き
取 り穴

金属製品
不明

法  量・特  徴 写 真
図 版

長さ4 4cm以上、幅12～ 1 7cm、
厚さ～ 0 18cn

129--2

第57図  S B923建物跡出土遺物

甕片、須恵器不、甕片が少量出土

南北柱列はN-2(〉―Wである。

隅丸方形あるいは不整形である。深さは40～ 50cmである。

第 5表  S B950建物跡柱穴観察表
柱穴位信

註 記 SlE2

形 状 不 整 形 隅 丸 方 形

本1掘 り方(A) 60X60cm

柱 穴 (3) 14× 16cm

深
(A) (B)

50cal 1 60

掘 り方 遅 土 黒鵜色
シルト質

粘土など
黒純 ンルト質
粘土など

SlE3 (北璧中)
S3E3

不 整 形

20X20cn

40cm i 60cnl

癬 と
ルト質灰黄褐色粘と質
シルトなど

黒褐色シルト買
粘土など

囀
|

9 性コーす~十~rゴ
CIIl

0                   4m

第56図  S B923建物跡柱列断面図

第 4表  S B 923建物跡柱穴観察表

執 立霞

註 記

形 状 隅 丸 方 形 不整 方形 隅丸 方 形

本1掘 り方(A) 60以上×75御 70× 75cm 50以上 ×70c n 70× 40以上cm

さ 柱 穴(B,

深 さ
(A) (B)
50cm

据 り方 埋 土
灰黄褐色ンルト
など 灰白色粘土など

灰褐色シル ト
など

にぶい黄褐色
など

〔抜取り痕跡〕 各柱穴とも抜き取りをうけている。

〔出土遺物〕 金属器N-14不明品 (第57図)と土師器不、
している。

〔方向〕 東西柱列はE-1°一S、
〔柱穴掘り方〕 一辺55～ 80clnで、

〔柱痕跡〕 直径14～20cmである。

S B950建物跡

〔調査区〕 C区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 建物の柱穴を調査区内で5基のみ検出し、さらに調査区の

北壁中で別の柱穴を確認した。

〔重複・増改築〕 認められない。
〔規模〕 東西 3間以上 (柱間寸法210～ 230cm、 総長6.5m以上)、 南北 1間以上 (柱間寸法220

cm、 総長2.2m以上)であるが、Fb区に建物の延長部分が検出されないことやC区北壁西端に

柱穴の掘り方断面が検出されたことから、東西 3間ないし4間、南北 2間の東西棟と推定され

る。

〔抜取り痕跡〕 各柱穴とも掘り方がゆがんでおり、断面で
の柱痕跡も不明瞭であることから、各柱穴が抜取りをうけて

いると考えられる。

F
引

F′

トーー8 00m

第58図  S B950建物跡南柱列断面図
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〔出土遺物〕 C区北壁中のNlE3柱 穴と想定さ

れる柱穴より須恵器E-8蓋 (第60図)が出上し、

その他柱穴掘り方より上師器片が少量出土している。

S B996建物跡 (第59図参照)

〔調査区〕 C、 Fa、 Fb区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺構の一部は調査区外に延び農業用水路により削
平されている。

〔重複・増改築〕 S1947、 S11101を切り、S D931に切られ

ている。

〔規模〕 <身舎>桁行4間 (柱間寸法210～ 220cm、 総長8.6m)、 梁行2間 (柱間寸法220cm、

総長5m)である。<廂>桁行5間 (柱間寸法220～300cm、 総長12m)、 梁行3間 (柱間寸法220～280

cm、 総長8m)の東西棟である。

〔方向〕 <身舎>梁行方向はN-2°一Eである。<廂>梁行方向はN-4°一Eである。

〔柱穴掘り方〕 <身舎>一辺60～110cmで隅丸長方形のものが多く、深さは35～60餌である。

<廂>一辺45～■5cmで隅丸長方形のものが多く、深さは30～70cmである。

(柱痕跡〕 <身舎>直径15～26cmである。 <廂 >直径14～ 28cmである。N3Elよ り材出土。

〔抜取り痕跡〕 身舎のNlElのみに抜取り穴がある。

〔出土遺物〕 土師器邦、甕片、須恵器不、甕片が出上している。
B                                                                 B′

性7おOmゴ

0                 4m

o        5cm

一登録番号 種別 器形 圭土遺構 習位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

残 存 備 考 写真図版口縁
=[

体 部 底 部 口縁部 体  音[ 巨部 春高 口径 底 径

E-8 須恵器 蓋 S B 95( V層 つまみ部ロクロナデ
回萌ふラケズリ
ーヘラナテ

端部
ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ
ぼ

形

ほ

完 蓋 11 129-― ユ

第60図  S B950建物跡出土遺物

第61図  S B996建物跡柱列断面図
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B996建物跡柱穴観察表

柱穴位置

註 記 N2El N3El

形     状 隅 丸 方 形 隅丸長方形 隅丸長方形 隅 丸 方 形 不 整 形 隅丸長方形 方   形 隅丸長方形

暮
掘り方(A) 60X80以上 cn 35以上 X80cn

深     さ
(A)

50cm 1 60cm 40cm 1 30cm 25cm 1 311d■ 60cm 1 50cm

掘 り方 埋 上
黒褐色ンルト質
粘土など

黒褐色シル ト
など

褐灰色シル ト
など

褐灰色シル ト
など 褐灰 色粘 土 褐灰色粘上質シルトなど

〈廂〉

S B999建物跡 (第59図参照)

〔調査区〕 Fa、 Fb区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 旧農業用水路により、一部削平されている。
〔重複・増改築〕 認められない。
〔規模〕 桁行2間以上 (柱間寸法210cm、 総長4.2m以上)、 梁行1間以上、総長5.lmである。

梁行については2間 (柱間寸法255cm)あ るいは3間 (柱間寸法170cm)と 推定される。

〔方向〕 梁行方向はN-2°一Eである。
〔柱穴掘り方〕 一辺65～90cmで、方形あるいは隅丸方形が多い。深さは40～70cmである。
(柱痕跡〕 直径16～22cmである。
〔抜取 り痕跡〕 NlEl、 NlE2、 XlE3、 N3El、 N3E2に 抜取 り穴がある。

第7表 S B999建物跡柱穴観察表  〔出土遺物〕 土師器甕片、須恵器高台付不片が少量
柱穴位置

註 記
Nl醐

形     状 方   形 隅丸長方形 方   形

大 掘り方(A)

柱 穴 (B)

深     さ 離41誡常 60cm 1 70cm 60cm 1 70cm

掘 り方 埋 土
灰黄褐色ンルト
質粘土

黒褐色粘上など
灰責褐色シルト
質粘土など

柱穴位層
註 記

形     状 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形

杏
掘 ,方 (A) 70× 70以上 m

柱 穴 (B)

深     さ
Ａ
髄
(B)
50cm 1 60cm 60卿 1 75cm

掘 り方 埋 土
褐灰色粘上質
シルトなど

偶灰色粘上質
シルトなど

出土している。

A
¶

0                 4m

第62図  S B999建物跡北柱列断面図

柱穴位置

註 記 N4E3

形     状 長 方 形 隅丸長方形 不 整 方 形 隅丸長方形 不 整 形 隅丸長方形 方    形 隅丸長方形 隅丸長方形

掘り方(A)

程 穴 (B)

深     さ 士慰 1士識 50卿 1 55cm 40cm l ― 60cm 1 65cm 50帥 1 40cm

掘 り方 埋 土
黒褐色シル ト
など

におい黄褐色シ
ルト質粘となど

灰黄禍色シルト
質粘土など

灰黄色ンルト質
粘土など 砦,け絆

土灰責褐色粘土質
シルト質など

柱穴位置

註 記

形     状 隅丸長方形 方   形 方   形

掘り方(A)

柱 穴 (3)

深     さ
60cm 1 40cm 70帥 1 70cm

掘 り方 埋 上 褐灰色粘■など 褐灰色粘土など
灰黄褐色粘土
など
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S B ll14 a・ b建物跡 (第66図参照)

〔調査区〕 G区         〔検出面〕 Ⅳk層

〔検出状況〕 旧農業用水路によって削平された柱穴があり、深
さも浅い。

〔重複・増改築〕 S B l148に 切られている。A(3間 ×2間 )

からB(5間 ×2間 )へ建て替えている。

〔規模〕 <a>桁行3間 (柱間寸法213～ 240cm、 総長6.8m)、 梁行 2間 (柱間寸法220～ 240cm、

総長4.5m)の南北棟である。

<b>桁行 5間 (柱間寸法178～ 200硼、総長9.4m)、 梁行 2間 (柱間寸法230～ 240硼、総長4.7

m)の南北棟である。

〔方向〕 <a>桁 行方向はN-0°一E、 梁行方向はE-0° 一Sである。

<b>桁行方向はN-0°一E、 梁行方向はE-0°一Sである。      D
引

〔柱穴掘り方〕 <a>一 辺48～ 100cmで、隅丸長方形のものが多い。

<b>一 辺44～80cmで、隅丸長方形のものが多く、深さは10～70cmで

ある。

〔柱痕跡〕 <a>N4E2の み抜取り穴がある。<b>NlE2、
N5E3、 N6El、 N6E2、 N6E3に ついては明瞭ではないが、

それ以外は抜き取りが及んでいる。

〔出土遺物〕 土師器不、高不・甕片・須恵器蓋。甕片が出上している。
第 8表  S B ll14a・ b建物跡柱穴観察表
(a〉

D′

トーー8 20m

0           1m

ー第64図  SBll14b
N3El柱列断面図

柱穴位置

註 記
N3Wl

形    状 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅丸長方形 不 整 形

赤 掘り方(A) 40以上 X65卿 40以上 ×65cm 70× 100以上cm 30以上×44師

起 穴(B)

深     さ

掘 り方 埋 土 黒褐色粘土など
黒褐色ンル ト
など

掲灰色シルト
など

褐灰色シルト
など

禍灰色ンルト
など

黒褐色粘上質
シルトなど 褐灰色粘土など

褐灰色シルト
など

褐灰色シルト
など

柱穴位置

註 記
N3Wl

形    状 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隔丸長方形 隅丸長方形 隅丸長方形

大
き
さ

掘り方(A) 60× 74cm 60X60以 上cm

柱 穴(B)

深     さ 70cm 1 70cR

掘 り方 理 土
禍灰色ンル ト
など

褐灰色シル ト
など

褐灰色粘土質
シルトなど

褐灰色シル
など

褐灰色シルト
など

褐灰色シルト
など 構灰色粘土など

褐灰色シルト
など

褐灰色シル ヽ
など 褐灰色粘土など

柱穴位置
註 記

N6E2

形     状 隅 丸 方 形 不 整 形

大
き
さ

掘り方(A)

穴(B)

深     さ (A) (B)

掘 り方 埋 土
褐灰色シルト
など

黒褐色シル ト
質粘土など

灰黄褐色粘土質
ンルトなど



S B ll19建物跡 (第66図参照)

〔調査区〕 G区         〔検出面〕 Ⅳk層
〔検出状況〕 旧農業用水路、S D l108に より削平されているため、きわめて
検出状況が悪い。

〔規模〕 桁行3間 (柱間寸法203～ 225cm、 総長6.5m)、 梁行2間 (柱間寸法221～242cm、 総長

4.7m)の南北棟である。

〔方向〕 桁行方向はN-0°一Eである。
〔柱穴掘り方〕 一辺50～75cmで、隅丸長方形のものが多く、深さは47～49cmである。
〔重複・増改築〕 S D l108に 切られている。

〔柱痕跡〕 直径16～20cmである。
〔抜取り痕跡〕 N3El、 N4Elに抜取り穴が見られる。NlE2、 NlE3は遺存状況
が悪いが、平面形から抜取りが及んでいる可能性がある。

〔出土遺物〕 土師器甕片、須恵器甕片が少量出上している。
第 9表  S B ll19建物跡柱穴観察表

S B l120建物跡 (第63図参照)

〔調査区〕 G区

〔重複・増改築〕 認められない。
〔検出面〕 Ⅳk層

〔規模〕 桁行3間 (柱間寸法185～ 200側、総長5.75m)、 梁行 2間 (柱間寸

法171～ 185cm、 総長3.6m)の南北棟である。

〔方向〕 桁行方向はN-2°一E、 梁行方向はE-4°一Sである。

〔柱穴掘り方〕 一辺42～82cmで、隅丸方形あるいは隅丸長方形のものが多い。深さは35～ 42
硼である。

〔柱痕跡〕 直径12～20cmである。
(抜切り痕跡〕 認められない。
〔その他〕 P289の位置が S B l120の 桁行方向と

重複していることから、関連する可能性がある。

〔出土遺物〕 土師器不、甕片、須恵器甕片が少量
出土している。

A'
-820側

柱穴位置

註 記 NIEl NIE2

形     状 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 不 整 形 隅 丸 方 形 長 方 形
大 掘り方(A) 70X40以上 cm 4雌 ×嚇  「 〕

"た

とX息班たとα

柱 穴(B) 16cm以上

深     さ
38cr 1 42cm 38cmイ 30cln

掘 り方 理 土 褐灰色
シル ト

など
縄灰色シル ト
など

褐灰色シル ト
など

福灰色ンル ト
など

褐灰色ンルト
など

掲灰色シルト
など

掲灰色粘上質
シルトなど

褐灰色シルト
など

第65図  S Bl120建物跡南柱列断面図





第10表  S B l120建物跡柱穴観察表

柱穴位置

註 記

形     状 隅 丸 方 形 隅丸長方形 方   形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隔丸長方形 隅丸長方形

掘り方(A) 50× 48cm

柱 穴(B)

深     さ 35cm 1 3臣 m

掘 り方 埋 土 褐灰色
シルト

など
褐灰色シル ト
など

褐灰色シル I
など

褐灰色シルト
など

褐灰色シル ト
など

褐灰色シルト
など

褐灰色シル ヽ
など

にぶい黄褐色シ
ルト質粘土など

褐灰色シルト
粘上など

褐灰色粘土質
ンルトなど

S B l129建物跡 (第63図参照)

〔調査区〕 G区

〔重複・増改築〕 認められない。
〔検出面〕 Ⅳk層

〔規模〕 南北2間以上 (柱間寸法252cm、 総長5.5m以上)である。

〔方向〕 南北柱列方向はN-0°一Eである。

〔柱穴掘り方〕 一辺70～80cmで、方形あるいは隅丸方形である。   蓬場蘇柱具贔基禦
〔柱痕跡〕 直径14～ 22cmである。

〔抜取り痕跡〕 NlWlの み抜取り穴がある。

〔出土遺物〕 土師器片が 1点出土している。
S B l130 a・ b建物跡 (第66図参照)

〔調査区〕 G区 〔検出面〕 Ⅳk層

〔重複・増改築〕 S Kl128、 P268、 P271、 P

272、 P276、 P278に切られている。 a(3間×2

間)か らb(5間 ×2間四面廂付建物)へ建て替

えられている。

〔規模〕 <a>桁行 3間 (柱間寸法約210cm、 総

長6.5m)、 梁行 2間 (柱間寸法約210cm、 総長4.2m)

の東西棟である。<b>(身 舎)桁行 3間 (柱間寸

法215～230cm、 総長6.8m)、 梁行 2間 (柱間寸法

186～ 225cm、 総長4.lm)である。(廂)桁行 5間 (柱

間寸法102～ 135cm、 215～238cm、 総長9。 lm)、 梁行

2間 (柱間寸法115～ 139cm、 193～ 249cmt総長6.6

m)の東西棟である。

〔方向〕 <a>梁 行方向の一部はN-2°一E

である。<b>(身 舎)桁行方向はE-3° 一N、

梁行方向はN-1°一Eで ある。 (廂)桁行方向

柱穴位置
と 記

形     状 方   形 隅丸長方形

掘り方 (A)

柱

掘 り 方 埋 土
褐灰色シルト質
粘となど

灰黄褐色シルト
など

僑灰色シルトな
ど

0            5 cm

第67図  S Bl130b N4 E6出 土弥生土器

A   A'
8 10m

0        2m

ー
第68図  S Bl130b Nl E3柱 穴断面図



第69図  S Bl130建 物跡出土遺物 (1)

はE-3°一N、 梁行方向はN-1°一Wである。

〔柱穴掘り方〕 <a>一辺50～ 119cmで、隅丸長
方形あるいは不整形が多い。<b>(身 舎)一辺
40～115cmで、隅丸長方形あるいは隅丸方形が多

い。 (廂)一辺42～ 115cmで隅丸長方形あるいは隅

丸方形が多い。深さは50cm程である。

(柱痕跡〕 <a>直 径15～ 18cmで ある。<b>

(身舎)10～26cmである。 (廂)10～20銅である。

廂の柱は身舎に比べ、総じて細いものが多い。

〔抜取り痕跡〕 <a>抜 取り穴の明瞭なものは
N3E4柱 穴である。他の柱穴の多くも抜取りが

及んでいる可能性がある。<b>廂 の柱には抜取
りが認められないが、身舎ではN2El、 N2W
l、 N3E4を 除く柱穴には抜取りが認められる。

〔出土遺物〕 土師器邪、高不、甕片と少量の須
恵器不、甕片が出土している。また<b>の柱穴
より須恵器E-45甕 (第69図 1)、 土師器C-80不

(第69図 2)、 C―■1邦、C-112不、土製品P―

3土錘 (第70図 2)、 P-4土錘 (第70図 1)、 金

属器N-21手斧 (第 70図 3)が弥生土器B-3重

(第67図)が出上している。

0                         10cn
ト

0            5 cm

番号 登録番号 種別 器形 出土逸構 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

残 存 備  考 写真図版
口鰯 体 部 底部 日脚 体 部 底部 器高 口径 底 径

1 E-45 須恵器 甕
SBl1301
Nl E6

ロクロナデ
→液状沈線

ロクロナデ
２

上

８

以
(日縁部の)
1/5

2 C-80 土師器 邦 SBl1301Nl El ヘラケズリ ヘラミガど Ⅲ黒色処理 (34) 15 6 1/8 jTNA Ⅱ 2 b 129--8

番号 登録番号 種別・ 器形 法  量 写真図版

1 P-4 土製品・ 土錘
長さ4 8cm
幅 15卿 129-5

2 P-3 土製品・ 土鍾 長さ4 5cmnS 1 6cm 129-6

3 N-21 金属製品 。手斧
長さ4 5cm
幅  4cm 129-4

第70図  S Bl130建物跡出土遺物 (2)



第12表  S B l130a・ b建物跡柱穴観察表
a

S Bl132a o b建物跡

〔調査区〕 G区
(第66図参照 )

〔重複・増改築〕 S B l167、

からbへ南桁行と西梁行をそろ

て替えている。

〔規模〕 <a>桁行 3間 (柱間寸法180～ 230cm、 総長5.8～6.lm)、 梁行 2間 (柱間寸法190～214
cm、 総長 4～4.3m)の東西棟である。<b>桁行 3間 (柱間寸法180～ 212cm、 総長4.9m)、 梁行
2間 (柱間寸法231～ 247cm、 総長 6m)の東西棟である。
〔方向〕 <a>北桁行方向はE-0° S、 南桁行方向はE-2°一Sで、梁行方向はN-0°一
Eである。<b>北桁行方向はE-1°一S、 南桁行方向はE-3°一Nで、梁行方向はN-1°一
Eである。

〔柱穴掘り方〕 <a>一 辺は45～80cmで、隅丸長方形あるいは隅丸方形である。深さは50cm
程である。<b>一辺は45～65cmで、隅丸方形のものが多く、深さは65cm程である。
〔柱痕跡〕 <a>直 径12～18cmである。<b>直径18～22cmである。

〔検出面〕 Ⅳk層
SK■ 72を切っている。 a

え、柱間寸法を延ばして建

園 圏

掘 り方 埋 土 褐灰色シルト
など

褐灰色ンルⅢ
など

禍灰色シル ト
など

掘 り方埋 土

掘 り方 理 上 褐灰色シル ト
など

掘 り方理 土 褐灰色ンルト
など



〔抜取り痕跡〕 <a>NlElのみ抜取り穴がある。<b>NlE4、 N3E4のみ抜取り穴がある。

〔出土遺物〕 土師器不、甕片、須恵器奏片が出上している。また<b>の柱穴より上師器C―

22不 (第72図)が出土している。

B
引

0                  4m

第71図  S Bl132建 物跡柱穴断面図 第72図  S Bl132建 物跡出土遺物

第13表  S B l132a・ b建物跡柱穴観察表
<a>

畿 番号 種別 器形 出土遺構
外 画 調 整 隅 回 調 整 法 量 (cm)

備  考
真
版
写
図

口翻 体 部 底 部 1体 部 器高 口径 底径

C-22 土師器 ス SB-1132BN3E2 ヨコナデ ヘラケズリ 黒 色 処 理
‐２

一

柱穴位置

皇と  言己
NIE3 NlE4 N8El N3E2 N3騨 N3凱

形     状 隅丸長方形 隅 丸 方 形 隅丸長方形 隅丸 方形 隅丸長方形 隅丸長方形

大
き
さ

掘り方(A) 72X50釦 40以上 X50cm 50以上×80crl 54× 54以■cm

柱 穴(B) 18cm 16cm 12X16cm

掘 り方 埋 土
黒褐色粘土質
シルトなど 果褐色粘土な

ど 黒褐色粘土質シルトなど
黒褐色シル ト
など

褐灰色シル ト
など

XBと 重複

<b>
柱穴位置

註 記 NlE2 NlE8 N21Vl N3Eユ N3E2 N3騨

形     状 不 整 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 隅 丸 方 形 不 整 形 不 整 形
大
き
さ

掘り方(A) 50× 511cm 45× 511cn 60× 5「xm 50× 50c n 40X45cm

柱 穴 (B)

掘 り方 埋 土
灰責渇色シルヽ
など

灰黄褐色シルト
など 褐灰色粘土など 褐

灰色粘土質
シルトなど

褐灰色シル ト
など

褐灰色粘土質
シルトなど

黒褐色シルト
など

褐灰色粘土買
ンルトなど

黒褐色ンルト賓

粘土など

褐灰色粘土買
シルトなど

S B l144建物跡

〔調査区〕 Fb区
〔検出面〕 Ⅳa層、一部Ⅳk層

〔検出状況〕 遺構の一部のみ調査区内で検出した。

S X l102に より」と面が肖い平さヤιてヤゝる。

〔重複。増改築〕 SX■ 02に切られている。
〔規模〕 南北柱列2間 (柱間寸法220cm、 総長4.4m)、 東西柱列1間以

上 (柱間寸法200cln、 総長2m以上)である。

〔方向〕 南北柱列はN-0°一Eである。

〔柱穴掘り方〕 一辺は32～70cmで、方形あるいは長方形である。深さは

35～50cmである。

〔柱痕跡〕 直径12～18cmである。

(抜取り痕跡〕 認められない。

〔出土遺物〕 金属器N-8鉄鏃 (第73図)が出土している。

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ｎ
ｔｌ
ｌｌ
イーー
傲
悧
ｕ

畿

番号

劉
・料

法  量
写真

図版

N-8 鋼
・鑢

長 さ6発m以上
幅04～0 7cm
厚 さ0 6cm

‐２

一

第73図  S Bl144建物跡出土遺物



◎
③◎

@

・Ｓ２６０＞
W100                                          m

第74図  S Bl144建物跡平面図

第75図  S Bl144建物跡東柱列断面図

第14表 SB■44建物跡柱穴観察表
柱穴位置
註 記

N2El N3El

形 式 方   式 方   式 長 方 形
大
き
さ

掘りtlAl 60X14以上cn

柱 穴0

深
①
随

ω
』 3Scm 1 43釦

掘り方理■
禍灰色粘土質
ンルトなど

褐灰色粘土質
シルトなど

褐灰色粘土質
ンルトなど

灰黄褐色粘土
質シルトなど

A'
卜 8.00m

S B l148建物跡 (第63図参照)

〔調査区〕 G区 〔検出面〕 Ⅳk層

〔検出状況〕 旧農業用水路により西桁行の柱穴が削平されているため、きわ
めて遺構の残存状況が悪い。

〔重複。増改築〕 S D ll15に 切られ、SB■14bを切っている。

〔規模〕 桁行3間以上 (柱間寸法210～225cm、 総長6.5m以上)、 梁行2間 (柱間寸法230～250

cm、 総長4.8m)の南北棟である。

〔方向〕 桁行方向はN-2°一E、 梁行方向はE-2°一Sである。

〔柱穴掘り方〕 一辺44～70cmで、隅丸方形あるいは不整形である。深さは9～60cmである。

(柱痕跡)直 径14～20clnであると
〔抜切り痕跡〕 認められない。

〔出土遺物〕 遺物は出土しなかった。



第15表  SB■48建物跡柱穴観察表
柱穴位置

註 記
N2El

形    状 不 整 形 隅丸方形 不整形 隅丸方形 隅丸方形 隅丸方形

掘リカい 50以上×50cm 60以上×68cII

柱 パ D

厚     さ Ｏ
�

ω

Ｏｃｍ 60cm 1 60cm 20cm 1 30cm 56枷 1 58cm 10cm 1 20卸

掘り方埋土 褐灰色粘となど 黒禍色粘土など 褐灰色シルト
など

質土

ど

粘

な

色

ト

濯
呵
ル

黒

シ
褐灰色ンルト
など

灰黄褐色ンル

ト質粘■など

S B H54建物跡 (第66図参照)

〔調査区〕 G区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺構の一部のみ調査区内で検出した。

〔重複・増改築〕 SD■ 16、 S D ll18に切られている。
〔規模〕 東西2間以上 (柱間寸法200cm、 総長3.5m以上)である。

〔方向〕 東西柱列はE-0°一Sである。

〔柱穴掘り方〕 一辺70～ 100cmで、隅丸方形のものがあり、深さは50～ 55cmである。
〔柱痕跡〕 32～40cmである。

〔抜取り痕跡〕 SlWl、 SlW2に抜取
り穴がある。

〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。

S A l157-本桂列 (第66図参照)

〔調査区〕 G区、H区         〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺構の一部のみ調査区内で検出した。
〔重複・増改築〕 S X934に 切られている。

〔規模〕 南北 1間以上 (柱間寸法380cm、 総長3.8m以上)、 東西2間以上 (柱間寸法170～ 240

cm、 総長4m以上)である。

〔方向〕 南北柱列はN-1° W、 東西柱列はE-5° Nである。
〔柱穴掘り方〕 一辺30～ 65cm、 隅丸方形あるいは楕円形である。深さは21～65硼である。

〔柱痕跡〕 直径8～24cmである。

〔抜取り痕跡〕 NlWlの み抜取り穴がある。
〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。

第17表 SB■ 57建物跡柱穴観察表D   D′
引       トーー8.20rn

0   1m
中

第76図  S Bl157建 物跡柱穴断面図

柱穴位置
註 記 Slヽ Vl NlWl

形    状 隅丸方形 隅丸方形 精 円 形 隅丸方形

掘リカい

深     さ
０

飾

い

Ｏｃｍ

掘 り方 埋 土 黒褐色粘土 黄灰色粘土

第16表 SB■ 54建物跡柱穴観察表
柱穴位置

註 記 Vヽ3

形     状 隅丸方形

掘り方い 80X70以上 m

柱 穴lB

深     さ
０

０ｃｍ

ω

５ｃｍ 50cm 1 61cm

掘り方壇土
褐灰色シルト質
粘となど

黒褐色粘土など



S A l147-本柱列 (第63図参照 )

〔調査区〕 G区        〔検出面〕 Ⅳk層

〔重複・増改築〕 N4Wlが P286に切られている。

〔規模〕 南北7間 (柱間寸法240～ 266cm、 総長18m以

上)、 東西6間 (柱間寸法250～ 295cm、 総長16m以上)で

ある。

〔方向〕 南北柱列はN-1°一E、 東西柱列はE-2°一

Sである。

〔柱穴掘り方〕 一辺22～64cm、 隅丸

方形、隅丸長方形あるいは方形である。

深さは50～ 60cmである。

〔柱痕跡〕 直径10～20cmである。
〔抜取り痕跡〕 認められない。

(出土遺物〕 土師器邪、甕片、須恵器不、
第18表 SA■ 47-本柱列柱穴観察表

第77図  S Al147-本柱列断面図

高邪片が少量出上している。

トーー8 20m

柱穴位置

註 記
N5Wl

形     状 隅丸長方形 方   形 隅 丸 方 形 隅丸長方形 隈 丸 方 形 隅丸長方形 隅丸長方形 隅丸長方形 隅丸長方形 不 整 形

掘り方(A)

柱 穴 (B)

深       さ (B)

掘 り方 埋 上
褐灰色シルト
など

褐灰色シルト
など

褐灰色シル ト
質粘土など

灰黄褐色シル ト
質粘土など

僑灰色粘土質
シルトなど

褐灰色シルト
など

縄灰色粘土質
シルトなど

褐灰色ンル ト
など

柱穴位置

註 記
NlW7

形     状 方   形 方   形 方    形

大
き
さ

掘り方(A)

柱 穴(B)

深     さ

掘 り方 埋 土
褐灰色ンル ト
など

褐灰色シル ト
など

灰黄褐色シルト
など

黒褐色シルト質
粘■など

S A l168柱列 (第63図参照)

〔調査区〕 G区       〔検出面〕 Ⅳk層

〔重複。増改築〕 認められない。

〔規模〕 東西1間 (柱間寸法130cm、 総長1.3m)である。

〔方向〕 E-0°一Sである。

〔柱穴掘り方〕 一辺40～ 58cmで、隅丸方形あるいは、

隅丸長方形である。

(柱痕跡〕 直径14～21cmである。

〔抜取り痕跡〕 認められない。

第19表  S■ 68柱列柱穴観察表

柱穴位置
註 記

形     状 隅丸方形 隅丸長方形

き
掘 ,方ω

柱 典働

深     さ
〇

一

ω

一

掘 り方 埋 土
灰黄褐色粘土質
シルトなど

灰黄褐色ンルト
など



〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。

F・ G・ H区出土遺物

S Bll14a o b建物跡、S B ll19建物跡、 S B l120建物跡、 S B l129建物跡、SB■30a b
b建物跡、SB■32a o b建物、 S B l148建物跡、S Al147-本柱列、SA■ 68柱列などの遺
構を覆うように、多量の上師器、須恵器を出上した。出土層位はШ層中からⅣ a層上面までで、

これらの遺構に伴うものと考えられるため、ここに一括して載せておく。

0                      10cm

第78図  F区出土遺物

種別 番 形 層位
外 向 調 整 内 面 調 整 法量(cn,

難 備  考 写真図瘍
日脚 体 部 底 部 口翻 体 部 底 部

1 E-21 高台付朔 Fb区 Ⅲ層吋 ロクロナテ ロクロナラ ]転ラヽケズリ
ロクロナテ ロクロナテ 3

12 7 1/ 高台付不 1 130--1

2 E-10 邦 Pa区 Ⅲ層吋 ロクロナデ ロクロナテ ラヽケズリロクロナテ ロクロナテ クロナ■ 2 0 5 / 原 12 130-3

3 E-20 買恵雰 郷 Fb区 Ⅱ層畔 ロクロナデ ロクロナラ 回転ヘラケズリ 不 明 不 明 不 明 21 5 / 邦Ⅱ3 130--5

図 版
番 号 遺 物 番 号 卿

彰
恒
峯 法    量 ・ 特    徴

真
版

写
図遺 構

1 P-13 G区 呻揃
土 製 品
土 錘

長 さ 2.5cln、  幅 1 2～ 1 6cln、  子し径 0_6cln 125--4

2 P-2 G区 呻蒟
土 製 品
土 錘

長 さ4_2cln、  幅 0_9～ 1.5cln、  子咀 0 6cln 125--3

3 P-14 G医 Va層 土 製 品
キ釜 長 さ 5 0cln、 幅 12～ 1 5cln、 孔 径 0_5cm ■25--2

第79図  G区出土遺物 (1)



移鍵
0                         10cm

番号 登録番号 種別 器形 出土遺構 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (em)

残存 備 考 写真図版
口縁郡 体  部 底  郡 日縁部 体 部 1底 部 器高 口径 底径

1 C-46 土師器 邦 G区 Ⅱ層中 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミオキ→黒色処理 (98) (8動 1/6 A12 136--7
2 C 42 土師器 邦 Ⅲ層中 ヘラケズリ ヘラケズリ 不  明 (3o 1/4

3 C 98 土師番 邦 G区 II層中 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラケズリ 不  明 (35) /[ 136--12

4 C―■8 土師器 邦 C区 Ⅲ層中 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラミガキー黒色処理 (42) (1 0 (103) 1/4 Al1 2 136--16
5 C-75 土師器 雰 Ⅲ層中 不 明 ヘラケズリ ヘラケズリ ガキー黒色処理 53 9 1/3 131-2

6 C-44 土師器 邦 Ⅲ層中 不 明 不 明 不 明 ヘラミオキ→黒色処理 16 6 107 1/2 Hl 13ユ ー 3

C-73 土師器 高邦 Ⅲ層中 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキー黒色処理
お
上
４
以 1//2

訴
Ⅱ

C-45 土師器 球 G区 Ⅲ層中 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

9 C-13 土師器 邦 G区 Ⅲ層中 不 明 不  明 不 明 ヘラミガキー黒色処理 33 90 2/々 A12 136--11
10 C-43 土師器 郷 G区 Ш層中 不 明 不 明 ヘラケズリ ヘラミゲ十一ヨ1色処即 (33) (148) (30) 1/5 A皿 2 131-1
11 C-40 土師器 邦 G区 Ⅲ層中 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラケズリ ヘ ラ ガキ‐黒色処理 46 13 9 1/2 A12 136--14
12 C-38 上師器 れ G区 Ⅲ層中 ヘラミガキ ヘラケズリ ヘラケズリ ガキー黒色処理 128 4/5 131-8

第80図  G区出土遺物 (2)



0                       10cm

番号 鶉 種 別 糀 出麟 層 位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 畳(cml

鯨 備  考 写真図版
口縁部 体 部 底 部 口縁部 体 部 底 部 器高 日径 底 径

1 C―ツ7 土師器 邪 ub層中 ヘラケズリ ヘラミガキー黒色処理 72 錫 琢AII I a 136-5

2 C■ 6 ■師器 邦
Va層
上面
ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキー黒色処理 鳴

姓
1/6 鉢 I 136■ 0

3 C-70 土師器 邦 ヨコナテ ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラミガキー黒色処理 蛛A13a 136-15

C―■7 土師器 lTN Ⅲ層中
ヨコナテ→
ヘラケズリ

ヘラケズリ ヘラミ方キー黒色処理 115 1/宅 邦A12 131-5

5 C-2雲 土師巻 高雰 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキー黒色処理 錦
雌
(2781 1/3 高郷 Ia

G C―■1 上師器 甑 G区 ヨコナデ 不 明
(孔④
91 5/6

132-6

C-50 土師番 高邪 G区 Ⅲb層中
雌 部
ヘラケズリ

脚
ヘラナデ

躙
黒色処理

脚部
ヘラケズリ ６‐姓

7/宅
高邦 I

透孔が3ヶ FJf有
132-2

8 C-72 土師器 高孫 Ⅲb層中
螂
ヘラケズリ

爛
ヨコナテ

不 明 ５６姓 多/3 高邦 I 132-1

9 C-25 上師器 高
"ト

田b層中
珊
ヘラケズリ

脚酬
ハケメ
脚裾部
ヨコナデ
卿
ヘラミガキ・黒色処理

脚部
ヘラケズリ

７４
姓

1/2 高IFNⅡ 132-4

第81図  G区出土遺物 (3)



5

0                          10cm

8

鰐 翻 J 出鐵 層位 残 存 前 者

角憲暑 G区 Ш層中 ]蹴 ラヽケズリ
魁 雌

ユ/5 イ13

徳 醤 イ イⅡ2

窟 醤 イ Ⅲ層中 IHち 雰Ⅱ2

駕 皿層中 一部回霊ヽラケ如 , 論付邦I

Я憲善 董
つまみ部 端部ロタロナデ It工完死 蓋1lb

無 器 菫 Ⅲ層や
つまみ部

回転

^ラ
ケズリ 4/L 啓:12b

知志醤 奎
つま,部

皇≧I 〕

窟 器 Ⅲ層中
つまみ部

脚 ロクロナデ 罰 2-じ

窟 器
つま,部 回転ヘラケズリ

帥 ロクロナデ 畠茎12b

郷 器 霊 皿層中 構郭ロクロナラ 4/S 蓋 12b

徳 器 蓋
回転

^ラ
ケズリ

協部ロクロナデ
雌

盤

桂

第82図 G区出土遺物 (4)



G＼
レ

0                       100m
L

＼

＼

器 鶴 種拐1 移 出』障 層 位
外 面 調 整 内 函 調 整 法 量(m)

斯 備  考 写真日版
日翻 体 部 底  部 口翻 体 部 底 部 番高 底径

1 E-35 盤 G区 ロクロナデ ロタロナデ 回覇ムラケズリ ロクロナデ ロタロナア 300 t/短 堅

2 E―■1 麟 赤 G区 持 乱 ロクロナデ 器 ち
ヘラケズリ ロクロナデ ロタロナデ ロタロナデ グ )卜 12 133 3

3 E→6 熙 邦 Ⅲ削唇中 ロタロナデ ロタロナデ 回転
^ラ

ケズリ ロクロナデ ロタロナデ ロクロナデ 1/4 邦Ⅱl 13卜 4

E 22 窟 器 盤 G区
Va層
輌
ロクロナデ ロクロナデ

ロクロナデ→
回転
^ラ
ケズリ
ロタロナデ Uクロナ,一部ヘラチア 3/4

感部に欠損猿跡

(脚 ?)有 、盤 I
132  41

第83図  G区出土遺物 (5)



―ラ/q   ――ギ
∵
，
・　
・

10cm

0             10cm

器 鶉 観 J 勘 出鐵 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法量(ω

残 存 備  考 写真目版
日脚 体 部 底  部 口潮 体 部 底 部 為言 口径 底径

1 E-73 無 吾 蓋 Vk層
上面

回転
ヘラケズリ 端部

ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 騨
魁

1/3 135-4

2 E!″ 1 須恵署 踊 ロクロナデ ロクロナデ 開
姓

(日箱鵡8の )
]/′3

132-3

3 D-2 土師署 不 G区 ロクロナデ 隠 切り
→

手持,＼ラケズリ
ヘラミガキ→黒色鯉

25
姓

67 1/4 ロクロ使用 136-3

4 E-37 燃 器 妻 G区 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 備
姓

(口箔部 )
効
獲11 134-4

5 E―■0 燃 器 甕 ロクElナデ ロクロナデ ６９
魁
21( (日郷 の)

1/雛 褒11 134 5

6 E75 須騨 獲 G区 ロクロナテ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ７３
姓

(日翻 の)
1/4 甕II 134-1

7 E巧 8 須恵巻 褒 G区 ロタロナデ 詔〒「Fき ロクロナデ ６６
姓

郡
レ
褒11 134-2

8 E-24 須恵番 獲 ロクロナデ
日郷
ヘラナデ

183
姓

(日制 の)
2/3 妻12 134-3

第84図 G区出土遺物 (5)



一一争一．一・ャ一 0                          10cm

鶴 号 君努」初 出蛸 構 層位
外 面 調 整 内 蔵 調 整 法 量(cmi

残 存 備  考 景真図膨
日翻 体  部 底 部 口翻 体 部 底 都 器高 底径

1 E当 2 鶴 署 蓋 G区 Ⅲb層中
つまみ部
ロクロナデ 回転

ヘラケズリ
期
ヘラナ

クロナデ ロクロナデ (1631 1//5 蓋Ⅱlb 135--11

2 E-74 霧謗蛋讐 奮 ・‐‐３
辺

ロクロナデ 期ロクロナデ
ロクロナデ 棚ロクロナデ

窮
姓

1/宅 蓋E2 132-7

3 E-72 贋謎 ！霊 V層上面
回転ヘラケズリ
‐ロクロナデ

ロクロナデ
103
姓

1/4 133 12

4 E‐38 煩恵獄 蓋 Ⅲb層中
つまみ部
ロクロナデ

ロクロナデ 棚ロクロサ
ロクロナデ 4/宅 ヨ霊12b 1“-3

5 E-34 露 Ⅲb層中
つまみ部
ロクロナデ

回転＼ラケズリ
→ロクロナデ

棚
ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ 党形 蓋12b 135■ 2

6 E―襦5 司患螂 謗 Ⅲb層中
即柱部
ロクロナデ

躙
ロクロナラ

脚部
ロクロナ

58
吐

115 酌繁
133 8

E―お3 罠患薔 謝 Ⅲb層中
爛
ロクロナデ

卿
ロクロす

脚部
ロクロナ

72
姓 醐И

133 ■

8 E―る9 貞憲璃 褒
]Ⅲ層
SD■ 110

平行叩き ロクロナ 上部
ヨコナデ
青海波文

】
陛

(口郡 の)

1/4 褒II 1翻-6

第85図 G区出土遺物 (7)



ド駕へ__士▼ /

0                        10cm
岳

器 登録番号 種陽J 翻 出鐵 層位 備  考 写真図版

上師器 イ C区 Va層
上面

ヘラミガキー単色処理 (281 不A12b

土師器
Va層
上面

ベラミガキー黒色処理 (3・Jl 1/3 訴A田 1

G区 Va層
上面 不  all (30 (119 1/4 jTNB]

Va層
上面

オキー駅色処理 jrNA Ⅳ 2

土師器 G区 Va層
■面

不  り|
姓

爪 B

■船 イ C区 Va層
■面 不   明

土師器 イ
IV a層
上面

不 明 ヘラミガキー黒色処理

土師醤 高イ G区 Va層
上面

ヘラミガキー黒色処理 ltL 高JTN

勾憲醤 盤 G区 Va層
上面

回鯨
到領
^ラ
テズリ 盤 ll

無 醤
Va層
上面 手持ちベラケズリ 雌

土師器 套
Va層
■面 雌

ユ/4 褒 ]

第86図 G区出土遺物 (8)



0                                         10cm

］
万 君豊諸離号 轡 1 雛 出蛸 構 層 位

外 面 調 整 内 面 調 整 法 量(cm)
弟 備  考 卿 版

口瑯 体  部 底 部 日瑯 体 部 底 部 器高 口径 底径

〕 C― 6ヽ と師召 邦 SB■ 30周辺 Vk層中 ヘラミガキー黒色処理 ヘラミガキ→黒色処理 73 / 邦A12a 186-2

2 Cヽ 1 上師掘 邦 G区 Vk層上函 不 明 不 明 ヘラケズリ 不 明 不 明 不 明 40 /1 邦BI 136-4

3 C―η9 と師磐 界 Vk層上面 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明 ３２
姓 (119 /1 レトBI

C当 5 上師器 鉢 SB■ 31 ttV Vk層中 ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラナデ 本Ⅱ b 131-7

5 E■ 2 須恵器 蓋 G区 Vk層上面
部

ナ 回転ヘラケズリ
冊Ⅲ
ロクロナラ

ロクロナテ ロクロナデ 12b 135-6

E-36 角憲番 鉢 G区 Vk層上函
ロクロナデ
下端回転ヘラケズリ

ロクロナデ 80
陛 伽 0

4～ 5築判■の
沸揆が3段大る

132-3

0                          10Cm

第87図 G区出土遺物 (9)

一宝

番号 登録番号 種男J 器  形 出土遺物 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 備  考 写真図版

I F-3 瓦 軒丸瓦 G 区 皿 層 中 125-6
2 C― D「 瓦 平 瓦 G 区 Ⅳ a唐罰 ■,5-7
G-4 瓦 平  瓦 G 区 IV a層 上面 (凹面)布 目→カデ

第88図 G区出土遺物 (10)



0                      10Cm

耕 登録番号 秘 I 駆 出齢 層 位
外 面 調 整 内 面 調 整 法量(�

残 存 備  考 写真酬
口翻 体 都 底 部 日翻 体 部 底 部 器高 日径 底径

1 C-23 上師善 邪 H区 Va層上面 ヨコナデ ヨコナデ 藩タズリ ヘラミガキ‐黒色処理 96 1/4 訴AII lm… 4

2 E巧 4 熙 孫 Vk層上面 ロクロナデ
尋守寺ち
ヘラケズリ

ロクロナデ ロクロナデ 1/4 堺 I] la1 6

3 C-6o 土師善 褒 H区 Ⅲ層中 ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ ヘラナデ 開
魁

1/4 要 Ⅳ

4 C―■8 土師善 器 台 Vk層上面 脚部不明
躙
ヘラケズリ
守
姓 酌И

S Cヽ 9 ■師番 龍 Va層上面 脚部利月 不 明 71
趾 酌
И
磨減膳 しい 130-5

6 E―も3 須恵器 褒 HE Ⅱ層中
疏
ヘラケズリ

ロクロナデ ロタロナデ ロクロナデ Ｍ
姓 醐疑

褒 Ⅱ 130  13

7 Cヽ 2 土師善 褒 不 明 不 明 不 明 不 明
20 2

姓
1/■ 褒 Ⅳ 剛-9

第89図 H区南部出土遺物



|

日  5

１

　

０

―

　

∩
ＶD2

0                                      1ocm

版
号
図
番 退 物 番 号

出  土  地  点
ltb 陳 1層  締

卿
彰

樽
臭

法    量 ・ 特 徴
写  真
図  版

1 P―-17 H区 Ⅱ 層
品
車
製
錘
土
紡 長 さ 4 6cln、  径 4 7cm、  子と径 0,7cm 130--8

2 N-23 Fb区 Ш 層
金 属 製 品
不 明 虐百志::孟

2.4cln、 よこ12～ 2.2clll、 130--11

P-12 G区 Ⅲ 層
土 製 品
不 明

長 さ3_5cln以上 、 幅 3.4cnl、 手 持 ちヘ ラ ケ ズ リ 130--7

N-6 G区 Ⅲ層 中
鉄 製 品
刀子

長 さ5 9cln以上 、 茎 元 幅 1 0cln、 刀 元 幅 1_2cm 130--10

5 N-28 Fa区 Ⅲ層 上 面
鉄製 品
刀子 曇鼻皆3捲±5.議∬

幅10～ 1.7cm、 130--12

第90図  F・ G・ H区出土遺物
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S B l191建物跡

〔調査区〕 N区 〔検出面〕 Ⅳ層

〔検出状況〕 遺構の一部のみ調査区内で検出し、南に拡張区

を設定したが敷地の制約上、遺構の全容は明らかにできなかっ

た。なおこの建物跡については保存されることになったため、柱穴を確認することにとどめた。

〔重複・増改築〕 S D 345、 S D921、 S D 1305濤跡に切られている。

〔規模〕 南北柱列 1間以上 (柱間寸法270cm、 総長2.7m以上)、 東西柱列 5間以上 (柱間寸法

250～ 270甑、総長13m以上)である。

〔方向〕 東西柱列方向はE-1°一Sである。

〔柱穴掘り方〕一辺74～ 190cmで、隅丸方形あるいは隅丸台形などである。深さは99cmの もの

カミある。

(柱痕跡〕 直径22～35cmであるが、30cm前後のものが多くきわめて大形である。
(抜取り痕跡〕 NlElの み抜き取られていたとも考えられるが、土坑との重複の可能性も
あり判然としない。

〔出土遺物〕 土師器不、甕片、瓦、縄文土器片 (単節LR)が少量出上している。
〔その他〕 建物の北、東側をSD■ 90、 1308濤跡が、柱穴より140～ 180cm離れ巡っている。

第20表  S B l191建物跡柱穴観察表

柱穴位置

註 記
NIψ NIE3 NlE5 NlE6 N2El

形     状 不 整 形 隅 丸 方 形 隅 丸 台 形 隅 丸 台 形 不    明 不    明 隅丸長方形

大
き
さ

掘り方(A) 110以上 X120cr

柱 穴(B)

深     さ
Ａ

ｅｃ

掘 り方 埋 土
褐灰色粘上質
シルトなど

S B 1306建物跡

〔調査区〕 N区 〔検出面〕 Ⅳ層

〔重複・増改築〕 S K1307、 S K1346、 S D 345、

S D l164、 S D l176、 SD■ 89、 S D 1309～ 1313

に切られている。なおS K1307、 S K1346土坑付近では柱穴に切られる遺構が一部観察された

が、S B 1306建物が保存されていることになったため柱穴を確認するにとどめた。

〔規模〕 桁行10間 (柱間寸法220～250cm、 総長23.7m)、 梁行 2間 (柱間寸法250～265側、総

長5.2m)の東西棟である。

〔方向〕 桁行方向はE-2° 一Sである。



〔柱穴掘り方〕 一辺70～ 155cmで、隅丸方形あるいは隅丸長方形のものが

多い。深さは42～ 92cm程である。

〔柱痕跡〕 直径15～34cmであるが、20cln前後のものが多い。焼けて焼土、

炭化物を含む箇所があり、火災に道ったと考えられる。

〔抜取り痕跡〕 認められない。

〔出土遺物〕 土師器邪、甕片と須恵器甕片が少量出上している。またN

3E10よ り底部から体部へ屈曲して立ち上がる土師器C-123邦 (第92図 )

と、N2Elよ り金属器N-51不明品が出上している。

〔その他〕 建物の東、西、南側をS D 1319、 ■88、 1180濤跡が、柱穴よ

り100～120cm離 れて巡っている。

A

第93図  S B1306建物跡西桁行柱列断面図

外面調整 内面調整

不明 不明

第92図   S B1306
N3E10出土遺物

A′

トーー8,70m

働
番号

種 別 器形 性
一批

C-12【 上師器 琢
‐３

Ｅ

第21表  S B 1306建 物跡柱穴観察表

柱穴位置
註 記 NlEl Nユ 104 NlE8 NIE9 NIE10

形    状 隅丸長方形 不 整 形 隅 丸 方 形 隅丸長方形 不 整 方 形 方   形 隔 丸 方 形 方   形 隅 丸 方 形 隅丸長方形

大
き
さ

掘り方(A) 70以上X95c H 105以上 X100cfr 115X13icm 92X137cm 92X102師 120X100cm

柱 穴(3) 18× 211cn 20X17cm 105X150cm

深     さ
Ａ

一

掘 り方 理 土

柱穴位置
註 記

N2El N2Wl N3E2 NSE3
長将ず
4形 N3邸 N3E6 N3E7

形     状 隅丸長方形 隅丸長方形 不 整 形 隅 丸 方 形 隅丸 方形 隅丸長方形 不 整
大
き
さ

掘り方(A) 150X86cm 118X155cm 100隅丸康浦 85× 80cm 155× 8散�

柱 穴(B) 34× 24cm 20X23cm 24X28卿

深     さ (A) (B)
92cn i 30cm

掘 り方 埋 土 黒掲色粘土など 粘土なき褐色

柱穴位置
註 記

N3E10 NSE■

形     状 隅丸長方形 隅丸長方形 隅 丸 方 形 長 方 形

奮
掘り方(A) 84X127cm 105X125cm

柱 穴(8) 22X20cm

深     さ (A)
96cn 1 98cln

掘 り方 埋 土
にぶい責褐色
粘土など
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S B 1320建物跡

〔調査区〕 0区     〔検出面〕 Ⅳ層
〔検出状況〕 遺濤の一部が旧農業用水路、撹乱

|こ より削平されている。

(重複・増改築〕 S D 1327～ 1332に切られて

ヤゝ る。

(規模〕 桁行10間 (柱間寸法220～ 250cm、 総長23.5m)、 梁行2間 (柱間寸法230～ 280cm、 総

長5.2m)の東西棟である。

(方向〕 桁行方向はE-1°一Sである。
(柱穴掘り方〕 一辺70～210cmで隅丸方形あるいは隅丸長方形のものが多い。
(柱痕跡〕 直径13～33cmであるが、20～30cmの ものが多い。柱の抜取り穴が深いため、柱痕
跡が検出されないものもある。

〔抜取り痕跡〕 西梁行を除き、全ての柱穴に柱の抜取り痕跡が認められ、一部炭化物を含む
ものがある。西梁行については検出面が旧農業用水路により削平されており、柱の抜取り痕跡

が認められないが、他の柱穴と同様に抜取りが行われていた可能性がある。

〔出土遺物〕 各柱穴の抜取り穴より、土師器不、甕片と少量の須恵器、瓦片が出上している。

またNlE2、 NlE4抜取り穴より淡橙色を呈する土師器C-124甕 (第96図 1)、 NlEl、
NlE2抜取り穴などより須恵器E-94甕 (第96図 2)が出土している。

〔その他〕 建物の東、南側をS D 1333、 1336濤跡が、柱穴より■0～ 150cm離れて巡っている。

これらの濤跡からは堆積土中に焼土、炭化物が含まれ、抜取り穴にも一部炭化物が含まれるこ

とから、S B 1320建物跡が火災に道ったと考えられる。

A'
トー3.80m

B′

トーー8.60rn

0              2m

Ａ
引

第95図  S B1320建 物跡梁行柱列断面図



第22表  S B 1320建物跡柱穴観察表

10cm

S B 1321建物跡

〔調査区〕 O・ P区

第96図  S B1320建 物跡出土遺物

〔検出面〕 Ⅳ層

〔検出状況〕 0区においては、遺構の一部が旧

農業用水路により削平されている。O区とP区の

間については、上層の盛土内に高圧電線管が埋設されているため調査が実施できなかった。0

区、P区で検出した柱穴は、掘り方の形状、埋め土、柱穴の配列関係等から同一の遺構と考え

S B 1321建物跡とした。なお、P区については、 S B 1321建物跡の性格究明のために設定した

調査区であるため、遺構を確認するにとどめた。

〔重複・増改築〕 小規模なピットに切られる柱穴がある。

〔規模〕 桁行10間 (柱間寸法210～ 270cm、 総長23.5m―推定―)、 梁行2間 (柱間寸法250cm、

総長5m)の東西棟である。

〔方向〕 桁行方向はE-3°  Sである。

〔柱穴掘り方〕 一辺85～155cmで、隅丸方形、隅丸長方形のものが多く、他の建物跡に比べ

柱久位置
註 記

NIE3 NIE9

形 状 隅丸長方形 隅丸長方形 隅丸長方形 隅丸長方形 不 整 形 不 整 形 隅丸長方形 楕 円 形 隅 丸 台 形 長 方 形
大
き
さ

掘り方(A) 210× 85cn

注 穴(B) 13× 15cm 210× 85cm

深 さ
Ａ

Ｏｃ

掘 り方埋 土

柱穴位置

註 記 NlEll N2El N3EI N3砂 N3醐 N3駆 N3E5 N3E7

形 状 長 方 形 隅 丸 方 形 隅丸長方形 隅丸長方形 隅 丸 方 形 隅丸長方形 隅 丸 方 形 隅丸方 形 隅 丸 方 形 不 整 形
大
き
さ

掘り方(A) 140X105cm 130 X l10cm 85以上 ×901m

柱 穴 (B) 13X15cm

(A)
70cnl

(B)
50c n

掘 り方 連 土
黒褐色粘土質
シルトなど

暗褐色粘土質 暗褐色粘土買 暗褐色粘上質
シルトなど

柱穴位橿
註 記 NSE9 NSE10 N8Ell

形 状 隔 丸 方 形 楕 円 形 隅 丸 台 形 隅 丸 台 形

大
き
さ

撼り方(A) 80以上 X84cm

柱 穴(B) 17× 23cm 24cm lScm

深 さ ”
飾

孤 り方 埋 士
褐色粘土質シル
トなど

番号 登録番号 種 別 器形 出土逸情 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法  量 (cm)

残 存 備考 写真図版
口翻 体 部 底 部 口縁部 体 都 底 部 器高 口径 底 径

C-124 土師器 甕 S B 1320 不  明 不  明 甕 11

2 E-94 須恵器 甕 S B1320 不  明 ナ  デ 5ユ
以上
97 甕  Ⅳ
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NI
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0
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不
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形
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円
 
形
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方
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以
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×
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卸
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ザ
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註
記
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ヽ
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E1
0

NS
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l

形
状
隅
丸
長
方
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丸
方
形
隅
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方
形
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長
方
形
隅
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方
形
隅
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形
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外
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て平面形が丸味がかっている。深さは60～ 70cm程である。

〔柱痕跡〕 直径■～25clnであるが、20cm前後のものが多い。
〔抜取り痕跡〕 認められない。
〔出土遺物〕 土師器邪、甕片と須恵器甕片、鉄器片が少量出上している。

S A 1338-本柱列 (第 184図参照)

〔調査区〕 0区         〔検出面〕 Ⅳ層
〔検出・重複〕 学校用地を巡る農業用水路にW5・ 6柱穴掘り方が削平されているが、農業
用水路の壁中で東端にあたるW7柱穴掘り方を確認した。S D920濤跡を切っている。

〔規模〕 東西方向の一本柱列で、柱間6間で検出総長は約8mである。柱間寸法は105～150

cm(平均132cm)である。

〔方向〕 E-5°一Sである。

〔柱穴堀り方〕 長辺が65～■Ocmで、短辺が50～65cmの隅丸長方形を呈し、深さは35～40cmで、

柱穴掘り方埋土は褐色系の粘土質シルトである。

〔柱痕跡〕 柱痕跡は確認されなかった。
〔抜取り痕跡〕 認められない。

〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。
W3 聟   ±8おOm

以

鬱)竪穴住居跡
S1902竪穴住居跡

〔調査区〕 B、 K区 〔検出面〕 Ⅳa層

層位 土   色 土  性 その他

〕 10YR 3/4聴 粘土買シルト

2 10YR 4/3にぶい黄褐色 粘土質ンルト

3 10YR 4/4褐色 粘上質シルト

層位 土   色 土  性 その 他

1 10YR 4/3に BIい紬 粘土質シルト

2 10YR 3/4暗褐色 ンルト質粘上

3 10YR 3/4贈鵜れ 朗ヒ鉄の宴稽層

層位 土   色 土  性 そ の他

1 10YR 2/2黒絶 シルト 発化物を含む

2 25YR 4/1黄灰色 粘土質ンルト

3 10YR 4/4褐色 粘土

〔検出状況〕 遺濤の一部のみ調査区内で検出したが、かなり削平されている。



〔重複〕 S1903に切られている。

〔規模・平面形〕 西壁4m以上、南壁2.2mで、長方形と推定される。

〔方向〕 西壁でN-41°一Wである。
〔堆積土〕 2層に大別されるが、貼床上面では1層のみである。にぶ

い黄褐色粘土質シルトで、炭化物、焼上を含んでいる。

〔壁〕 現存する壁高は3～ 8c14で、かなり削平されている。傾斜など

は不明である。

〔床面〕 褐灰色粘土質シルトにより貼床を構築してほぼ平坦である。
床面上に1.5× 2.Omの範囲で炭化物、焼上が分布している。

〔出土遺物〕 土製品P-7紡錘車 (第 100図 )、 土師器不、高邦、甕片
と少量の須恵器甕片が出土している。

遺物番号
出 土 地 点 別

形

種

器
法  量・特  徴 真

版
写
図地区 遺 構 層位

P-7 B区 2層
品
車
製
錘
土
紡

長 さ2 1cm、 最大径4 6cR、
最小径2 6cm、 孔径0 8cm(復元径)

114--1

1902竪穴住居跡出土遺物

A
9,00m引

第100図 S

E10

層位 土   色 土  性 備考

1 10YR 5/3に ぶヤ】書偶色 ι土宵シルト

2 10YR 4/1褐 灰色 佑上質シルト 魅床

第101図  S1902竪穴住居跡平 。断面図

坐__可___卦
m



S1903竪穴住居跡

〔調査区〕 B・ K区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔重複〕 S1902、 S1904を切っている。〔方向〕 N-7° Eである。

〔規模・平面形〕 西壁2.9m、 南壁2.35mで、隅丸長方形である。

〔堆積土〕 6層に大別されるが、貼床上面では3層である。暗褐色シルト、灰黄褐色粘土質
シルトなどで、炭化物、焼上を含んでいる。

〔壁〕 現存する壁高は12～24cmでゆるやかに立ち上がっている。

〔床面〕 灰黄褐色粘土質シルトにより貼床を構築し、ほぼ平坦である。
(柱穴〕 床面上と掘り方底面上を含めて3個のピットを検出したが、形態、規模、配置等か
らいずれも規則性がみられず、主柱穴とは認め難い。

〔カマド〕 東壁中央やや南よりに位置し、灰黄褐色粘土質シルトで貼床構築後に作られてい

る。焚口と燃焼部のみで煙道は見られない。両袖の先端幅は65cm、 奥行は22～27cmで、底面に

55× 56cm、 深さ5 cm程の不整形のピットがあり、中央やや北寄りに石製の支脚が打ち込まれた

状態で立っている。

〔周濤〕 西壁と南壁に認められ、幅 8～ 32cm、 深さ7～ 1lcm、 断面は「U」 字形である。西

壁北寄りで周濤幅が広がり、一部ピット状態に落ち込んでいる。

〔出土遺物〕 住居掘り方から土師器C-16壺 (第 103図 2)と 、床面上から須恵器E-15甕 (第

103図 1)が出上している。その他住居内堆積土、掘り方などから土師器不、甕片、須恵器邦片

が出上している。

A
880m

0              2m

層位 土   色 土  tl 構 考

[ 10YR 3/3賠褐色 シ,レ ト

2 10YR 3/3暗褐色 シルト 焼とを含む

3a 10YR 4/2灰黄褐色 粘土質シルトパ
縄10YR 6/2灰責褐色 シ,レ ト

10YR 4/2灰 黄褐色 粘土質ンルト 貼床

5 10YR 3/1県福色 脚
唾10YR 4/6褐色 シ,レ ト

6 10YR 3/3暗褐色 周濡

第102図  S1903竪穴住居跡平・断面図



番号 鶴 号 種 別 器形 出土遺構 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

残 存 備  考 写真図版日翻 体 部 底 部 日翻 体 郡 医割 器高 口径 底径
1 E-15 民恵器 S 1903 床 面 ロクロナデ ロクロナデ 静上系切り ロクロナデ ロクロナデ 不明 27 5 18 2 ほぼ完形 褒  Ⅲ ■4-9

2 C-16 土師器 一霊 掘り方 ヨコナデ 不 明 不 明 不 明 42
以上

1/8 114--8

第103図 S1903竪穴住居跡出土遺物

S1904竪穴住居跡

〔調査区〕 B・ K区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺構のほぼ西半を調査区内で検出したのみである。
〔重複〕 S1903に切られている。

〔規模・平面形〕 西壁4.3m、 南壁2.6m以上で、隅丸方形あるいは隅丸長方形と推定される。

〔方向〕 西壁でN-36°一E、 煙道でN-38°一Eである。
〔堆積土〕 9層に大別されるが、貼床上面では2層である。暗褐色シルト、粘土質シルトで、

炭化物、焼土を含んでいる。

〔壁〕 現存する壁高は8～ 18cmでほぼ垂直気味に立ち上がっている。



〔床面〕 にぶい黄褐色粘土質シルトにより貼床を構築し、ほぼ平坦である。床はしまり良く、

堅い。

〔柱穴〕 床面上で3個のピットを検出したが、形態、配置等からいずれも主柱穴とは認め難
ヤゝ 。

〔カマド〕 南壁西端寄りに位置し、灰黄褐色、にぶい責褐色シルト、粘土質シルトなどで貼
床構築後に作られている。焚回と燃焼部、煙道が良好に残っている。両袖の先端幅は70cm、 奥

行は58～65cmで、底面に35× 56cm、 深さ6 cm程の楕円形のピットがある。両袖の先端に土師器

争8黒垂

剛

ゝ宏

∞
　
　ヾ
０
　
出　
　
　
　
↑

層位 土   色 土  性 そ  の  他 層位 土   色 土  牲 そ  の  他
ユ 10Y R 3/4暗褐色 ンル ト 6 10YR 3/3感 協色 粘土管シル ト

2 10Y R 3/3暗褐色 粘土質シル ト 煙道内堆積土 7a 5YR 4/6赤 褐色 ンル ト
カマ ド内堆積土

3 10YR 4/4褐色 粘上質シル ト 7b 10YR 4/6褐色 粘土質シル ト

10Y R 2/3黒褐色 粘土質シル ト 8 10Y R 5/3にぶい黄褐色 粘土質シル ト 貼床
5 10YR 2/3黒褐色 ン,レ ト 9 10YR 7/8黄橙色 シル ト 掘 り方埋上

第24表  S1904竪穴住居跡ビット観察表  (単位 :cm)

平 面 形 精 円 形 橋 円 形 不 整 形
規  模 32X42 37× 40 55× 55

深   さ 6 14

堆 積 土 褐色シル ト質粘土など 褐色 シル ト質 粘 土
暗褐色 シル ト質粘土

など

第104図  S1904竪穴住居跡平・断面図



甕 (C-6・ 7)を倒立させ、体部下半まで埋め込んでいる。煙道は総長115cm、 上幅24～27cm、

下幅13～20cmで、先端には明瞭ではないが28× 30cmの煙り出しピットがある。

〔出土遺物〕 住居床面上からC-96甕 (第 105図 4)、 土製品P-8(第 106図 2)、 カマド
内から土師器C-29甑 (第105図 5)、 C-30不 (第106図 1)、 左袖中から土師器C-6甕 (第 105

0                         10cm

肇号 登録番号 種 別 器形 出土遺構 層位
外 面 調 整 内 向 調 整 法 量 (cm)

残 存 備 考 写真図筋
日縁音Ⅲ 体 言I 底  部 口縁部 体 部 器高 口径 は径

1 C-6 土師器 甕 S 1 904 獅獅
ヘラケズリ ヘラケズリ ヨヨナテ 不  明 不明 181 132 6

ぼ
形
ほ
完 褻  Ⅲ 114--6

2 C-7 上師器 甕 S1904 獅綸
ヨヨナデ 届J 目 ヘラケズリ ヨコナテ 不  明 不明‐４２魁

5 4/〔 鉢  Ⅱ 114--3

C-91 土師器 再朔 S1904 堆積土 不 明 ヘラケズリ 黒色処理
８
上
２
以 (210) 高杯 Ⅱ

C-96 土師彗 甕 S1904 末 面 用」 目 不  明 不  明 不明 Ｖ上
‐５
以 7 1ッ

/4 獲 Ⅱb 114--2

5 C-29 土師器 観 S1904 マ内 ヨコナデ 不  明 不  明 ヘラナデ
コ
上
Ｖ
以 25 5 1/【 114--10

第105図 S1904堅穴住居跡出土遺物 (1)
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ヒ   1 2 10cm
番号 陛録番号 種 別 器形 出土遺構 層位

外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)
残存 備考 写真図崩口縁部 体 部 底  部 口縁音F 体部 底郡 器 高 口径 底径

1 C-30 土師器 堺 マ
内 ヘラケズリ ヘラケズリ 64以上 14 7 た

所 娩 B
115--1

2 D-8 土報品 不 明 S 1904 床  面 不 明 ヘラケズリ 不 明 指ナデ 悧蠅
(よこ)
11 5 1/3 115--2

3 N-68 狭製呈 不IIF S 1904 堆槙土 径25× 1 7cm、 厚 さ02～ 0 5cm 114--5
4 N-17 央製S 鉄鉄 S 1904 堆積土 長さ4 2cm以上、最大幅2 4cn 114--4

第106図  S1904竪穴住居跡出土遺物 (2)

図 1)、 右袖中から土師器C-7甕 (第 105図 2)、 堆積土中から土師器C-91郷 (第 105図 3)、

金属器N-17鉄鏃 (第106図 4)、 N-68不明品 (第106図 3)が出土している。その他住居内堆

積上、床面、カマド内、掘り方から土師器不、甕片と少量の須恵器不、甕片が出土している。

S1910竪穴住居跡

〔調査区〕 B区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺濤の西半を調査区内で検出した。
〔重複〕 S1925に 切られている。

(規模・平面形〕 西壁4.lm、 北壁3.9m以上で、隅丸方形あるいは隅丸長方形と推定される。

〔方向〕 西壁でN-16°一W、 煙道でE-2°一Nである。

〔堆積土〕 18層に分けられるが、貼床上面では3層である。にぶい黄褐色シルト、粘土質シ

ルトである。

〔壁〕 現存する壁高は5～ 1lcmで、ほぼ垂直気味に立ち上がる。
〔床面〕 褐灰色粘土質シルトにより貼床を構築し、ほぼ平坦である。床上面はしまりがあり、

非常に堅い。

〔柱穴〕 床上面で3個のピットを検出したが、形態。配置等からいずれも主柱穴とは認め難
ヤゝ 。
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第25表  S1910竪穴住居跡ビット観察表  (単位 i cm)
B´

トー880m

牌⇔

〕

ｎ
　

∞

示

∞
ぁ

ｏ
日

Pl P3

平 面 形 楕 円 形 楕 円 形 橋  円 形
規  模 45× 51 35× 51 23× 30

深   さ 8 9

堆 積 土 暗褐色粘土質 シル ト 褐 色 シ ル ト質 粘 土 褐 灰 色 シル トな ど

土   色 土  性 橋  考 琶位 土   色 土  性 備  考

1 10Y R4/3に ぶい黄褐色 シルト 10 10Y R5/4に ぶい黄褐也 粘土質シルト

2 10Y R4/31こ ぶい責褐色 シルト 炭化物を含む 11 10Y R6/2灰 黄褐色 粘土質シルト 麟

3 10Y R4/3に ぶい黄褐色 粘土質ンルト 12 10Y R5/6黄 褐色 シルト

4 10Y R4/3に ぶい黄禍色 13 10YR3/2黒 絶

5 10YR4/2灰 責褐色 粘土質シルト 14 7 5YR3/3暗褐色 粘土質シルト カマド内IL81土

6 10YR5/3に ぶい責ISt 悠土質シルト 15 10YR4/4褐色 ンルト質粘土

7 10YR5/3に ぶい責褐色 粘土質シルト 炭化物を含む 醸 16 10Y R5/1褐 灰色 粘土質ンルト 貼床

8 10YR5/4に ぶい紬 シルト 17 10Y R4/3に おい責褐色
掘り方埋土

9 10Y R6/2灰 黄褐色 18 10Y R5/販 黄褐色 粘土質シルト

第107図  S1910竪穴住居跡平・断面図



0                          10cm

番号 登録番号 種 別 器形 出土遺構 層 位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

賞存 備  考 写真図版日縁部 体 部 底  部 口縁部 体部 底部 器高 口径 底径
1 C-5 土師器 甕 SI-91( カマ絣 不  明 不  明 ヘラケズリ 不 明 不 明 不明 19 7〔 1//4 甕  Ⅱ 114--7

2 C-31 土師器 邦 SI-91( 堆積上 不  明 ヘラケズリ ヘラケズリ 不 明 不明 不明
４
以 1//3 郭 B] 115--7

3 C-32 土師器 鉢 SI-91( 床  面 不  明 ヘラナデ 不明 69
以上

1/4 鉢 I 115--9

第108図  S1910竪穴住居跡出土遺物 (1)

〔カマド〕 西壁やや北寄りに位置し、責褐色

―

　

　

¶

量∇

|

ll l

|

03

粘土質シル Hl画 、褐色シル ト質粘土Op
などで貼床構築後に作られている。焚口と燃焼

部、煙道が残っている。両袖の先端幅は90cm、

奥行は75cmで底面に55× 100cm、 深さ26cm程の楕

円形のピットがある。煙道は総長140cm、 上幅

18～23cm、 下幅 6～ 13cmで先端に24× 37cmの煙

り出しピットがある。

〔出土遺物〕 住居床面上から土師器 C-32

甑 ?(第 108図 3)、 金属器N-10刀子 (第 109図

1)、 N-13不明品 (第 109図 2・ 3)、 カマド内

から土師器邦C-5甕 (第 108図 1)が出土して
いる。その他住居内堆積土、床面、カマド内、

掘り方から土師器不、高不、甕、甑片と少量の

須恵器甕片、K-76剣片 (写真図版165-3)が

出上している。

|

0   2

版
号
凶
番 進物番号

別

彰

樫

栗 法 量 特 徴
具
版
写
図

N一Ю③ B区
‐

１０ 床面
品
子盤刀
全長13 0cm、 刀長7 3cm、
≧長5 7em、 茎元幅1 lcm

115--3

2 N-13① B区
ｌ

Ю 床面
金属製品
不 明

長さ5 1cm以 上、幅05～0 7em
厚さ0 5cm

■5-4

3 N一聰② B区
ｌ

Ю 床面
金属製品
不 明

長さ2 2cm以 上、幅08～ 1 2cm
厚さ0 4cm

■5-5

第109図  S1910竪穴住居跡出土遺物 (2)



S1914竪穴住居跡

〔調査区〕 A区     〔検出面〕Ⅳ層
〔検出状況〕 遺構の東半を調査区内で検出したが、本の根による撹乱をうけている。

〔重複〕 認められない。
〔規模・平面形〕 東壁4.5m、 北壁3.9m以上で、隅丸方形あるいは隅丸長方形と推定される。

(方向〕 東壁でN-30°一Eである。
〔堆積土〕 3層に大別されるが、貼床上面では1層である。暗褐色、褐色粘土などである。

第26表  S1914竪穴住居跡ピット観察表

O              mPl

平 面 形 脩 円 形 隅 丸 方 形 楕 円 形

規  模 22× 30

深   さ 13

堆 積 上 灰 黄 褐 色 粘 土 な ど 黒褐、緑灰色粘土など 褐 灰 色 粘 土 な ど

層位 土   色 土   性 そ  の  他 層位 土   色 土  性 そ  の  他
1 5Y 6/1灰色 粘土 10YR 4/4褐色 粘土 灰白色粘土を含む

lb 10Y R 3/3暗褐色 粘土 黄橙色括上を少量含む 2 10YR 4/2灰黄福色 シル ト質粘土
貼床

lC 10Y R 3/3暗褐色 粘土 10YR 4/4褐色 シル ト質粘土

ld 10Y R 4/2灰黄褐色 粘土 10YR 3/2黒褐色 粘土質シル ト

10Y R 3/2黒福色 粘土 3C 10YR 4/2灰黄褐色 シアレト 掘 り方埋土

lf 10Y R 4/4福色 粘土 10YR 4/1褐灰色 粘土

第110図  S1914竪穴住居跡平・断面図



〔壁〕 現存する壁高は19～36.5cm

ある。掘り方底面から貼床上面まで

はゆるやかに立ち上るが、床面より

上は垂直あるいは外傾気味に立ち上

る。

〔床面〕 灰責褐色、褐色シルト質

粘土により貝占床を構築している。ほ

ぼ平坦ではあるが、境乱のためやわ

らかく沈下している箇所がある。

〔柱穴〕 床面上と掘り方底面上の

ものを含めて 3個のピットを検出し

たが、そのうち形態、規模の点から

P2が主柱穴となる可能性がある。

〔出土遺物〕 住居床面から土師器

不C-90甕 (第■1図 )、 C-97甕、堆積土中から布片の付着した金属器N-1銀 (写真図版47)、

土製品P-6不明品が出上している。その他住居内堆積上、床面上から土師器郷、甕片が出土

している。

S1925竪穴住居跡

〔調査区〕 B区

〔検出状況〕 煙道の煙り出しピッ

〔重複〕 S1910を切っている。

〔煙道〕 煙り出しピットは直径22× 24cm、 深さ18cmの円形で、堆積土は10Y R5/6黄褐色シル

ト、炭化物、焼上を多量に含んでいる。

Cm

獣 番 種別 層位
外画調躍 内向調整 法量lcml

蹄 備考
口翻 体 部

CJll 褒 S1   91 利月 ラヽナラ 延|。寸― 要 I 115-8

第111図 S1914竪穴住居跡出土遺物

〔検出面〕 Ⅳa層

卜を検出したのみである。煙道は西側に延びている。
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第112図 B区北部平面図 (S'925聾穴住居跡)
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S1946竪穴住居跡

〔調査区〕 C区         〔検出面〕 Ⅳa層

〔重複・増改築〕 S D345濤跡に切られている。カマドに新旧があり、2時期あると考えられ

る。

〔規模・平面形〕 南北軸方向で6.4m、 東西軸方向6.2～ 6.3mで、隅丸正方形である。

〔方向〕 西壁でN-5°一Eである。カマドの方向では、<a>(十日)が E-5°一S、 <b>(新 )
がN-8°一Eである。

(堆積土〕 9層に分けられるが貼床上面では4層である。暗褐色シルト、粘土質シルト、に
ぶい黄褐色シル トである。

〔壁〕 現存する壁高は8～25cmで、底面より周濤の掘り込み上面まではややゆるやかに立ち

上り、それより上方では垂直気味に立ち上る。

〔床面〕 黒褐色粘土で貼床を構築し、平坦である。貼床中には、焼上、炭化物が全体に含ま
れている。新旧カマド周辺に、焼上、炭化物の分布がある。

〔柱穴〕 床面上で 5個のピットを検出したが、そのうち規模、形態、配置からPl、 P2、
P3、 P4が主柱穴と考えられる。各柱穴底面の土中に被膜状の木材痕跡が検出された (写真

図版50・ 51)。 この木材痕跡は形状から柱材の底部痕跡と推定された。

〔カマド〕 <a>西壁中央に煙道のみが残存している。煙道は、残存長175cm、 上幅27～37cm、
下幅20～30cmで、煙道底面はほぼ平坦である。<b>北壁中央に責褐色、褐色粘土質シルト、黒
褐色粘上でカマドが構築され、天丼部は削平されている。カマド内底面で、径16× 23cm、 深さ

15帥の精円形のP5を検出した。煙道は、残存長70cm以上、上幅25cm、 下幅 5～ 1lcmで、底面

はほぼ平坦である。平面形では確認出来なかったが、調査区北壁中まで煙道は延びている。

〔周濤〕 上幅11～28cm、 下幅 3～ 9 cm、 床面からの深さは9～ 16cmで、断面はほぼU字形で
ある。

〔出土遺物〕 堆積土中より、土師器、須恵器片が出土している。

第27表 S1946竪穴住居跡ビット観察表 (単位 :cm)

Pl P3

平 面 形 隅丸長方形 隅丸長方形 円    形 不 整 形 楕 円 形

規  模 85× 80 73× 90 70× 72 16× 23

深   さ 81
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S 1946

層位 土 色 土  性 備 考

1 10YR 3/3暗褐色
2 10YR 5/3にぶい黄褐色
3 10Y R 3/3暗褐色 シル ト

10YR 3/4暗褐色 粘土質シル ト 酸化鉄を多量に含む。

5 75YR 3/3暗 褐色 粘土質シル ト カマ ド内堆積土。

6 10Y R 2/3黒褐色 酸化鉄 と焼土を含む。 煙道堆積土。
7 10YR 4/1褐灰色 粘土 カマ ド内堆積上。

8 10YR 3/1黒褐色 粘土 炭化物、 焼土を全体に含む。 月占床構築上。
9 10YR 3/1黒褐色 粘土 8層 よりしまリカSな い。

P5

l 10Y R 4/1褐灰色 粘土

カマドb

1 10YR 5/2黄福色 粘土質シル ト

2 10YR 4/4褐色 粘土質シル ト 焼けている。

3 10Y R 3/1黒褐色 粘土 炭化物、 焼上を全体に含む。

カマドa(煙道部)
1 10Y R 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 炭化物を少量含む。

2 10Y R 4/1褐灰色 粘土質シル ト 炭化物を少量含む。

第113図 S1946竪穴住居跡平・断面図

119・ 120



S1947竪穴住居跡

〔調査区〕 C区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺構図の南半部上面が削平されている。

〔重複〕 S D931、 S B 997に切られ、S K966、 995、 997、 998、 1000を切っている。

〔規模・平面形〕 東壁8.6m、 南壁8.2mで、隅丸方形である。

(方向〕 南壁でE-1°  S、 北壁でE-1°一N、 東壁でN-2°一Wである。
〔堆積土〕 7層に分けられるが貼床上面では4層である。褐灰色、灰黄褐色粘土質シルトな

どである。

〔壁〕 現存する壁高は15～30cmで、箇所によって垂直気味に立ち上るところとゆるやかに立
ち上るところがある。

〔床面〕 褐灰色粘土により貼床を構築し、ほば平坦でしまりがある。床面上の西側には炭化

物や焼上が堆積している箇所がある。またP3の東側には一部焼けた面がある。

〔柱穴〕 床面上で 5個のピットを検出したが、そのうち規模、形態、配置からPl、 P2、

P3、 P4が主柱穴と考えられる。Pl、 P3からは底面より礎板状に板材が重り合つて出土

した (写真図版55・ 56)。 各々の板材は脆弱であつたが、P3から出上した下の板材 (第■6図 )

は加工痕跡が明瞭であった。また周濤内からはP6～ 19の小柱穴が検出され、側柱穴と考えら

れている。

〔カマド〕 西壁中に位置していたと推定されるが、S D 931に 切られ煙道のみ残存している。

煙道は、残存長100cm、 上幅22～ 27cm、 下幅12～16cmで、明瞭ではないが先端がやや凹んでいる。

〔周濤〕 上幅15～ 40cm、 下幅 4～ 21cm、 床面からの深さは7～12cmで、断面はほぼ「U」 字

形である。側柱穴と考えられるピットを14個検出した。

〔出土遺物〕 住居跡床面からは土師器C-8郷 (第 114図 8)、 須恵器E-1邪 (第114図 1)、

E-17高台付不 (第 114図 2)、 E-77蓋 (第 114図 9)、 E-19蓋 (第 114図 10)、 E-18蓋 (第

114図 11)、 鉄製品N-26不明品 (第 117図 2)、 N-27不明品 (第 117図 3)が出上している。ま

たPlから鉄製品N-15刀子 (第 117図 1)、 P3から土製品P-9不明品 (第■4図 4)、 周濤

内から土師器C-3不 (第114図 7)が出土している。

その他堆積土中から土師器C-33不 (第 114図 6)、 須恵器E-78高台付不 (第 114図 3)、 土

製品P-10不明品 (第■4図 5)、 鉄製品N-24不明品 (第■7図 4)や、土師器不、甕 (底部 2)

片、須恵器邦、高郷、重片が多量に出上している。
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Cm

霧 登録番号 種別 善 形 出土遇構
外 向 調 整 内 面 調 整 法 量 (cal

残 存 備考 写真図慨
日翻 体 部 底 部 口翻 体 部 底 部 器 高 日 径 底径

E-1 震恵善 邪 SI―∝7 床 面 ロクロナデ ロクロナデ
回転
ヘラケズリ 不 明 5/6 邦 12 116-― ]

2 E■ 7 須恵器 高台付邦 Sl-947 床 面 ロクロナデ 回転ヘラケズリ
ロクロナデ ロクロナデ 31 1/密

高台付
邦I
116-4

3 E-78 須恵器 高台付孫 S卜94i 鶴 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラケズリ
ロクロナデ 31 1/8

台

Ｉ

高

邦
116-6

4 P-9 立製品 婢
３
紬 ヘラケズリ (たて)

11 8姓 116-8

5 P■ 0 土製品 SI-947 触 括ナデ 指ナデ 指ナデ ０
蝿

(よ こ)
46 116-9

C-33 上卸掛 SI-947 織 ヘラミガキ 不 明 ヘラミガキー黒色処理 112 2/rd 耳A12 116-5

C-3 土師器
∝
溝

Ｓ‐
同 織 ヨヨナデ ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ→黒色処理 25 114 1/2

j/NA ll

la
116-3

8 C-8 土師器 邦 SI-947 床 面 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミ/1キ→黒色処理 (341 (80 5/6 116-2

E-77 熙 SI-947 床 面
つまみ部
ロクロナデ

回転
ヘラケズリ

柵
ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ 1■丈上 (体割り
ほぼ完形

蓋
Ⅱ2
116-7

E-19 鰯 SI-947 床 面
つまみ部
ロクロナデ

糊
ロクロナデ 1/4 蓋

11
116-11

11 E-18 熙 S「947 床 面 回転
ヘラケズリ

棚
ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ IJ■上 1/2 〒2 116-10

第114図  S1947竪穴住居跡出土遺物 (1)
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一〇

0

図 版
番 号

登 録 番 号
出 土 地 点 別

形

種

器
法    量 ・

特    徴
写  真
図  版地  区 遺  糟 層  位

1 L―-13 C区 S 1 947
pit   3 底 面

木製 品
板  材 長 さ22 7cln、 幅 16 6cm、 厚 さ 18～ 3 2cm 117--1

第116図  S1947堅穴住居跡出土遺物 (2)

―

　

伺
Ｖ

１

０

愚督 登 録 番 号
別
形

糎
奉

法    量 ・
特    徴

写  員
図  版

1 N―-15 C区
９４

・

鉄 製 品
刀  子

刀部 長 3 9cm以 上 、 茎 部 長 4 2cln以上
茎 元 帽 1 3cln、 棟 幅 ～ 4.Ocln

117--3

2 N―-26 C区 S1 947 床 面
金 属 製 品
不  明 長 さ3 7cln、  '享 さ05～ 0 75cln 117--4

3 N-27 C区 S 1 947 床 上
金 属 製 品
不  明 長 さ 2 8cm以 上 、 幅 0_7～ 1 lcm 117--5

4 N-24 C区 S1 947 金属 製 品
不  明 長 さ 11.4cm、 幅 ～ 1 5cm 117--2

第117図  S1947竪穴住居跡出土遺物 (3)



S1948竪穴住居跡

〔調査区〕 D区         〔検出面〕 IV a層
〔検出状況〕 遺構の一部を調査区内で検出したのみである。S X934(第 185図参照)により
上面が削平されている。

〔重複〕 S1954、 S1955を切り、S X934に切られている。

(規模・平面形〕 東壁5。 15m以上、北壁6.lm以上で、方形か長方形と推定される。

(方向〕 東壁でN-2°一Wである。

〔堆積土〕 5層に分けられるが、貼床上面では3層である。褐灰色粘土質シルト、暗褐色粘
上である。

(壁〕 現存する壁高は20～ 25cm、 ほぼ垂直に立ち上がっている。
〔床面〕 灰黄褐色粘土質シルト、黒褐色粘上による貼床を構築している。Plの西側には80×

135cm、 高さ6 cmの灰褐色粘土質シルトなどによるマウンド状の高まりがある。これを除いて床

面はほぼ平坦でしまりが良く堅い。

(柱穴〕 床面、掘り方底面上と周濤内のものを含めて10個のピットを検出したが、そのうち
規模や形態、礎板と考えられる板材の出土などから、Plが主柱穴と考えられる。また周濤内

のP2、  P3、 P4、 P5、 P6、 P7は配置から側柱穴 と考えら孝化る。

(カ マド〕 北壁中から褐色粘土質シルト、黒褐色粘上で作られたカマド痕跡を検出した。天
井部、袖などかなり崩壊し、原形を留めていないと考えられる。カマドの構築土を除去した床

面上で、83× 45側で、深さ5 cm程の不整形のピットを検出した。

〔周濤〕 北壁の一部と東壁に認められ、幅14～ 25cm、 深さ3～ 6 cm、 断面は「U」 字形であ
る。側柱穴 と考えられるピットを 6個検出した。

(出土遺物〕 住居床面から土師器C-37甕 (第 119図 5)、 堆積土中から土師器C-4不

(第■9図 1)、 C-89不 (第 119図 2)、 掘り方中から須恵器E-79蓋 (第■9図 3)、 Plから

須恵器E-9蓋 (第 119図 4)、 E-81甕 (第119図 6)力 出ゞ上している。その他堆積土、床面、
第29表  S1948竪穴住居跡ビット観察表                        (単 位:cm)

P3 P6
平 面 形 隅 丸 方 形 円 形 楕  円  形 不 整 形 不 整 形 隅 丸 方 形

規  模 113× 98 22× 20 15× 20 22× 25 18× 18

深   さ 6 13

堆 積 上
灰黄褐色シル ト質粘土

など
掲灰色粘土質 ンル ト 褐灰色粘上質 シル ト 褐 灰色粘土質 シル ト

8 P9

平 面 形 楕 円 形 円    形 不 整 形 不 整 形 橋 円 形
規  模 25× 20

深   さ 7 6

堆 積 土 灰黄褐色粘土質シル ト 黒褐 色 シル ト質粘土 灰黄褐色シル ト質粘上 灰黄褐色粘上質シル ト 炭    化    物
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♀79写i魏′5性7.80m――引

P堂 8.00m

◎ P8

3 SX9341 P,写

S 1948

S 1948

S X934

層位 土 色 土  性 備 考

1 10YR 5/1褐灰色 粘土質シル ト 灰黄褐色砂質シルトを含む

2 10YR 5/1褐灰色 粘土宵シル ト 明黄褐色粘土を含む

3 10YR 3/3暗褐色 粘土

10YR 4/2灰責褐色 粘土質シル ト
貼床

5 10YR 3/1黒褐色 粘土

カマド

層位 土 色 上  性 備 考

1 10YR 4/2灰黄褐色 シル ト質粘土

2 10YR 5/1褐灰色 シル 頂 粘土

3 10Y R 5/2灰黄褐色 粘土 焼上、 炭化物を含む。
4 10YR 5/1褐灰色 粘土

5 10YR 4/2灰黄褐色 シル ト賀粘土

層位 土 色 上   性 備 考 層位 土 色 土  性 備考

10YR 4/1褐灰色 粘 土 6 10YR 2/1黒色 炭化物

10YR 5/2灰黄褐色 粘土 75YR 7/6橙色 シル ト質砂

2 10YR 4/1 褐灰色 粘土 10YR 3/1黒褐色 シル ト

3 10YR 6/3に ぶい黄橙色 粘土 8b 10YR 3/1黒褐色 粘土質シル ト

10YR 4/4褐色 粕土賃シルト 9 10YR 3/2黒福色 粘土

10YR 5/4に ぶい黄編色 絶土質シル ト 10YR 4/6褐色 粘土質シル ト 袖構築土

10Y R 5/4にぶい黄褐色 粘土質シル ト 11 10YR 3/2黒 aCI シルト 袖構築土

5 10YR 3/1黒褐色 粘土

第118図 S1948竪穴住居跡平・断面図
127・ 128



掘り方、P2～ 4か ら土師器不、高邪、甕片、須恵器不、高邪、盤、壼、甕片が出上している。

1
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S1954竪穴住居跡

〔調査区〕 D区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺構の一部を調査区内で検出したのみである。S X934(第 185図参照)に より

上面が削平されている。

〔重複〕 S1955を切り、S X934、 S1948、 S K953に切られている。

〔規模・平面形〕 東壁5.9m以上、北壁7.3m以上で、方形あるいは長方形と推定される。

〔方向〕 東壁でN-4°一Eである。
〔堆積土〕 6層に分けられるが、貼床上面では3層である。褐灰色、灰責褐色シルト質粘土
などである。

〔壁〕 現存する壁高は0～20cmで、ほぼ垂直に立ち上がっている。

鵠票番
=
種別 出上遺編 層位

外 向 調 整 内 函 調 整 法 量 (cm)
残 存 備 考 写真図円日翻 体  部 底 部 日縁郡 体 部 底 部 底径

C-4 と師君 郭 ヒ積土 ヨヨナデ ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ‐黒色処理 1 8 8 十よlF完形 郷AN3 117--6

2 C 89 土師3 メ SI-941 ヒI貫■ ヘラケズリ 木葉痕 ヘラミガキー黒色処理 11
11

2 1/5 118--1

3 E-79 買恵暑 重 SI-941 隠り方 ]転ヘラケズリ端部ロクロナラ
ロクロナテ 3 6 1/2 蓋Ⅱ2 117--7

E-9 買恵暑 蓋 Pl 'ま
み郡
ロクロナテ

]転ヘラケズリ
→ロクロナデ

端部
ロクロナラ 2 完形 蓋12b n8-4

5 C-37 と師8 甕 SI-941 床 面 ヨヨナデ ケメ 不 明 不 明 88
以上

2ユ  I 1/2 甕Ⅱa 117-8

6 E 81 員恵雲 甕 SI-941 Pl 不 明 不  明 ロクロナテ ロクロナテ 咄
児

1/4 雰?可能性118--2

第119図  S1948竪穴住居跡出土遺物
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第30表  S1954竪穴住居跡ビット観察表

平 面 形 不 整 形 不整楕円形

規  模 98X80 75X128

深   さ

堆 積 土 灰黄褐色 シル ト質粘土

(単位 :cln)

P2

層位 土   色 土  性 そ の 他
ユ a 10YR 4/2灰黄褐色 シル ト質粘土 浅責橙色上を多量に含む

^

10YR 4/2灰黄褐色 シル ト質粘土
2 10YR 5/2灰黄褐色 シル ト賃粘土

S1954

層位 土   色 土  性 備  考 層位 土   色 上   性 備  考
1 10YR 5/1褐灰色 シル ト質粘土 10Y R 4/1褐灰色 粘土 周 濤

2 10YR 4/2灰苗福角 シル ト質粘土 5 10YR 3/2暴褐色 粘土質シル ト 貼床
3 10YR 4/1褐灰色 粘土 6 10YR 4/2灰黄福色 粘上質シル ト 掘 り方理 +

第120図  S1954竪穴住唐跡平・断面図



〔床面〕黒褐色粘土質シルトにより貼床を構築し、ほぼ平坦である。床上面はしまりがある。

〔柱穴〕 床面上で2個のピットを検出し、規模、形態、配置等からPlが主柱穴と考えられ
る。

〔周濤〕 北壁と東壁に認められ、幅21～30cm、 深さ10～ Hcm、 断面形は「U字形」である。
北壁の一部で途切れている。

〔出土遺物〕 住居床面から土師器C-18高邦 (第121図 4)、 金属器N-9鎌 (第121図 5)、
堆積土中から土師器C-94甕 (第121図 3)、 P2か ら土師器C-15不 (第 121図 2)、 須恵器E―
82蓋 (第121図 1)が出上している。その他堆積土、床面、周濤、Plか ら土師器不、甕片と少

量の須恵器郷、高不、甕片が出上している。

ツ

5

性 す ¨ _________一 二 望
Cm

―

　

ハＨ

Ｈ

Ｈ

υ

鶉 繊 1 駆 也」工肇臓
外 所 調 整 内 面 調 整 法 畳 lc耐

残 存 備  考 写真図版
日郡 体  部 底 部 口縁部 体 郡 底 部 ほ 径

E 82 須患巻 藍 SI―弱4 P2 ]転 r、ラケズリ
朝 腕

棚
ヨコチ

33
阻

1イ 3 軽
の可能
性もある

119-5

2 C-15 上師番 邪 S1951 P2 ラケズナー暴色処理 貯 封 不A13b 118-3

3 C―

'4
上H科器 甕 SI-954 鮎 ココナデ 25F

姓
3´ 4 要Ⅱa 118-5

4 C-18 説 床
琢日翻
ヨコナデ

訴底 脚柱部
ヘラケズリ

界部ヘラミガキ
‐黒色処理

爛
ヘラケズリ

即潮
ヨコナデ 牌 1瞥 1叩 2/3 訴脚: ユ18-6

5 N-9 餅属番 鎌 SI-95 面 長さ14em 12 8

第121図  S1954竪穴住居跡出土遺物



S1955竪穴住居跡

〔調査区〕 D区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺構の一部を調査区内で検出したのみである。S X934(第 185図参照)により
上面が削平されている。

〔重複。増改築〕 S X934、 S1954、 S1964、 S K953に切られている。検出したカマドの

状況から床面の貼り替えを伴う新旧2時期があると考えられる。

〔規模。平面形〕 南北5.7m、 東西6.56mで、隅丸方形である。

〔方向〕 南北軸方向でN-0°一Eである。

〔堆積土〕 3層に分けられるが、貼床上面では1層である。にぶい責褐色シルトである。
〔壁〕 現存する壁高は5～20cmで、ゆるやかに立ち上がっている。
〔床面〕 黒褐色粘土質シルトにより貼床を構築し、住居の北西隅を除きほぼ平坦である。床

上面はしまりがある。

〔カマド〕 北壁やや西寄りに位置し、55× 75cm、 深さ13cm程で住居跡より舌状に延びている。

堆積土は暗褐色、褐色シルト質粘上で、炭化物、焼上を含んでいる。検出した床面上に、焼土

や袖などのカマド痕跡がないことから、最終段階の床面が機能する以前の旧カマドと考えられ

る。

〔出土遺物〕 住居内堆積土中から土師器C-20甕 (第 122図 1)、 掘り方から土師器C-35高
不脚部片 (第 122図 2)が出土し、その他堆積上、掘り方から土師器郭、高不、甕片と少量の須

恵器不、甕片が出上している。

2

0                          10cm

S門64竪穴住居跡

〔調査区〕 D区 〔検出面〕 Ⅳa層

番号 鶴 号 種別 器形 圭土遺幕 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (enl)

残有 備 考 写真図版日翻 体 部 底 部 口翻 体 部 底  部 器言 底径

1 C-20 土師器 郷 堆積土
′ヽケメ‐
ヨコナデ

ノヽケメ→
ヘラケズリ

ハケメ→
ヘラケズリ

ハケメー
ヨヨナデ

ヘラケズリ ヘラケズリ 1/3 鉢Ⅲa 119--7

2 C-35 土師謁 高邦 SI-95〔 掘り方 脚裾部
ヘラナデ

脚裾部
1部ヘフルリ

脚裾径
87 1/4 高邦 I

第122図  S1955竪穴住居跡出土遺物

〔検出状況〕 遺構の一部を調査区内で検出したのみである。S X934(第 185図参照)により
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カマ ド

層位 土   色 土  性 備  考
I 10Y R 3/3暗褐色 ンル ト質艦土 焼上、炭化物を含む
2 10YR 4/4褐色 ンルト質粘上 焼上を含む

S 1955

層位 土   色 土  性 備 考

1 10YR 5/3に ぶい資褐色 ン,レ ト

10YR 4/1褐灰色 粘上質シル ト 賠床

10YR 3/2暴褐色 粘土質シル ト 貼床

3 10Y R 5/2灰黄福色 ンル ト質粘土 掘 り方埋土

S 1964

第123図  S i955竪穴住居跡平 。断面図
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上面が削平されている。

〔重複〕 S1955を切り、S X934、 S1954、 S K953に切られている。

(規模 ,平面形)東 壁1.8m以上、北壁3.8mで、方形あるいは長方形と推定される。
(方向〕 北壁でE― 12°一Sである。
(増債上〕 4層に分けられるが、貼床上面では3層である。黒褐色卜にぶい黄褐色粘土質シ
ルトなどである。

〔壁〕 現存する壁高はo-25ctlで、ほぼ垂直気味に立ち上がっている。西璧中に30× 25cmの
範囲で焼上の堆積する箇所がある。

第31表 S1946竪穴住居跡ピット観察表 (単位 :onj

平 面 形 円   形 楕 円 形 円   形 円   形
規  模 14X12 15X ll ユOXll 1lX H

深   さ 9

第124図 S1964竪穴住居跡平・断面図
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〔床面〕 灰黄褐色粘土質シルトにより貼床を構築し、ほぼ平坦である。仄上面はしまりがあ
る。

〔柱穴〕 床面上で4個のピットを検出し、配置、規模などから側柱穴の可能性がある。
〔カマド〕 西壁の焼上がカマドの痕跡の可能性もあるが、断定できない。
〔出土遺物〕 住居堆積土中から土師器C-86(第 125図 1)、 C-88不 (第 125図 3)、 掘り方

から土師器C-34不 (第 125図 2)が出上している。その他堆積上、掘り方から土師器邦、高不、

甕片と少量の須恵器甕片が出上している。

0                          10cm

S1991竪穴住居

〔調査区〕 L区

〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 住居の煙道を検出したのみ
である。煙道は東側にさらに延びている。

〔重複〕 認められない。
〔煙道〕 煙道の上幅 45～ 55 cm、 下幅_

20～ 25cm、 深さ6～ 14cmで、先端ほど深く

なっている。堆積土は黒褐色、褐灰色シ

ル ト質粘土などで、炭化物を少量含んで

いる。

〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。

―――――一―S128

9             ?m
S1991竪穴住居跡平面図

|

E36

第126図

S1992竪穴住居跡

〔調査区〕 L区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺構の一部を調査区内で検出したのみである。

〔重複〕 S D984に 切られている。

〔規模・平面形〕 東壁2m以上、南壁1.lm以上で、平面形は不明である。

〔方向〕 東壁沿いの周濤でN-43°一Eである。

番号 登録番号 種 別 器形 出土違構 層 位
外 白 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

残 存 備 考 写真図版
口縁部 体 部 底 音Ⅲ 口縁部 1体部 1底部 器高 口径 底径

1 C-36 土師器 琢 SI-964 堆積土 ヘラケズリ ヘラミガキ→黒色処理 32 1/3 孫A T2 119--1
2 C-34 土師器 邦 SI-964 掘 り方 ヘラミガキー黒色処理 ヘラミガキ→黒色処理 3/4 119--3

3 C-88 土師器 堺 SI-964 堆積土 ヘラケズリ ヘラミガキー黒色処理 10 0 邦AⅣ 4 119--2

第125図  S1964竪穴住居跡出土遺物



〔堆積土〕 3層 に分けられるが貼床
上面では 1層で、黒褐色シルト質粘土

である。

〔壁〕 現存する壁高は20～ 30cmで、

ゆるやかに立ち上る部分もあるがおお

むね垂直気味である。

〔床面〕 黄褐色シルト質粘上により

賠床を構築し、周濤部分を除いてはほ

ぼ平坦である。床上面はあまりしまっ

ていない。

〔柱穴〕 床面上で25× 15cmの楕円形
のピットを1個検出したが、主柱穴と

層位 土   色 土  性 膨

1 10YR 3/2黒 褐色 シルト質粘土

2 10YR 4/2灰 黄褐色 シルト質鑑三
10YR 5/6黄 褐色 シルト質粘上 貼床

なるかどうかは不明である。         第127図  S1992竪穴住居跡平・断面図

〔周濤〕 東壁と南壁に認められ、幅15～30cm、 深さ20cm、 断面は「U」 字形である。
〔出土遺物〕 土師器不、甕片が少量出土している。
S1993竪穴住居跡

〔調査区〕 L区 〔検出面〕 Ⅳa層

?             ?m

A′

噺10m

B´

層位 土   色 土   性 備  考
1 10YR 3/1鳥褐色 シル ト質粘土

2 10YR 5/8黄褐色 シルト質粘土
10YR 6/6明黄褐色 粘土

4 10YR 3/1黒褐色 粘土

10YR 3/2黒福負 粘土

6 10YR 5/6黄褐色 シル ト質粘土 下面に炭化物

7 10YR 3/4黒褐色 粘土 下面に炭化物

8 10YR 7/6明黄褐色 ンル ト質粘土

第128図  S1993竪穴住居跡平・断面図
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〔検出状況〕 住居の南東コーナーのみ調査区外に延びている。
〔重複〕 認められない。
〔規模・平面形〕 西壁3.3m、 北壁3mで、隅丸方形と推定される。
〔方向〕 北壁E-12°一Sである。
〔堆積土〕 9層に分けられ、明黄褐色粘上、責褐色シルト質粘土などである。
〔壁〕 現存する壁高は35～ 47cmで、垂直気味に立ち上がる。

〔床面〕 貼床はなく掘り方の底面自体が平坦となっている。底面上で炭化物が集積すること
や遺物が集中して出土することなどから、掘り方底面が床として機能していたと考えられる。

〔カマド〕 認められないが、調査区東壁中に焼上がまとまって検出されることから東壁中に
位置すると推定される。

〔出土遺物〕 住居底面の炭化物上面より上師器C-1邪 (第129図 2)、 C-2高邪(第 129図 1)、

0                          10cm
J

番号 登録番号 種別 器形 出土遺構 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cn)

残存 備 考 写真図版
口縁部 体 部 厘 部 口縁部 体 部 底 部 回径 底径

土師器 高イ 床面 ナデ テナデ ヘラミガキ 33以上 高邪H
上師器 境 S1993 床面 ヨヨナデ ヘラタズリ ヘラタズリ ヘラミガキ→黒色処理

C-95 土師器 床面 ヘラケズリ ヘラケズリ 147以上 霊Ha
C-93 土師器 S1993 不明 227以上 約V4

第129図 S1993竪穴住居跡出土遺物



C-93甕 (第 129図 4)、 C-95甕 (第 129図 3)が出土している。その他堆積土中から土師器不、

甕片、須恵器壷、甕片が出土している。

S1994竪穴住居跡

〔調査区〕 L区         〔検出面〕 Ⅳa層
〔検出状況〕 遺濤の一部を調査区内で検出したのみである。
〔重複〕 認められない。

〔規模・平面形〕 東壁は4.2m程であるが、東西長、平面形は不明である。

〔方向〕 東壁でN-26°一Eである。
〔堆積土〕 5層に分けられるが貼床上面では1層である。褐色粘土質シルトで、災化物、焼
上を含んでいる。

〔壁〕 現存する壁高は15～24cmで、ほぼ垂直気味に立ち上る。

〔床面〕 褐色、にぶい責褐色粘土質シルトなどにより粘床を構築し、ほぼ平坦である。床面

上はしまりがある。

〔出土遺物〕 住居内の堆積上、掘り方中から土師器奏片が出上している。

Ｅ
ｏ
ｏ
．⇔
Ｉ
上ヽ
＜

m

層位 土   色 土  性 備考

1 10YR 5/1 4Bt 粘上質シル ト

2 10YR 4/2灰責褐色 粘土管シル ト

3 10YR 4/3にぶい黄褐色 粘土質ンル ト 貼床
4 10YR 5/3にぶい黄褐色 粘土質シル ト
5 10YR 4/4褐色 粘土質シル ト

第130図  S i 994竪穴住居跡平面図



SI■ 01竪穴住居跡

〔調査区〕 C、 Fa区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺構の南半を調査区内で検出し、北半は農業用水路により削平されている。

〔重複〕 S B996、 S D931に切られている。

(規模。平面形〕 東壁4m、 南壁3.7mで、隅丸方形と推定される。

〔方向〕 東壁でN-26°一Eである。

〔堆積土〕 8層に大別されるが、貼床上面では6層である。黒褐、暗褐色シルトあるいは黒

褐色シルト質粘土である。ほぼ同時期に堆積したと推定される。

〔壁〕 現存する壁高は16～ 38cmで、ほば垂直気味に立ち上る。

0                  2m

S11101住居跡ピット観察表

『・ωΦＨｒｌ十一却

平 面 形 不 整 形 楕 円 形
規  模 62× 55 54× 54

深   さ

(単位 :cln)

層位 土   色 上  性 そ の 他 層位 土    色 土  性 そ の 他
ユ 10YR 3/2黒褐色 シル ト 10YR 3/1黒褐色 ンフレト 焼上、酸化鉄を含む。
2 10YR 3/3暗褐色 シル ト 2 10YR 3/1黒褐色 ンルト質粘上 炭化物を含む
3 10YR 2/3黒褐色 シル ト質粘土 3 10YR 5/1褐灰色 粘土質シル ト

4 10YR 3/2黒褐色 粘土 10YR 4/1褐灰色 シ,レ ト
5 10YR 2/3黒据色 粘土 2 10YR 5/1福灰色 シル ト質粘上
6 10YR 4/2灰黄褐色 粘土 炭化物、 焼上を含む 3 10Y R 5/1褐灰色 粘土質 シル ト

10YR 4/2灰黄褐色 粘土
貼床

4 10YR 5/1褐灰色 シ,レ ト賓粘土
7b 10YR 3/3暗褐色 維 + 5 10YR 4/1褐灰色 シル ト質粘土

10YR 2/2黒褐色 ンル ト質粘土

第131図  S11101竪 穴住居跡平・断面図



〔床面〕 灰黄褐色粘上により貼床を構築し、ほぼ平坦である。床上面にはしまりがある。

〔柱穴〕 床面、掘り方底面上を含めて4個のピットを検出したが、そのうち規模、形態、配

置などからPと 、P2が主柱穴と考えられる。

〔カマド〕 北壁のほぼ中央に位置していると推定される。右袖が若千残存し、内側には炭化

物が堆積している。煙道は50cm程まで確認したがS B996に より切られている。カマドの北半は

調査区外のため詳細は不明である。

(出土遺物〕 住居内堆積上、Plから土師器不、高郷、甕片が出上している。
S11109竪穴住居跡

〔調査区〕 G区   〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺構の一部を調査区内で検出

したのみである。

〔重複〕 認められない。

〔規模・平面形〕 東壁3.2m、 北壁1.lm以

上で、平面形は不明である。

〔方向〕 カマド煙道でN-25°一Eである。

〔堆積土〕 5層に大別されるが貼床上面で

は3層である。黒褐色シルト、粘土質シルト

などである。

〔壁〕 現存する壁高は20～30硼で、直線的
に傾斜を持って立ち上がっている。

〔床面〕 暗褐色、黒褐色シルトにより貼床
を構築し、ほぼ平坦である。床上面はあまり

しまっていない。
|

W120

S240

0              2m

l101平面図〔柱穴〕 床面で3個のピットを検出した。

規模・形態からP2が主柱穴の可含Zl■がある。

第132図 SI

A′

鳴二80m

層位 土   色 土  性 備 考

la 10Y R 4/2灰 黄褐色 ンル ト

lb 10Y R 4/2灰 黄褐色 黒褐色粘上を含む。

2 10Y R 3/1黒 褐色

25Y 3/1黒褐色 ンル ト質粘上

10YR 3/1黒褐色 粘土質シル ト

10YR 3/1黒褐色 粘上

10Y R 黒褐色 ンル ト カマ ド、 天丼 ?
10YR 3/1黒褐色 粘土質シル ト

4 10Y R 4/3に ぶい黄褐色 シル ト質粘土
煙道

10Y R 4/2灰黄褐色 シル ト質粘土

10Y R 褐灰色 ンル ト質粘土

10YR 3/3暗褐色 シル ト
貼床

10YR 3/2黒褐色 シルト

第133図  S11109堅 穴住居跡断面図



〔カマド〕 北壁中に位置し、暗褐色

シルト質粘土、黒褐色粘土質シルトで

貼床構築後に作られている。燃焼部と

煙道が残存し、両袖の先端幅は45cm、

第32表  S11109竪穴住居跡ピット観察表 (単位 i cln)
Pl P2

平 面 形 不 整 方 形 不 整 形 楕 円 形
規  模
深   さ 8

堆 積 土
10Y R 3/1黒 褐 色
シル トと質粘土

奥行は55cmで、底面に70× 60cmの範囲で厚さ15cm程の焼上が堆積している。煙道は総長115cm、

上幅20～ 25cm、 下幅13～20cmで ある。

〔出土遺物〕 カマド付近の床面上から土師器C-24不 (第 134図 2)、 C-57邪 (第 134図 1)

C-58郭 (第 134図 3)が出上している。その他床面、掘り方、Plか ら土師器不、高邦、甕片

が出上している。

坐___ィ_庁+___す―_翠
Cm

番号 登録番号 種 別 器形 出土遺構 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

残 存 備  考 写真図版
口縁部 体 郡 底 部 口縁音[体 部 1底部 器高 口径 底径

1 C-57 土師器 琢 SI-1109 床面 ヨコナデ ヘラケズリ 11 8 1/2 豚A13a 120--2
2 C-24 土師器 示 SI-1lo9 床面 不 明 不 明 ヘフケズリ ヘラミガキ→黒色処理 51 140 2/3 スA12a 120--5
3 C-58 土師器 lTN SI-1lo9 床面 ヨコナデ 不  明 ヘフケズリ ガキ‐黒色処理 53 1/3 スAn,分∩ 120--3

第134図  S11109竪穴住居跡出土遺物

S11121竪穴住居跡

〔調査区〕 H区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 煙道の先端部を除いて調査区内で検出した。未検出となった煙道の先端部付近

は、学校施設との兼ね合いから調整がつかず、やむを得ず調査が実施出来なかった箇所である。

〔重複〕 Ⅳa層上面ではP65に切られている。
〔規模。平面形〕 東壁7.5m、 北壁6.8mで、隅丸方形である。

〔方向〕 南壁でE-8°  S、 東壁でN-5°一Sである。
〔堆積土〕 カマド内の堆積土を含め17層程であるが、カマド、貼床上面では5層である。灰
黄褐色、黒褐色、褐灰色粘土などである。

〔壁〕 現存する壁高は30～42cmで、ほば垂直気味に立ち上る。
〔床面〕 灰黄褐色粘土質シルト、褐灰色シルト質粘上により貼床を構築し、平坦でしまりが
ある。カマド周辺には、灰、炭化物、焼上が堆積している箇所がある。Plの西側には90～ 100×

90硼、高さ5 cmの灰黄褐色シルト質粘上によるマウンド状の高まりがある。

(柱穴〕 床面上で4個のピットを検出し、規模、形態、配置から主柱穴と考えられる。



P2 2

S 11121

墓ミl   D― D′、 E― E′

B′ 琴   生 8.00m

悦
A′

卜 800m /48    8.20m
第33表 住居跡ピット観察表 (単位 :gn)

斡
表 4  A― A′ 表 5   B― B′ 表 3 C― C′

層位 土 色 土  性 備 考 膚位 土 色 土  性 備考

1 10YR 4/2灰黄髄 シルト質粘土 褐灰色シルトを含む 10YR 5/2黄 褐色 煙道内権僚土

2 10YR 3/1黒髄 灰貨褐色ンルト買粘上を含む 10YR 3/1黒褐色 ンルト宵粘土 睡 内J4e■

3 10YR 4/2灰黄褐色 シルト質粘土 10YR 5/3によい脅儒色なと ンルト 煙道内堆積上

10YR 5/1掲灰色 シルト質粘土 黄福色粘土質シルトを含む 12 10YR 4/2灰 黄絶 ンルト質粘土 周濤内堆積土

5 10YR 4/2灰黄褐色 シ,レ ト 炭化物、 灰を含む 10YR 5/2灰 舶 粘土質シルト 周溝内堆積土

6 10Y R V2灰黄褐色 シルト質粘士 褐灰色ッヽ 卜質粘士など約 10YR 4/2灰黄褐色 粘土質シルト 貼床構築土

10YR 6/4に おい黄橙色 シルト質粘土 焼土 10YR 5/2灰 黄褐色 粘土質ンルト 貼床構築土

8 10YR 4/1褐 灰色など 灰 焼上を含む 16 10YR 4/2灰黄褐色 粘上質シルト 貼床構築土

9 10YR 2/1黒色など シ,レ ト 灰、 焼土を多量に合む 17 10YR 4/1禍灰色 ンルト質粘土

10 10YR 5/2灰 黄褐色 粘■質シルトなど カマド構築土

ヨ見2    F― F′

層位 土 色 土  性 備  考 層位 土 色 上  性 備  考

1 10YR 5/2灰責褐色 ンルト質粘土 1 10YR 4/1褐灰色 粘土

2 10YR 4/2灰黄褐色 シル ト質粘土 2 10YR 4/1褐灰色 ンル ト質粘土

3 10YR 5/2灰責褐色 粘土質シル ト 3 25Y 7/2灰黄色 ンル ト質粘土 酸化鉄、 粘土を含む
4 10YR 3/2 黒褐色 シル ト質粘土 火山灰を微量に含む 4 25Y 6/2灰黄色 ンル ト質粘土 粘上を含む

5 10YR 4/31こぶい黄褐色 粘土

層位 土 色 上  性 備  考
1 10YR 5/2灰奮福色 シルト質艦土

Pl

平 面 形 不整楕円形 楕 円 形 隅 丸 方 形 楕 円 形
規  模 80× 70 80× 70 55× 50 60× 62

深   さ

堆 積 土
10YR 6/1褐 灰 色
シルト質粘土など

層位 上 色 土  性 備 考

1 10YR 5/2灰黄褐色 粘土質シル ト

2 10YR 5/2灰黄褐色 粘土質シルト

3 10YR 4/3に ぶい黄褐色 粘土質シル ト 焼上を含む
4 10YR 4/1褐灰色 粘土質シルト 炭化物、 灰を少量含む
5 10YR 4/4褐色 粘土質シル ト 焼上を含む

6 10YR 4/2灰黄福色 粘土質シル ト 炭化物を少量含む

7 10YR 5/2灰黄褐色 粘土質シル ト C-60高杯出土
8 10YR 4/3に ぶい黄褐色 粘土質シルト 焼上を含む

層位 土 色 土  性 備  考

1 10YR 4/2灰黄鵜色 シルト質粘上

2 10Y R 3/2黒褐色 シルト質粘土

3 10Y R 4/3に ぶい黄褐色 シルト質粘上

4 10YR 3/3態 褐色 シル ト質粘土

5 10YR 4/3にぶい費褐色 シル ト質粘上 酸化鉄を含む
6 10YR 4/3に ぶい黄褐色 シル ト質粘土

第135図  S11121竪穴住居跡平・断面図
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登録番
=
種別 出土遺構 層位

外 面 調 整 内 面 調 整 法 量(cm)
残 存 備 考 写真図拘

口翻 体 部 底 部 口縁部 体 部 1底 部 口径 三径

C-66 土師善 邦 SI-1121 准積」 ヨコナデ ヨコナデ ヘラケズリ ヘ ラ がキ→黒色処理 2 7 1/2 邦A12a 120--1
2 C 67 土師器 雰 S1 1121 ヨコナデ ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキー黒色処理 3 1 1/6 jTAA Ⅲl a 120-7

3 C-12 土月雨器 郭 S卜 1121 牲不貢ユ ヘラケズウヘラケズリ ヘラミガキ→黒色処理 51 13 4 3/4 勺面底部にZ
!着 A12a 120--6

C-64 土師番 罫 SI-1121 百 ヨコナテ ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ‐黒色処理 2 lJ
勺面に「 X」
‖有り、AШセ

120-4

5 C-63 上師留 雰 SI-1121 騒 ヨコナデ ヘラケズリヘラケズリ ガキー星
'処
理 5 159 2 完形 邦A13 121-2

6 C 65 土師君 郭 S卜 1121 西 ヨコナデ ヘラケズリヘラケズリ ガキー黒色処理 9 7 ほぼ党カ 境A2 121-3

C-60 土師B 蘇功 SI-112] 卿柱部
ヘラケズリ

即裾部 脚柱部
ヘラケズリ

雰底部
ヘラミガキ‐黒色処理

備
肥
需
３ 1/6 高杯 I 12ユ ー 1

C-6] と師君 甕 S1 112] カマト 不 明 ヘラケズリ ヘラナデ |ヘラナデ 囲
陛

8 1/3 甕 Ⅱ 121-5

第136図  S11121竪穴住居跡出土遺物 (1)
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番号 登録番号 種別 器形 出土遺構 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (em)

残存 備 考 5真図形
日翻 体 部 底 部 口縁部 体 部 底 部 器高 日径 底 径

1 E-52 須恵器 SI―■21 堆積土 回転
ヘラケズリ

端部
ロクロナデ

ロクロナデ
Ю
上
６
以 И

岬
121-6

2 E―■9 須恵器 床 面
つまみ部
ロクロナデ

回転
ヘラケズリ

瑞部
ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ 51 122--4

E-51 須恵器 蓋 床 面 回転
ヘラケズリ

端部
ロタロナデ

ロクロナ ロクロナデ
■

土

７

以 1/空 122--7

E-4 須恵器 重 堆積上 ロクロナデ 不  明 79
以上
84 1/空 内面漆着 121--4

5 E-50 須恵器 甕 S卜■21 床 面 ロクロナデ ロクロナテ ロクロナデ‐ヘラナデ ロクロナデ
■
上

３３

以 (90 123-― I

第137図  S11121竪穴住居跡出土遺物 (2)
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版

号

図

番
球
号

霊
番 種  別

出土 地 点 遷琶 (cln)
備 考

興

版

写

図地 区 潜 長 さ 厚 さ

1 N-7 金属製品 H区 SI-1121 周溝内 122--3

2 N-4 刀   子 H区 SI-1121 床 面 1_1 122--1

3 N-69 金属製品 H区 S11121 床 面 1.1 122-2

4 N-3 鉄  鏃 H区 SI-1121 床 面 172 122--5

5 P-13 土 製 品 H区 S卜 1121 P 8 2_7 脚 か ■泣7-6

第138図 S11121竪穴住居跡出土遺物 (3)



〔カマド〕 西壁やや南寄りに位置し、灰責褐色、にぶい責褐色粘土質シルトなどで貼床構築
後に作られている。焚口と燃焼部、煙道が残っている。両袖の先端幅は80cm、 奥行は90cmで、

底面には60× 40cm、深さ5 cm程のピットがある。また天丼部はこのピットを囲むように径10～ 20

cmの礫が配されている。

〔出土遺物〕 住居跡床面からは土師器 C-67不 (第136図 2)、 C-64不 (第 136図 4)、 C―
63邦 (第136図 5)、 C-65不 (第 136図 6)、 須恵器E-49蓋 (第 137図 2)、 E-51蓋 (第 137図

3)、 E-50甕 (第137図 5)、 鉄製品N-4刀子片 (第138図 2)、 N-69不明品 (第138図 3)、
N-3鉄鏃 (第138図 4)、 K-3紡垂車 (写真図版156-5)が出上している。またカマド内か
ら土師器C-61甕 (第 136図 8)、 南袖の構築土中から土師器 C-60高不 (第136図 7)、 周濤内

から鉄製品N-7不 明品 (第 138図 1)が出上している。Pitからは土製品P-18不明品 (第 136
図 6)が出土している。

その他堆積土中から土師器 C-66邦 (第 136図 1)、 C-12不 (第136図 3)、 須恵器E-52蓋

(第137図 1)、 E-4壺 (第 137図 4)、 土師器不、高不、甕片、須恵器不、甕、壼片が多量に
出土している。このうち土師器C-12不 と須恵器E-4壺 は内面に漆が付着している。
S11200竪穴住居跡

〔調査区〕 N区 〔検出面〕 Ⅳ層

〔重複〕 S D345、 S D l164に切られている。

〔規模・平面形〕 南北4,Om、 東西1.8m以上、平面形は不明である。
〔方向〕 西壁でN-7°一Wであったと推定される。

〔堆積土〕 4層に大別されるが、貼床上面では2層である。黒褐色、暗褐色、灰黄褐色シル
トなどである。炭化物、焼上を含んでいる層が多い。

〔壁〕 現存する壁高は20～ 24cmで、直線的あるいは段を有しながらゆるやかに立ち上がって

いる。

〔床面〕 暗褐色シルトにより貼床を構築し、ほぼ平坦である。床面上には炭化物が集中し堆

積している箇所がある。

〔出土遺物〕 床面上より上師器C-116郭 (第 139図)が出上し、堆積土中からは土師器郷、
須恵器蓋、甕片、また掘り方底面より瓦片が出上している。

轡 1
外 面 調 整 内面調整 遼 働

刊備≠体部 1底 部

C■ 16 4/ 11約 ヨコナデ
～
ケ烈川～
ケガサヘラミガキ‐黒色処理 3 13216 /4A Ⅲ o      l      lpcm

第139図  S11200竪穴住居跡出土遺物
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~Sち 0数
I

S D345

? I ?ml
W10

層位 土   色 土  性 備   考 層位 土   色 土  性 傭    考
la 10YR 2/2黒禍色 シル ト 炭化物少量 2 10YR 4/2灰 責褐色 シフレト 炭化物、焼土微量
lb 10YR 3/3暗褐色 シル ト 炭化物微量 3 10YR 3/3暗褐色 シル ト 賠床、上面に炭惚物多量
lC 10YR 4/2灰責褐色 シル ト 4 10YR 5/4に ぶい黄褐色 シル ト 炭化物微量

ld 10YR 3/2黒褐色 シルト質粘土 炭化物微量

第140図  S11200竪穴住居跡平・断面図

S11303竪穴住居跡

〔調査区〕 N区 〔検出面〕 Ⅳ層
〔残存・重複〕 北西角の部分が0区にまたがる。調査区内に設定した排水用側濤が遺構上面
をT字形に切っている。他の遺構 との重複はなかった。

〔規模・平面形〕 東西5.2m、 南北5.lmの隅丸方形である。

〔方向〕 東辺はN-5°  E、 北辺はE-3° Nである。

〔堆積土〕 3層に大別でき、上層は灰白色火山灰を含む黒褐色粘土質シルト、中層は焼土。

炭化物を多量に含む暗褐色系シルト質粘上、下層は黄褐色系シルト質粘上である。

〔壁〕 直立気味に立ち上がり、床面までの深さは40cmほ どである。



亀QP(↑益易G△ nttVⅢo △ジユ,  ( )Vrシこク

―

A′
|―-8.70m

層位 土 色 土  性 備 考

1 10YR 3/2黒褐色 シル ト 火山灰を含む。

2 10YR 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト
炭化物を多量に含む。
火山灰を多く合む。

3 10YR 3/2黒褐色 シル ト質粘土 炭化物 と焼上を多量に含む。

4 10YR 3/3暗褐色 シル ト質粘土 炭化物 と焼上を微量に含む。

5 10Y R 4/4褐色 シル ト

6 10YR 2/3黒褐色 シル ト管粘土 炭化物を少量含む。

7a 10Y R 5/4にぶい黄褐色 シル ト質粘土 炭化物を少量含む。

7b 10YR 5/2灰責褐色 ンル ト質粘土 炭化物を微量に含む。

7 10YR 5/3にぶい黄褐色 シル ト質粘土 炭化物を微量に含む。
7d 10YR 6/2灰黄褐色 シル ト質粘土

第141図 S11303竪穴住居跡平・断面図
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第142図  S11303竪穴住居跡平面図 (床面)

〔床面〕 厚さ3～ 5 cmのにぶい黄褐色シルト質粘土などの貼床で、平坦である。住居の四周、

掘り方の底面に鋤によると推定される。幅4～ 6 cln、 長さ10～20cmの工具痕跡を多数検出した。

〔柱穴〕 直径30～50cm、 深さ50～60cmの円形の主柱穴2個を検出した。柱間隔は2.5mほ どで

ある。柱痕跡は確認できなかった。堆積土は暗褐色ないし褐色粘土質シルトである。

(カマド〕 南辺東寄りに付けられている。煙道は幅25～ 35cm、 長さ160cmである。カマド前面

部の床面には、カマドからの掻き出しとみられる焼土・炭化物層の広がりがみられる。

(周濤〕 検出されなかった。

〔出土遺物〕 堆積土中から、土師器C―■4・ 115不 (第 144図 2・ 3)、 土師器C― ■8蓋

(第144図 1)、 土師器C― m9甕、底部に「金」もしくは「平」とヘラ描きされた須恵器E-84

高台付郭 (第 144図 7)、 口縁部から直立気味に天丼部まで立ち上がる須恵器E-83蓋 (第144図
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図 版
番 号

遺 物 番 号
出 土 地 点 冽

杉
担
果

法    量 ・ 特 徴
写  真
図  版退  構

ユ N-65① N区 SI-1303 2'唇 鉄 製 品
釘 膏喜皇評静

、幅～0 9cln、 124--5

N-65② N区 SI-1303 2層 鉄 製 品
釘 唇意■i響鰍

上、幅～0 7cHl、 124--5

3 N-65◎ N区 SI-1303 2)唇 鉄 製 品
釘

長 さ4 8cm以 上 、幅 ～0 7cln
厚 さ04～ 0 7cm 124--5

4 N―-64 N区 SI-1303 2'雷 鉄 製 品
鉄 鏃 唇意志:3皇男:5爆

°3～ 06釦、 124--2

5 N-62 N区 SI-1303 2層 鉄 製 品
釘 膏意8::聖心爆R5～

1 lcm、 124--3

6 N-58 N区 SI-1303 2層 鉄 製 品
釘 毒意忌::竪心硬砕

8～ 1 8cm、 124--4

N―-59 N区 SI-1303 2層 金 属 製 品
不  明 たて 1.8～ 2 8cm、 よ こ74蜘 124--5

8 N-61 N区 SI-1303 2撮雪
金 属 製 品
不  明 たて 2 0～ 2 4cln、  よ こ6.8cm 123--6

9 N―-63 N区 SI-1303 2'目 督 誓 唇意志:2些B:4爆
°‐2～ 0 5cln、 124--1

第143図  S11303竪穴住居跡出土遺物 (1)
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器 哲録番号 種別 番 形 出盤 構 層 位
外 面 調 整 内 向 調 整 法 量 (cm)

残 存 備  考 写真図版日脚 体 部 底 部 日翻 体 部 底 部 日径 底径

1 C―■8 土師零 蓋 S ll働 3
端部

ヘラミガキ‐黒色処理
端部

ヘラミガキ‐黒色処理
‐６
魁 1/8

2 C―■4 土師器 邦 S11303 ズリ ヘ ラ ガキ ヘラミガキ‐黒色処理 55 |ユ1競形 メAΠ 1閉-3
3 C―■5 生師警 邪 S11働3 ヘ ラミガキ ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ 1/2 123-2

E刊 6 窟 器 臨 S11拗3 9層上面 日頸部
ロクロナデ

日頸部
ロクロナデ

螂
姓

口顕部の
1/3 123-4

5 E都 3 須恵器 蓋 S11働 3 ロクロナデ 棚ロクロナデ
ロクロナデ 螂ロクロナデ

蠅
旺

1/5 蓋Ⅱ2

E■ 7 須恵番 S I ItX13 24層 回転
ヘラケズリ

鞘
ロクロナデ

細
ロクロナデ‐５姓

1/■ 藍1lb

7 角ま番 高台付界 S11303 ロクロナデ 回転ヘラケズリ
ロクロナデ 35 1/4 高台付邦』

第144図  S11303竪穴住居跡出土遺物 (2)

5)、 口縁部に返 りのない須恵器E-87蓋 (第 144図 6)、 E-86・ 88須恵器長頸壼、 S B 1320掘

立柱建物跡抜取り穴出土遺物と接合した須恵器E-94甕、N-52・ 53・ 54・ 58・ 60・ 62・ 65角

釘、N-55。 59・ 61刀子もしくは鎌と思われる板状の鉄製品、N-63・ 64鉄鏃の他、瓦、鉄滓、

縄文土器などを出上している。また S B 132o建物跡の抜き取り穴より盟土している須恵器 E―
94甕 と同固体の破片が、 6層中よリー点出上している。



(3)土  坑
S K943■■尤

〔調査区〕 D区 〔検出面〕 Ⅳa層
〔検出状況〕 Ⅲ層の底面であるS X934に より上面が削平されている。
〔重複〕 S X934に切られている。

〔規模。平面形〕 長軸1.9m、 短軸1.7m、 深さ70cmで、隅丸方形と推定される。
(堆積土〕 4層に大別され、黒褐色粘土質シルトなどである。
〔壁〕 ゆるやかではあるが直線的に立ち上がっている。
(底面〕 ほぼ平坦である。
〔出土遺物〕 堆積土中から土師器C-87邦 (第146図 2)、 底面付近から土師器C-17高不 (第

146図 1)が出上し、その他堆積土中から少量の上師器郭、甕片、須恵器郭、甕片が出上してい

る。

A
引

――――――S225

第145図  S K 943土坑平 。断面図

↑三-8 00m

L      】      ?m
土色註記表

唇位 土   色 土  性 僑     考
1 10YR 3/2黒褐色 粘土質シルト

2 10YR 6/3に ぶい黄愉色 粘翌賢シルト 酸化鉄を多量

10YR 3/1黒褐色 粘上質ンルト 焼土を多量

10YR 3/1黒褐色 粘土質ンルト

4 10YR 4/2灰軸

鶴 濯拐! 駆 出輯 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 曇(ca)

嚇 備  考 写員日版口脚 体 部 底 部 口縁郡 体  部 底 部 器高 ほぞ

1 C■ 7 土師薔 高豚 S K 943 底 面 脚柱部
ヘラケズリ

棚
ヨコナデ
螂 ヘラミガキ
■絶 処理

脚柱部ヘラケズリ
ー ラナデ

脚裾郵
ヨコナデ
附
姓

(躙 )
完形
高邦 I

透孔3ヶ PFrt
12-6

C 87 土師器 豚 S K 943 船 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ‐黒色処理
62
陛

1/4 JTNA Ⅱ 3

第146図  S K943土坑出土遺物



S K953土坑

〔調査区〕 D区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 Ⅲ層の底面であるS X934に より上面が削平されている。
〔重複〕 S1954、 S1964、 S1965を切り、S X934に切られている。

(規模・平面形〕 長軸2.15m、 短軸1.83m、 深さ34cln程で、不整形である。
〔堆積土〕 5層に大別され、褐灰色シルト、黒褐色粘土質シルトなどである。
(壁〕 ゆるやかに立ち上がるが、南半部では検出面から15cm程のところにテラス状の平場が

―

S235

0                2m

第147図  S K953土坑平・断面図

存在する。

〔底面〕 ほぼ平坦である。
〔出土遺物〕 多量の上師器邦、高邦、甕片
と、須恵器蓋片を1点出土している。

S K l128上坑

〔調査区〕 G区 〔検出面〕 Ⅳk層

〔重複〕 SB■ 30bN l E lを切っている。
〔規模。平面形〕 長軸140cm、 短軸104cln、 深さ19cl■で、不整形である。

〔堆積土〕 褐色粘土質シルトで、焼土粒を含んでいる。

〔壁〕 ゆるやかではあるが直線的に立ち上がっている。
〔底面〕 ほぼ平坦である。
〔出土遺物〕 堆積土中から土師器C-10不 (第 149図 2)、 C-79高不 (第 149図 3)、 C―■

下
―
―
卜Ｈ
Ｏ
Ｏ
．∞

く

層位 上   色 土  性 備    考

1 10YR 4/1褐灰色 ングレト 炭化物 を少量

2 10YR 4/1褐灰色 ン,レ ト 責褐色土、炭化物、焼土粒

3 10YR 5/1褐灰色 粘土質シル ト 炭化物を少量

10YR 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 炭化物、焼土粒

10YR 4/1褐灰色 粘土質シル ト 炭化物、焼土粒を少量

5 10YR 3/1黒福色 給上管シル ト



高不 (第 149図 4)、

上している。

須恵器不 (第 149図 1)が出上し、その他少量の上師器邪、高郭、甕片が出

―――――――――一――S200

♀         I         Im

第148図

Vヽ89

S Kl128土坑平面図

4

0                           1ocm

隅 鞘 樹 1 罷 出齢 冒む
外 面 調 整 内 面 調 整 法量(cm)

残存 儲  考 雲 醐口縁部 体  都 底  部 日縁部 体 部 底 部 番高 庫

1 E-2 買恵暑 郎 SK■ I囲 ロクロナデ ロクロナデ ]転 r、ラケズリ ロタロナデ ロタロナデ 4 9 杯 13 1%-3

2 C10 と師経 部 SK」ワ〔 ヨヨナデ
ー部ヘラミガキ

ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラミガキ→黒色処理 邦A12 126-1

3 C-79 上師: 諭 SK―■2〔 脚柱部ヨコナデ
ー ラヽケズリ即絡部ヨ

コナテ郎部
ヘラミガキ
脚

螂ヨコナデ
ツヘラケズリ

6(
姓 的陸

高郷Ⅱ 126-2

4 C―■1 SK―■2 脚柱部
ヘラケズリ脚裾郡ヨ

コナテ 蛛部
ヘラミガキ
報 埋

卿
ヘラケズリ

開
旭 2/3 縮

Ⅱ舶訪
126-4

156

第149図  S Kl128土坑出土遺物



S Kl145土坑 (第158図参照)

〔調査区〕 G区          〔検出面〕 Ⅳk層
〔重複〕 認められない。
(規模・平面形〕 東西72cm、 南北72cm、 深さ35cmで、隅丸方形である。

〔堆積土〕 2層に分けられ、灰責褐色シルトなどである。

〔壁〕 ゆるやかに立ち上る。
(底面〕 一部へこんでいる。

〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。
S K l146土坑 (第158図参照)

〔調査区〕 G区          〔検出面〕 Ⅳk層
〔重複〕 認められない。
〔規模・平面形〕 東西86cm、 南北82cm、 深さ29cln、 ほぼ円形である。
〔堆積土〕 2層に分けられ、灰黄褐色シルト質粘土、粘上である。

〔壁〕 ゆるやかに立ち上る。
〔底面〕 中央部がへこんでいる。
〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。
S K l149上坑 (第 162図参照)

〔調査区〕 G区          〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 旧農業用水路により西側の一部が削平されている。
(重複〕 認められない。
(規模。平面形〕 長軸1.28m以上、短軸1.Om、 深さ28cmで、ほぼ長
方形である。

〔堆積土〕 黒褐色シルト質粘土で、戊化物、焼上を少量含んでいる。
〔壁〕 ゆるやかではあるが直線的に立ち上がっている。
〔底面〕 すり鉢状に中央がへこんでいる。
〔出土遺物〕 堆積土中から金属器N-5鉄鏃片 (第150図 )が出土し、
その他土師器不、甕片、須

恵器邪、甕、蓋片が少量出

上している。

S K l169土坑 (第 162図参照)

〔調査区〕 G区

〔重複〕 認められない。

図版
番号
践録番;

出 土 ltL点 種

器
法量・特徴

真
版
写
図VL区 邑構 I層欄

ユ N-5 G区 Ｋ

櫛

Ｓ

Ｈ
覇 菌
土中

Ｓ

錫製決
罠さ10 4cm以上、
幅04～ 0 8cm 124-― (

第150図  S Kl149土 坑出土遺物

〔検出面〕 Ⅳa層



〔規模・平面形〕 東西80cm、 南北90cm、 深さ17cmで、隅丸の不整形である。

〔壁〕 垂直気味に立ち上る。

〔底面〕 ほぼ平坦である。
〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。
S K l160土坑

〔調査区〕 G区 〔検出面〕 Ⅳk層

〔検出状況〕 調査区内で検出したのは一部であり、調査区北壁の上層の観察からさらに東西
に延びていることが推定される。断面の形状から住居跡、あるいは濤跡になる可能性もある。

〔重複〕 調査区北壁断面の検討から、S Bl154W 3、 S D ll18を切っている。

〔規模。平面形〕 東西2.6m以上、南北0.6m以上、深さ19～ 24cmで、平面形は不明である。

〔堆積土〕 2層に大別され、灰黄褐色粘土質シルト、黒褐色シルト質粘上である。

〔壁〕 ゆるやかに立ち上がっている。
〔底面〕 西側がやや落ち込み、それ以外もやや凹凸がある。
〔出上遺物〕 堆積土中から須恵器E-61奏 (第 152図 )が出上し、その他少量の上師器不、甕

片、須恵器不、高台付不、蓋、甕片、また骨片が出上している。

層位 土   色 土  性 備  考

la 10Y R 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト

lb 10YR 4/2灰 黄褐色 濫土質シル ト 黄褐色上を含む

2 10YR 3/2黒 褐色 シル ト質粘上

第151図  S Kl160土 坑平 。断面図

o                2m



9       10cm

種別 雛 出土遺構 層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (飩)

残 存 備  考 写真図版
日綿 体 郡 底部 日翻 体 部 底部 器高 口径 底径

E-61 賃恵器 褒 SK-116C 騒貞土 ロクロナテ 平行叩き日 平行叩き目 駐
陛
23 8 個移

り 妻 Iユ 1脇-7

第152図  S Kl160土坑出土遣物

S K 1339土坑

〔調査区〕 O区 〔検出面〕 ⅣC層

〔検出状況〕 やや黒褐色を帯びたⅣb層を除去したⅣC層上面で検出した。
〔重複〕 他の遺濤との重複はなかった。
〔規模。平面形〕 長軸155cm、 短軸125cm、 深さ30cmで、
〔堆積土〕 灰責褐色・にぶい黄褐色。黒褐色の粘土質
シルト3層に分かれる。

〔壁〕 緩やかに立ち上がる。
〔底面〕 平坦である。

〔出土遺物〕 堆積±2層中より、石器K-177式石鏃

ほぼ円形である。

―ぬ―1饉
-
0                  5 cln

を出土した。

S K 1340上坑

〔調査区〕 0区 〔検出面〕 ⅣC層

〔検出状況〕 Ⅳb層を除去したⅣC層上面で検出した。     °瓜I°うυ工IJL田 !

〔重複〕 他の遺構との重複はなかった。
〔規模。平面形〕 長軸180cm、 短軸145cm、 深さ20cmで、ほぼ円形である。
〔堆積土〕 2層に分かれ、にぶい黄褐色ないし灰黄褐色の粘土質シルトである。
〔壁〕 緩やかに立ち上がる。
〔底面〕 やや凹凸がある。

図版

番号
鍛
鶏

種別 石材
出 土 地 点

地区 1 過籐 層 位

石 鏃 鉄石英 O区 SK1339 2

法 量
備  考

長 さ (cm) 幅  (m) 厚さ (cm) 重量 (g)

13 0 15 チャー ト

SK1339土坑出土遺物

159



〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。

W9

S156

|

A
8.30m一引

0                 2m

S K 1339

礼a監 8おOm

斡

第153図  S K1339、 S K1340土坑平・断面図

SK1339

σ

盾位 上   色 土  性 備   考

I 10YR 4/2灰褐色 粘土質シル ト

2 10Y R 4/3にぶい黄偶色 粘上奮シル ト

3 10Y R 3/2黒褐色 括土質シル ト

S K 1340

層位 土   色 土  性 備   考

la 10YR 4/3に ぶい黄褐色 粘土質シル ト 炭化物
と火山灰 (?)

を微量に含む

lb 10YR 4/2灰 黄褐色 粘土質シル ト

2 10YR 4/3に ぶい黄褐色 焙上管シル ト

160



34表 土坑観察表

調査区 検出面 重 複 平面形
規   模  (cm) 堆  積  土

備 考 図 版
長 軸X短 軸 深  さ 層 土 色 ・ 土 性

円 形  ? 55X27以上 iOYR4/2灰 黄褐色シルト質粘土など

楕 円 形 10YR4/4褐 色粘土など

ほ ぼ 円 形 10YR3/3暗 褐色粘上など

SK913を 切る 隅丸長方形 ? 85以上 X50 10YR2/3黒褐色粘主質シルトなど 炭化物多量

IV a SK012に 切られる 明 60以上 10YR2/3黒褐色粘土質シルト

SX934に 切られる 不 整 形 二〇YR3/2黒褐色粘土など

ほ ぼ 円 形 IOYR4/2灰黄褐色シルト質粘土など 酸化鉄多重

橋 円 形 10YR5/2灰黄褐色粘土など 酸化鉄多量

SKつ 45を切る 楕 円 形 10YR5/3にぶい黄褐色粘土など 酸化鉄多盪

E ほ ぼ 円 形 10YR5/3にぶい黄福色粘土

ほ ぼ 円 形 10YR3/3暗褐色シルト質粘土

S(938に 切られる 不 明 100以上×ユ00 10YR3/4暗褐色シルト質粘土

C 不 明 140× 45以上 13

S1947P3に 切 られる 不 明 150× 50以上

SX934に 切 られる 不 整 形 10YR4/3に ぶい黄福色 シル ト質粘土

IV a 不 整 形 160以上X520 10YR5/2灰褐色シルトなど

S1947P2に 切られる 明 10YR5/2灰黄褐色粘上質ンルト

C S1947 P lに切られる 不 明 170以上 X80

C S194夕 P4に切られる 不 整 形 25Y5/2暗灰黄色粘土など

S1947P2に 切 られる 不 明 50X45以上 10YR5/2灰黄褐色シルト質粘土

IV a 不整精円形 10YR4/3に ぶい黄福色粘土など

G 円 形 10YR4/2灰 黄褐色ンルト質粘土など

不 整 形 130以上 X70 IOYR3/1黒褐色粘土質シルトなど

不 整 形 10YR3/2黒 IEtシ ルトなど

C 不 整 形 10YR4/1褐灰色シルト質粘土など

SKl138に切られる 不 明 75以上×70 10Y良 4/1褐灰色シルト質粘上

G SKl137を 切る 円 形 25Y 黄灰色粘土質シルト
C 楕 日 形 10YR3/1黒褐色シルト

明 80以上 X30以 上 iOYR3/2黒鵜色シルト質粘土 火山灰微量

G 明 10YR4/2灰黄褐色粘土など 酸化鉄多量

SD345を七つる 楕 円 形 ? 106× 60以上 10YR3/3暗褐色シルト質粘土

G 円 形

G SB■ 39bN3Elに 切られる 不整形働×6

明

不 整 形 10YR5/4におい黄褐色シルト質粘土
など

不 整 形 10YR4/4褐色粘上質シルトなど 炭化物微量 配置図

SD9つ0に切 られる 不 明 110以上×57以上 10YRS/4に ぶい黄褐色粘上質シルト
など

陶器 I-3鉢

隅 丸 方 形 10YR3/3暗褐色シルト 炭化物微理 配置図

積 円 形 iOYR4/3に ぶい黄褐色シルト 配置図

IV P164に 切られる 明 10YR3/3暗福色粘土質シルトなど

P163に 切られる 隅丸長方形 10YR2/2黒 褐色粘土質シルト 底面に凹凸あり

SD345にぢ口らnる 不 整 形 10YR3/1黒 褐色ンルトなど 炭化物微墾

SDl164に切らオLる 楕 円 形 ? 110以上 X58 10YR5/2灰黄褐色粘■質シルトなど 底面にやや凹凸あり 配置図

IV 不 整 形 275以 上 X125 上層に炭化物、滞状に東側
に延びる。

配置図

N SB1306N3El、  SD1319
を切っている。

長力欧帯側 10YR3/2黒福色シルト 長軸方向E■3-S

SD345に 七つらオしる 不整精口形 10YR5/2灰黄褐色粘土

不 整 形 ユOYR3/3暗 褐色粘上質ンルトなど

SD1322を切る 隅 丸 方 形 10YR3/4暗 褐色粘土など

SB1306N3EIOを 切る 不 整 形 機惚あ鰯 冴野
能性もある。



催)濤  跡
S D984滞朝亦

〔調査区〕 K・ L区 〔検出面〕 Ⅳa層
〔重複〕 S1992を切り、S D l164、 P91～97に切られている。

(規模・平面形〕 長さ154m以上、上幅360cm、 下幅100～ 170cm、 深さ80～120cmで、E-0°一

Sの東西方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 6層に大別され、褐色粘土質シルト、灰責褐色粘土などである。
〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち上がり、逆台形を呈する。
〔底面〕 ほぼ平坦であるが、東から西へ低く傾斜している。
〔出土遺物〕 堆積土中から土製品P-5土錘 (第 157図 1)、 瓦F-8丸瓦片 (第 157図 2)、
筑形金宰(第 157図 6・ 7)、 金属器N-11、 12不明品 (第 157図 5)、 18不明品 (第 157図 3・ 4)、

弥生土器B-38鉢 (第 155図 1)、 B-41(第 155図 2)が出上し、その他土師器不、甕片、須恵

器甕片が出上している。

P   A′

可

iニー880m

9      .      ?m

♀          1         lPCm

層位 土    色 土   性 備    考
ユ 25YR 3/2灰 白色 火山灰

2 10Y R 4/1褐灰色 粘土質シル ト

3 10YR 5/2灰黄褐色など 粘上質シル ト 粘上をブロック状に含む
4 10Y R 4/2灰黄褐色など 粘土質シル ト
10Y R 4/6褐色など 粘土質シル ト

10YR 4/2灰黄褐色など 粘土

第154図  S D984溝跡断面図

図版
番号

録
号
登
番 種  別 器形 部 位

出 土 地 点 施 文 調 整
備 考

写真
図版地 区 遺 構 層位 外   面 内   面

l B-38 弥生土器 鉢 日縁郡 L区 S D 984
横位沈線文→

ミガキ (3条確認 )
回唇部に とR縄文

横位沈線文(1条 )
― ミガキ

2 B-41 弥生土器 不明 体  部 L区 S D 984 底 面 LR縄文一
横位沈線文

ミガキ

第155図  S D984溝跡出土遺物 (1)
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図 版
番 号

遺 物 番 号
出 土 地 庫 種

器  形
法    量 ・ 特 徴

写 真
図  版地  区 退  構

ユ P-5 Ko L区 S D 984 土製 品
土  錘 長 さ S cln、 最 大 幅 2.lcln、 孔 径 6～ 7 cln 128--4

2 F-8 K・ L区 S D 984 瓦
丸  瓦 {由目;舟目攀&暮覆ミ痕跡

3 N-18① K・ L区 S D 984 金 属 器
不 明 品

た て 0 8cln、 よ こ 2.3cln以上 、 厚 さO.3～0 5cln 128--1

4 N-18② K・ L区 S D 984 金 属 器
不 明 品

たて2 9cln以上、よこ0.4～ 0 6cln、 厚さ0 7cln 128--2

5 N―-12 K・ L区 S D 984 金 属 器
不 明 品

たて4.5cln、 よこ04～ 1.Ocln、 厚 さ0 6cn 128--3

6 N―-70 K・ L区 S D 984 携諺毒 たて 6.7cln、 よ こ8.lcln、 厚 さ1.0～ 2.8cnt

7 N-71 K・ L区 S D 984 統彩尋 たて8 8cm、 よ こ5 8cln、 厚 さ2.7～ 5.Ocln

第157図  S D984溝 跡出土遺物 (2)
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S230

A
刃

―
S235

A
引

西 部
東 部 A/

トーー8 200rn

0               2m
SK■46 監 8ЮOm

S K l146

西 部

層位 土   色 土   性 備  考
よ 10YR 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 酸化鉄多量

2 10YR 3/1黒禍色 ンル ト質粘土

3 10YR 4/1褐灰色 シル ト質粘土

4 10YR 4/2灰黄褐色 粘上 酸化鉄多量

東 部

1 10YR 3/1黒褐色 ンル ト質粘土

2 10YR 4/2灰黄褐色 粘土

3 10YR 4/2灰黄褐色 シル ト質粘土 酸化鉄多量

4 10YR 2/2黒福負 粘土

B― B′

層位 土   色 土  性 傭  考
1 10YR 5/2灰舶 シルト質粘土 酸化鉄を多重

2 10YR 4/2灰首納 焙土 町ヒ鉄を多豊

第158図  S Dl108円 形周溝,S Kl145。 S Kl146土坑平。断面図



S D l108円形周溝

〔調査区〕 G区 〔検出面〕 Ⅳk層
〔検出状況〕 旧農業用水路により遺構の東側1/3ほ どが削平されている。
〔重複〕 S B ll19を切っている。

〔規模・平面形〕 直径6.8m、 上幅65～95cm、 下幅24～45cm、 深さ50cm程の円形周濤である。

(堆積土〕 4層に分けられ、灰黄褐色粘土、シルト質粘上、黒褐色シルト質粘土などである。

〔壁・断面形〕 直線的に立ち上がる箇所が多く、逆台形を呈する。

ヒー十一~―――ゴ
Cm

需 鶴 号 帽拐」 駆 出蛸 構
外 麗 詞 整 内 面 調 整 法 量 le「 l

蹄 備考 写劇 販口縁部 体  部 底 部 口瑯 体 部 醐 善 高 口 径 底 径

ユ EW8 須恵番 藍 SD■ 108 回転ヘラケズリ
→ロタロナデ

柵
ロクロナデ

ロクロナデ 1 8姓 1//2 蓋11 128 6

2 E“ 7 須恵薔 霊 SD■Ю8 つまみ部ロクロナデ ロクロナデ
榊
ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ 3/4
歪

２ 123-7

3 Eヽ6 須恵器 蓋 SD■ 108 つまみ郡ロクロナデ 回転^ラ
ケズリ 榊ロクロナデ

ヘラナデ ロクロナデ 19 レ 蓋Ⅱlb
1閉-8

4 E■ 4 須患器 蓋 SD■ ll18 つまみ部
回転本ラケズリ

回転ヘラケズリ
鞘
ロクロナデ

ヘラナデ 2鵬 160以上 1/Q 釜Ⅱ2 12B 9

5 P■矩 土製品 不明品 SD」 ll18 ヘラケズリ ナデ て批
た

‐５
よこ
10 7,ス」ヒ
酔
‐７ヽ

12880

6 P」電 製 品 不明品 SD-1108 ヘラケズリ ナデ
たて
12 1陛
よこ
7雌
厚さ
11 6～

128,②

第159図  S Dl108円 形周溝出土遺物



〔底面〕 掘削した際の工具痕と推定される凹凸が残っている。
〔出土遺物〕 堆積土中から須恵器E-48、 47、 56、 14蓋 (第159図 1、 2、 3、 4)、 土製品
P-16(第159図 5・ 6)が出土し、その他土師器不、甕片、内面の黒色処理されない土師器不

片、須恵器不、蓋、奏片が出上している。

W120

0                   4m

第160図 G区南西部平面図 (SDll10溝跡)

S240-

S250-―――――――



S D ll10溝跡

〔調査区〕 GoH区 〔検出面〕 Ⅳ k、 Ⅳa層

〔検出状況〕 旧農業用水路と旧校庭内の施設により、遺構の一部が削平されている。
〔重複〕 P225、 226、 229、 233、 237、 242、 263、 264、 265を切り、P l17、 118、 126、 142、

277、 S X930に切 られている。

〔規模・平面形〕 長さ南北23m以上、東西32m以上、上幅9～ 68cm、 下幅0～ 50cm、 深さ5

～12cmで、南北N-0°一E、 東西E-0°一Sの L字形に延びる濤跡である。

〔堆積上〕 西南の一部では、灰責褐色シルト、褐灰色シルト質粘土などであるが、他は黒褐
色シルト、シルト質粘土などである。

〔壁・断面形〕 一定していない。
〔底面〕 平坦な部分もあるが、凹凸の著しい箇所が多い。また断面形がV字形になる箇所で

は、底面に一定の幅が見られない。

〔出土遺物〕 堆積土中から土師器邪、高郷、甕片と少量の須恵器蓋、甕片、E-59甕 (第85

図8)片の一部が出上している。

A
引

A′      B   B′
|―-8 20m――引     |-820m A― A′

層位 土   色 土  性 備  考
1 10YR 3/2黒褐色
B― B′

1 10YR 3/2黒梱色 ンル ト管粘上 火山灰
0        1m

一 第161図 SDll10溝跡断面図

S D ll15円形周溝

〔調査区〕 G区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 旧農業用水路により遺構の一部が削平されている。
〔重複〕 S B l148を切っている。

(規模・平面形〕 直径8m、 上幅58～ 78cm、 下幅25～ 50cm、 深さ35cm程の円形周濤である。

(堆積土〕 3層に分けられるが、灰黄褐色、黒褐色粘土質シルトなどである。

(壁・断面形〕 直線的に立ち上り、傾斜も急な箇所がある。断面形は逆台形を呈する。
〔底面〕 掘削した際の工具痕と推定される凹凸
が残 っている。

〔出土遺物〕 堆積土中から土師器不、甕片と、
少量の須恵器不、蓋、甕片が出上している。

S D l127円形周溝

〔調査区〕 I区

土色註記表

層位 土   色 土  性 備   考

10Y R 4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 火山灰少量

2 10Y R 3/2黒褐色 粘土賃シル ト

3 10Y R 3/2黒褐色 粘土質シル ト 黄褐色土

〔検出面〕 Ⅳa層



SK l149

S250

ド
′

第162図  SDll15円 形周溝平・断面図,SKl149。 S Kl169平 面図

〔検出状況〕 遺構の一部は調査区外に延びている。
(重複〕 P175を切り、P■、12、 15、 42、 47、 50、 53に切られている。

〔規模。平面形〕 長軸12m以上、短軸9m以上の不整楕円形で、上幅■3～ 340cln以上、下幅

28～135cm、 深さ10～50cm程である。

〔堆積土〕 北部は2層に大別され褐灰色粘上、シルト質粘土、それ以外は褐灰色シルト質粘
上、浅黄色粘土質シルトである。

〔壁。断面形〕 立ち上りは一定せず、断面形も浅いU字形や扁平に開いたU字形など観察す

る箇所によって異なってくる。

〔底面〕 平坦ではなく、部分的に落ち込んでいる。一部工具痕跡の観察される箇所がある。

〔出土遺物〕 堆積土中から土師器甕片が一点出上している。
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第168図 H区北東部, I区北部平面図 (S Dl127円 形周溝)



冒位 土   色 土  性 備     考
1 10YR 4/1褐 灰色 ンルト質粘土
2a 10YR 5/1褐 灰色 ンルト質地上
10YR 5/1褐 灰色 ンルト饂 主 褐灰色粘土
10YR 5/1褐 灰色 粘土

10YR 5/1褐灰色 粘土 灰黄褐色粘上、 炭化揚
4 10YR 5/1褐灰色 シルト質粘土
25YR 6/1黄 灰色 粘土

25YR 6/1黄 灰趣 Xt■ 灰白色粘上、灰黄色粘土質シルト

A/
卜 8.40m

1性840m

西部 。東部・南部

層位 土   色 土  桂 備  考
1 10YR 4/1褐灰色 シルト質粘土
2 10YR 4/1褐 灰色 ンルト質粘土 褐灰色粘土
3 25Y 7/3浅黄色 粘翌質シルト
4 25Y ″3浅AfI 粘土質シル ト 灰白色粘と、脚ヒ物

難
２

第164図  S Dl127円 形周溝断面図

S D l133溝跡 (第165図参照)

〔調査区〕 H区       〔検出面〕 Ⅳa層 (Ⅳ k層上面より掘り込まれている。)
〔検出状況〕 遺濤の北側が調査区外へ延びている。
(規模。平面形〕 長さ5.6m以上、上幅20～ 40cln、 下幅10～ 20cm、 深さ5～10cmで、N-7°一

Eの南北方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 黒褐色シルトが主であるが、部分的に灰黄褐色シルトの堆積する箇所もある。

〔壁。断面形〕 立ち上りは一定せず、断面形も舟底形や逆台形など観察する箇所により異なっ

ている。

〔底面〕 ほぼ平坦であるが、掘削した際の工具痕と推定される凹凸が残っている。
〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。
S D l134溝跡 (第165図参照)

〔調査区〕 H区       〔検出面〕 Ⅳa層 (Ⅳ k層上面より掘り込まれている。)
〔重複〕 認められない。
〔規模・平面形〕 長さ4.5m、 上幅20～ 40cm、 下幅18～ 37cm、 深さ4～ 8 cmで、N-3° Eの

南北方向に延びる濤跡である。

(堆積土〕 黒褐色シルトが主であるが、部分的ににぶい黄褐色シルトの堆積する箇所もある。

〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち上り、ほぼ逆台形を呈する。
〔底面〕 ほぼ平坦であるが、掘削した際の工具痕と推定される凹凸が残っている。
〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。



S D l135澤期亦

〔調査区〕 H区

〔検出面〕 Ⅳa層 (Ⅳ k層上面
より掘り込まれている。)

〔検出状況〕 遺構の東側が調査
区外へ延びている。

〔重複〕 認められない。

〔規模。平面形〕 南北4.2m、 東

西2.2m以上、上幅16～ 34cln、 下幅

12～ 24cm、 深さ 8～25cmで 南北

N-3°一 E、 東西 E-0°一Sの

T字形の濤跡である。

〔堆積土〕 黒褐色シル ト質粘土

である。

〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち

上がり、U字形を呈する。

〔底面〕 ほぼ平坦ではあるが、
掘削した際の工具痕と推定される

凹凸が残っている。

〔出土遺物〕 出上しなかった。

A
8 20m――引

B
8 20rn――引

S230

A― A′

SDl134 10YR5/3に ぶい責褐色シルト
SDl133 10YR3/1黒褐色シルト

8-B′

SDl134 10YR2/3黒 褐色シアレト
SDl133 10YR4/2灰 黄褐色シルト
C― C′

SDl135 OYR2/2黒褐色シルト質粘土
D― D′

SDl135 OYR2/2黒褐色シルト質粘土

第165図  SDl133。 S Dl134。 S Dl135溝跡平・断面図



S D l164 a・ b溝跡 (第156図参照)

〔調査区〕 K・ M・ N区 〔検出面〕 Ⅳ層
〔検出状況〕 N区 から0区の方向へ延びていたが、O区では検出されなかった。

〔重複〕 S D345、 S D 984、 S D l166、 S B 1306、 S11200、 S K1302を切っている。 a・

b間での重複は認められない。

〔規模・平面形〕 長さ60m以上、N-27°一E方向で南北に延び、N区の南西端にいたってW―

2°一Sに方向を変え、L字形を呈している。なお a・ b濤跡はK区北端より41m南の地点で合

流して一本となる。(a)上幅34～ 108cm、 下幅14～40cm、 深さ3.5～21cm

(b)上幅37～ 88硼、下幅14～ 34cm、 深さ9～32cm

aobが合流し一条となってからは、上幅■8～ 250cm、 下幅80～167cm、 深さ2～ 14cmと なる。

〔堆積土〕 (a)2層 に分けられ、褐色シルト質粘上、にぶい黄褐色シルトである。

(b)2層 に分けられ、黒褐色シルト質粘土、褐灰色粘土質シルトである。

〔壁・断面形〕 (a)ゅ るやかに立ち上り、V字形を呈する。

(b)ゆ るやかに立ち上 り、逆台形を呈する。

〔底面〕 ほぼ平坦であるが、南から北へ傾斜して低くなっ

ている。

〔出土遺物〕 堆積土中からE-5円面硯 (第 167図 2)、

G-3平瓦 (第167図 1)が出上し、その他土師器不、甕片、

須恵器甕片、中世陶器片、K-64砥石 (第168図 )炭化物が

少量出土している。なおE-5円面硯の破片は、S D 345濤

跡からも出上している。

0                2m

層位 土   色 土   性
1 10YR 4/4褐色
2 10Y R 4/3にぶい費褐色 粘土質シル ト

b
l 10YR 2/3黒 褐色 ンル ト質粘土

2 10Y R 縄灰色 粘土質シル ト

第166図  SD¬ 64溝跡断面図

0                          10Cm

番号 登録番号 種別 器形 出土遺構 層位
外 白 調 整 内 面 調 整 法  量 (cn)

残存 備  考 写真図版
口縁苗 体部 底部 口縁都 体部 底音I 器高 口  径 底径

1 G-3 瓦 平  貢 SD-1164 7層

2 E-5 須恵器 円面硯 SD-1164 7層 ロクロナデ ロクロナテ (131) 径言:|な ::| (227) 128--10

第167図  S Dl164溝跡出土遺物 (1)



S D l166溝跡 (第156図参照)

〔調査区〕 M区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔重複〕 S D l164、 S D l165に切られている。

(規模。平面形〕 長さ12m以上、上幅120cln以上、下幅18～ 32cm、 深さ60cmで、E-7°一Sの

東西方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 5層に分けられ、褐灰色シルト、シルト質粘上、にぶい責橙色粘上、シルトなど

である。

〔壁。断面形〕 ゆるやかに立ち上がり、V字形を呈する。
〔底面〕 ほぼ平坦である。
〔出土遺物〕 底面から須恵器E-7蓋 (第170図 )が出上し、その他堆積土中から土師器不、
奏片、須恵器不、蓋、甕片が少量出上している。

C
引

0                       1ocm

層伐 土   色 土  性

1 10YR 6/1褐灰色 シル ト

2 10YR 4/1褐灰色 粘 土

3 10YR 5/1褐灰色 ンル ト質粘土

10YR 6/3にぶい黄橙色 粘上

5 10YR 6/4にぶい責橙色 シル ト

第169図  S Dl166溝跡断面図

録
号
登
番 種 別 石 材

出 土 地 点 法 量
特 徴 備  考

真
版
写
図地区 退 構 層位 長さ硫 幅 lcm 厚 さlcm 重量(g)

K-64 砥  石 不 明 M区 SD■ 64 と層 59 擦 痕 164-― ]

第168図  S Dl164溝 跡出土遺物 (2)

C′

トー9,00m

肝

南壁

一餞
ｇ
●

登

番 種別 移
出 土 地 点

外面譴 内面調整 備 考 芸
剛地区 遺 構

E-7 徳 巻 蓋 SD■ 66 底面 ロタロナデ ロクロナデ 23■

第170図  S Dl155溝跡出土遺物



S D922溝跡 (第91図参照)

〔調査区〕 B、 N区 〔検出面〕 Ⅳ層
〔重複〕 P167に切られている。S D 920と の重複関係は認められず、同時期に埋まった可能

性がある。

〔規模・平面形〕 長さ41m以上、上幅30～ 204c14、 下幅10～ 175cm、 深さ0.6～14cmで、N-10°一

Eの南北方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 10Y R2/2黒褐色シルトである。

〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち上り、馬平な舟底形を呈する。
〔底面〕 ほぼ平坦であるが、北から南へ傾斜して低くなっている。
(出土遺物〕 堆積土中から土師器邦、甕片、須恵器郭、甕片が少量出上している。
S D l180溝跡 (第94図参照)

〔調査区〕 N区         〔検出面〕 Ⅳ層
〔重複〕 S D l176、 SD■ 79を切 り、 S D 345、 SD■ 64、 S D l186、 SD■ 87、 Plに切ら
れている。

〔規模・平面形〕 長さ24。 8m、 上幅15～ 65cm、 下幅6～ 50cm、 深さ3～35cmで、E-2° S
の東西方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 黒褐色シルト、シルト質粘上であるが、部分的に褐灰色シルト質粘上の堆積する
箇所がある。

〔壁。断面形〕 垂直気味に立ち上り、U字形を呈する。
〔底面〕 ほぼ平坦である。
〔出土遺物〕 堆積土中から土師器C-120甕 (第 172図)が出上し、その他土師器不、甕片、
須恵器不、甕片が少量出上している。

≦ /m
―

層位 上   色 土  性 備  考

1 10YR 3/2黒褐色 シル ト

2 10YR 3/2黒褐色 シル ト質粘上 しまりあり
10YR 3/2黒褐角 まりややあり

0                          10Cm

錯 種冴1
外白調整 内 面 調 整 法 畳lal

残 存
回翻 日翻

C―■21 獲 5 Dl18 ヘラケズリ
6]
姓

脚
帥

第172図  SDl180溝跡出土遺物

第171図  S Dl180溝跡断面図



S D l188溝跡 (第94図参照)

〔調査区〕 N区          〔検出面〕 Ⅳ層
〔検出状況〕 北端において浅くなり、不明瞭となる。

〔重複〕 認められない。

〔規模。平面形〕 長さ4.72m、 上幅26～55cm、 下幅10～28cm、

の東西方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 暗褐色シルトなどである。
〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち上り、馬平なU字形を
呈す。

〔底面〕 やや凹凸がある。

(出土遺物〕 遺物は出土しなかった。

S D 1319溝跡 (第94図参照)

〔調査区〕 N区          〔検出面〕 Ⅳ層
〔検出状況〕 北に行くにしたがって不明瞭となり、跡切れる。
〔重複〕 撹乱に切られている。
〔規模・平面形〕 長さ2.6m、 上幅30～ 42cm、 下幅16～ 18cm、

南北方向に、跡切れながら延びる濤跡である。

〔堆積土〕 10Y R4/2灰黄褐色シルトである。

〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち上がり逆台形を呈する。
〔底面〕 凹凸がある。
〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。

S D l190溝跡 (第91図参照)

〔調査区〕 N区          〔検出面〕 Ⅳ層
〔重複〕 P107に切られている。

深 さ3.6～14cmで、 N-3° 一E

�

削 m

0        1m

ー
土   色 土  性

1 10YR 3/3暗 褐色
2 10YR 3/2黒 梱色 粘上膏シルヽ

第173図  SDl188溝跡断面図

深 さ 5～ 13cmで、 N-1°一Eで

は 7随

ー第174図  S D1319溝跡断面図

〔規模・平面形〕 長さ南北5。 3m以上、東西2.2m、 上幅30～

70硼、下幅17～ 47cm、 深さ14～33cmで、南北N-1°一E、 東西

E-0°一Sの L字形に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 褐色、明責褐色シルトなどである。

〔壁。断面形〕 やや急な傾斜を有しながら立ち上り、逆台形を
呈する。

〔底面〕 平坦な部分もあるが、南半にいたって凹凸の著しい箇所がある。
〔出土遺物〕 堆積土中から土師器甕片が少量出上している。

輛

ー
層位 土   色 土  性
1 10YR 4/6褐 色 ンルト

2a 10YR 6/6明黄福徴 シアレト

10YR 5/1褐灰色 粘土質シルト

2C 10YR 74にぶ▼導驚抱

第175図  S Dl190溝跡断面図



S D1308溝跡 (第91図参照)

〔調査区〕 N区
〔重複〕 認められない。

〔検出面〕 Ⅳ層

〔規模・平面形〕 長さ5m以上、上幅55～ 154cm、 下幅

57～ 130cm、 深さ1～ 12cmで、E-0°一Sの東西方向に延

びる濤跡である。

〔堆積土〕 暗褐色粘土質シルト、褐色シルトである。
〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち上り、断面形は一定してい
ない。

〔底面〕 やや凹凸がある。
〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。

S D920溝跡 (第91図・第179図参照)

〔調査区〕 B、 N、 O区 〔検出面〕 Ⅳ層

〔検出状況〕 西半において著しく撹乱による削平をうけている。

〔重複〕 S Kl185を切 り、 S D345、 S D l164、 S A1338、 P165に切られている。なお SD

922と の重複関係は認められず、同時期に埋まった可能性がある。

(規模・平面形〕 長さ67m以上、上幅79～150cm、 下幅58～ 78cm、 深さ13～54側で、E-2°

Sの東西方向にやや蛇行しながら延びる濤跡である。

(堆積土〕 黒褐色シルト、黄褐色粘土質シルトなどである。

〔壁。断面形〕 ゆるやかに立ち上り、逆台形を呈する。

〔底面〕 ほぼ平坦である。西から       |
東へ傾斜して低くなっている。

〔出土遺物〕 堆積土中から土師器

不、甕片、須恵器甕片、K-180礫石

器 (第 178図 )が少量出土している。

備単
m

層位 土   色 土  性 備  考
l 10YR 3/2黒褐色 ンル ト 炭化物

10YR 3/2黒褐色
10YR 3/3暗褐色 シル ト

2C 10YR 2/3黒褐色 粘上質シル ト
3 10Y R 5/6責褐色 粘上質シル ト

第177図  S D920溝跡断面図

0                           10cm

輛

0         1m

―層位 土  色 土  性 儒  考

〕 10YR 3/4暗鵜色 粘土質ンルト

2a 10YR 4/4鵜色 シルト 粘性あり

10YR 4/4褐色 皓性ややあり

第176図  S D1308溝跡断面図

咋推々
生／～照

鵡
絣 種別 石材

出土地 点 法   量
特   徴  1備 考

真

版
匝 齢 幅に引厚さ0け 劃 弩

削 1眸熙 〔山据 1211 911 32hlll 擦痕、磨面 72-5

第178図  S D920溝跡出土遺物
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第179図  B区北部平面図

S D 1322溝跡 (第 184図参照)

〔調査区〕 NoO区 〔検出面〕 Ⅳ層
〔検出状況〕 0区において一定の深さをもっているが、N区にいたると痕跡を残し確認でき
なくなる。

〔重複〕 全ての小規模なピットを切り、S K1325、 1326に切られている。尚、N区における

SD■ 94、 ■95、 ■96は S D 1322の痕跡ということが、平成2年度の調査で明らかとなった。



〔規模・平面形〕 長さ37.6m以上、上幅98～ 146cm、 下幅80～ 132cm、 深さ2～ 9 cmで、E―

1°一Nの東西方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 暗褐色、にぶい責褐色シルトで、炭化物を少量含んでいる。
(壁・断面形〕 やや急な傾斜を有しながら立ち上り、著しく扁平な逆台形である。
〔底面〕 ほぼ平坦であるが、西から東へ傾
斜して低 くなっている。

〔出土遺物〕 土師器不 (内面黒色処理)、 甕

の底部片、須恵器高台付邪、甕片礫石器 (第

181図 1、 2)などが少量出上している。

第180図  S D1322溝跡断面図

層位 土   色 土   性 備   考
I 10YR 3/3暗褐色 シル ト 炭化物

2 10YR 4/3にぶい黄褐色 ン,レ ト 炭化物

85        
二

0        1m

ー

S D 1333溝跡 (第97図参照)

〔調査区〕 0区 〔検出面〕 Ⅳ層
〔重複〕 認められない。
(規模。平面形〕 長さ6.6m、 上幅15～ 50cm、 下幅10～ 40cm、

深さ0.5～ 4 cmで、N-12°一Eの南北方向に延びる濤跡である。

〔堆積土〕 10Y R3/3暗褐色シルトである。

〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち上り、扁平なU字形である。

ＩＯ

0                         1ocm

以

晟 °m

0        1m

ー第182図  S D1333溝跡断面図
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真
版
写
図地区 遺  構 層位

1 K-181 礫石器 安山岩 O区 S D1322 15 4 867 3 擦 痕 171--4
2 K-182 礫石器 安山岩 O区 S D1322 ■95 磨 面 171--6

第181図  S D1322溝跡出土遺物



〔底面〕 ほぼ平坦であるが、北から南へ若干傾斜して低くなっている。
〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。
S D 1336溝跡 (第97図参照)

〔調査区〕 0区 〔検出面〕 Ⅳ層

〔検出状況〕 旧農業用水路と境乱により遺濤の一部が削平されている。
〔重複〕 P273、 P280、 P407、 P418～ 421を切 り、 S D 1327、 S D 1329、 S D 1330、 P261、

P279に切 られている。

〔規模。平面形〕 長さ23m以上、上幅32～52cln、 下幅26～46cm、 深さ3～ 13cmで、E-2°一

Sの東西方向に延びる濤跡である。中央より東側で7.7m程とぎれる部分があるが、この範囲に

ついては上層よりの水田耕作により肖」平されたものと考えられる。

〔堆積土〕 暗褐色あるいは褐色シルト質粘上である。

〔壁・断面形〕 ゆるやかに立ち上り、馬平なU字形あるいは逆台形を呈する。

〔底面〕 ほぼ平坦である。

〔出土遺物〕 須恵器甕片が1点出土している。

層位 土   色 土  性 備    考

l 10YR 3/3暗褐色 炭化物、 焼土を多量
に含む箇所がある。2 10YR 3/4噛 ンルト質粘土

F― F′
1 10YR 4/4褐 シルト質粘土 マンガンを含む。

2 10YR 4/44 ンルト質粘土

第183図  S D1336溝跡断面図





第36表 溝跡観察表
謹 検出面

規   模 (m) 堆  積  土
備  考

層 土色・ ■ 性

Plに 切られる E-1'―S 2以上 10YR4/2灰 黄褐色ンルド

働 91る、917を切る 10YR4/1掘 灰色シルト

SD915に 切られる 65以上 tOYRG/2灰 責褐色粘と質ンル,

は SD915き 切られる E IB― S 10YR3/9暗褐色粘土など 2時期あり

E-35-S 10YR2/3黒褐色粘土質ンルヽ

SDつ20を切る E13'― S 5以上 10YR3/3暗褐色ンル

N-31'E 配置図

19以上 10YR5/1褐灰色粘となど

B EO'S 甥 上 10YR5/1褐灰色砂など 配置図

10YR5/2灰黄褐色砂など 配置国

不   明 10YR4/1褐灰色粘■賃ンルトなど It行 している 配置図

Ⅳ a N-0°―E 10YR4/4褐色粘となど

24以上 10YR4/1褐 灰色粘となど

D 10YR4/4掲t粘となど
C 不   明 蛇行している

1棚■ 10YR3/4暗褐色粘となど

N20-E 10YR3/4暗褐色粘となど
116以上 10YR4/2灰責褐色シルト質粘土

}9S 19以上 10VR3/2黒褐色ンルト質粘と

G SBl154SIWlを 切る E5-S
N-7・ W

27以上
61以上 10YR4/1褐灰色粘となど T字形の構

G 48以上 10YR4/1褐灰色猪土質シルトなど
SB1154SlElを 切る 10YR4/1掲 灰色ンルト質粘となど

N3-W
G N2° W 52以上 10YR3/2黒褐色シザレト質粘■など

65以上 O“

SDl179を 切 り、SEB46
1164、 1180、 SB130G、 N
3醐 に切られている

}20S
10YR4/1褐灰色ンルト

北西瑞にて不明瞭
となる

SD■ 79を切る E冊'S 10YR4/1褐灰色ンブレト

SDllお、1177、 暫7に 切
られている 10YR3/3暗撮色ンルト

N 10YR4/2灰責掲色シルトなど

IV W7に切られている 818・ S 10YR4/3に よい責褐色シルト 配置図

N P28、 29を 切 ,、 P19に
切られている

E―♂―S
IOYR3/2景 褐色シルト 配置図

SDl180、 1189を 切 ,
P169に切られている 10YRV2黒褐色シル|

働■80を切る N-0-E 10YR3/3晴 召色ンルト

働 118G、 1188に 切 られ
ている

E19-S 372以上 0025～C04
10YR4/2灰 黄褐色シル

N-5『―E
41以上

003～01 10YR3/2黒 褐色ンルトなど 途切れている

E-5-S 10YR3rO暗 褐色シ′レトなど O区の調査から

P133に 切られる 18以上 03卜05 IOYR3/4暗褐色シルト質粘となど SD1322の 残存

1以上 10YR4/4褐色シルトなど

SB■91NlE2を切 ,
Sつ921に切られる

E-65-S
10YR4/1褐灰色シルト質粘土など 北端にて不明瞭と

S81306NIE10を切り
SXB47に切られている

25以上
10YR4/2灰責褐色シルト質など

N SB1306NlE9を切る 24以上 IOYR4/2灰責掲色ンルトなど 94

SBI罰 6NIF8を切る 17以上 10YR4/2灰責褐色ンルト

SB1306NlE4を切る 195以 上 038～044 10YR4/3に よい責掘色ンルトなど

N SB130GNI割 を切る 14以上 10YR4/3に おい黄将色ンルトなど

10YR4/3暗褐色ンルトなど

SX447に切られる 255以上 10YR4/2灰責褐色ンルト

0 SB1320NlE9、 N3
働、SD1386を 切る 10YR3れ 暗褐色ンル|

SB1920Nl醐、SD
1337を 切る

615以上
10VR3/4η摯罰巳ンルト

O IV SB1320N3)、 SD
1997、 1336を切る

84以上
10YR3/4暗 禍色シルト

S81320N3湧、SD
1387、 133Gを切る

84以上
10YR3/3暗 褐色シルト 2ケ所で途切れる

O SB19彦 ONOE5を切る tOYR4/6褐 色ンルト

0 IV SB1320NIE5を切る 4朗上 01‐-03G
tOYR3/1暗掘色シルト 南端で途切れ、届

曲している

0 E-30・―S 18以上 10YR3/4暗掲色シルトなど

O W E2.― S 0014～ 0084 ЮYR2/3黒褐色ンルト質粘土

O SD1327、 1928、 1320、

1330に切られている
E-1'―S

ЮY19″ 黒褐色粘■質シルト
3ケ所で途切れる



(5)そ の他の遺構

S X l170(第 63図参照)

〔調査区〕 G区          〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 遺構の一部のみ調査区内で検出した。

〔重複〕 認められない。

〔規模。平面形〕 東西1.5m、 南北1.5m以上、深さ4～25cmで、不整形である。

〔壁〕 一定していない。

(底面〕 凹凸が著しい。

〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。
S X934

〔調査区〕 D・ H区          〔検出面〕 Ⅳa層

〔重複〕 S1948、 S1954、 S1955、 S1964、 S K935、 S K943、 S K953を切っている。

〔規模・平面形〕 東西17m、 南北22.5m以上で、深さ5～60cmで、平面形は一定でなく乱れ

ている。

(堆積土〕 基本層位Ⅲ層で、上面に灰白色火山灰を含んでいる。

〔壁〕 一定していない。

〔底面〕 凹凸が著しい。

(出土遺物〕 堆積土中から土師器不、甕、高不の小片が多量に出上し、須恵器郷、高台付郷、

蓋、奏、高不、壺片が少量出上している。

S X 924(第 55図参照)

〔調査区〕 B区          〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 木の根による撹乱をうけている。

(重複〕 S D345を切っている。

〔規模。平面形〕 調査区の幅が狭く詳細は不明であるが、南北10m程の範囲で招鉢状に凹ん

でいる。S-296、 W-90付近で最も深度があり、50cln程である。

〔堆積土〕 3層に大別され、灰黄褐色、褐色粘土などである。

〔壁〕 ゆるやかに途々に立ち上がっている。                 1

〔底面〕 一部に凹凸がある。

〔出土遺物〕 底面より鴎尾が出上し、その他堆積土中から土師器不、甕、高郷片、内面を黒

色処理しない土師器不片、須恵器邪、蓋、甕、重片、磁器片が出上している。

186
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第185図  S X 934平面図 (D区 )
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S X l102

〔調査区〕 Fb G区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔重複〕 SB■44を切っている。
〔規模・平面形〕 東西10m以上、南北9.5m、 深さ2～26c14で、平面形は一定でなく乱れてい

る。

〔堆積土〕 基本層位Ⅲ層で、上面に灰白色火山灰を含んでいる。

〔壁〕 一定していない。
〔底面〕 凹凸が著しい。
〔出土遺物〕 遺物は出上しなかった。

|

W100

―

m

第186図  S Xl102平面図



S X930

〔調査区〕 B区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔重複〕 S D929に切れられている。

〔規模。平面形〕 調査区の幅が狭く詳細は不明であるが、南北
6.5m程の範囲で凹んでいる。

〔堆積土〕 灰黄褐色粘上である。炭化物、焼土を多量に含んで
ヤゝる。

〔壁〕 一定でない。

(底面〕 中央部が東西に濤状に落ち込んでいる。
〔出土遺物〕 堆積土上面から須恵器E-16長頸壷片 (第188図 )、

その他堆積土中から土師器不、甕片、須恵器不、蓋、甕、壷、盤

片が出上している。

0        5 cm
崇

47J」 駆
外面調整

瞬翻

1 E―■6 覇 SX饂 | ロタロナラ

内面調整 遼 lepl
備考 写蓼d剛仮|

クロサ I 88トー 129 7

第188図  S X930出土遺物

0                 4m

第187図  S X930平面図

S X 1347(第 94図参照)

〔調査区〕 N区 〔検出面〕 Ⅳa層

〔検出状況〕 N区の北西端で、遺構の一部を検出した。
〔重複〕 S D 1309、 S D 1315を切っている。



〔規模・平面形〕 東西4.lm以上、南北1.05m、 深さ6～ 24clnで、平面形は不明である。
(壁〕 傾斜を有し、直線的に立ち上がっている。

〔底面〕 凹凸がある。
(出土遺物〕 遺物は出土しなかった。
その他、Ⅳ層中、あるいは上面より以下の遺物が出上している。

』蝉螂螂鰤韓韓蛉騨

く
(さこ:i:::こ

::kミミ)ュ

鑢錢鶏義
0            5 cm

―

0                       10cm

第190図 Ⅳ層からの出土遺物 (2)

１
０

―

　

―

録
号
登
番 種 別 器形 備  考

B-215 小生土番 蓋 N区 Ⅳd層 横位平行沈線文
(4条 )

不 げ 外面丹塗り

2 B―払6 称生土巷 蓋 V層上顧
とR縄文→横位平
〒沈線文 (2条 )

第189図 Ⅳ層からの出上遺物 (1)

観
謡

出勤 点 法     量
特   徴 備 考 顎剛地区 I迪博 層位 長さ6硝 幅 甑 厚さ飾 菫 9)

K-321磨石仙JG6区トーWk 72 2390 磨 面 159-6

図 版
番 号
遺 物 番 号 別

彰
揮
基

法    量 ・ 特    徴
写  真
図  版

ユ P-20 L区 Ⅳ 層 上 面
土製 品
不 明 品

長 さ4.3cln以上 、 幅 18～ 2 9cln 125--1

2 N-30 旺 Ⅳ k層 金層齢
品 長 さ6.lcrn以上 、基 部 幅 3.Ocln
刀部 幅 3_2cHl、  オ策幅 0.2～ 0.3cm 125--5

第191図  Ⅳ層からの出土遺物 (3)
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5。 Ⅶ層における遺構 と遺物

Ⅷ層において検出された遺構は、畦畔状遺構 1条である。ⅥI層の分布はK、 L、 M区を除い

て、厚さに違いはあるが各調査区で確認できる。しかし上面での遺構となると下記の遺構のみ

である。

畦畔状遺構

〔調査区〕 D区           〔検出面〕 Ⅷ層

〔重複 。検出状況〕 Ⅶ層上面において畦畔状遺構との重複は認められないが、畦畔状遺構の
南西部をⅣ層上面の遺構であるS1984、 S1954の掘り方が削平している。また畦畔状遺構の

北東部は先行した下層調査のため削平されている。

〔規模・方向〕 検出長は■.5mであるが、さらに南北に延びていたと考えられる。上端幅

0.27～ 2。 15m、 下端幅1.2～2.5mで、平行した西側が濤状に落ち込んでいる。方向はN-43°一

Eである。

〔構築土〕 基本層位Ⅶ層上での凹凸で別種の上で土盛りをしたものではない。
(その他〕 周辺のⅧ層上面との比高差は、東側で 2～ 6 cm高 く、西側の濤状の落ち込みの底
面で 6～ 8 cm、 西側の濤状の落ち込みの上端でⅦ層上面とほぼ同じ標高となる。

この他層中より以下の遺物が出上した。

0                          10cm

第196図 Ⅶ層中からの出土遺物

版
号
図
番

録
号
登
番 種  別 器種 部 位

出 土 地 点 施 文 調 整
備  考 写真

図版地 区 遺  溝 層位 外 面 内 面
I B-47 弥生土器 蓋 口翻 G区 Ⅶ層 沈 線 ミガキ
2 B-48 弥生土器 不明 体 部 G区 Ⅶ層 沈 線 ミガキ
3 B-42 弥生土器 士霊 体 部 Fb区 Ⅶ層 洗 繰



先行調査区

S 1984・ 954

0                          5m

第197図  D区畦畔状遺橋



6.Ⅷ層 における遺物

Ⅷ層において遺構を検出することはできなかったが、一部に樹木の根の痕跡と考えられるも

のが観察された。また層中より以下の遺物と石器K-281剣片 (写真図版182-4)、 K-283(写

真図版183-2)が 出上した。

0                        10cm

L¬

「

¬ 一 ¬ 一 可
~引
Cm

第198図  N区Ⅷ層中からの出土遺物

第199図 D区Ⅷ層中からの出土遺物

¶ 〃 0                          10cm

観
絣
種 別 耗 樹引立

出土地点 施文調整
備  考 霰剛地区 麟 層位 外 面 内面

弥生土器 tt 鮒 Ⅶ層
(周り
網鯨

畿
謡
朗 !

出土地点

離 長さ働 ) 幅(cd) 厚さ(硼)

瀬 岩 31 15 241

版
号
図
番

録
号
登
番 種  別 器種 部 位

出 土 地 点 施 文 調 整
備 考

興
版
写
図地 区 遺 繕 層位 外  面 内   面

1 B-118 弥生土器 士箆 体  部 N区 Ⅷ層 LR縄文 まJ 離
2 B-197 弥生土器 鉢 日縁音[ D区 MI層 LR縄攻
3 B-106 弥生土器 体  部 N区 Ⅷ層 RL縄 文 磨  減
B-104 弥生土器 体  部 N区 Ⅷ層 RL縄 文 磨  減

第200図 Ⅷ層中からの出土遺物



7.Ⅸ層上面における遺構 と遺物

Ⅸ層上面において検出された遺構は、畦畔状遺構 1条、水田跡 1である。Ⅸ層の分布は、D、

E、 N、 O区などに限られ、他の調査区では堆積していない層である。

畦畔状遺構

〔調査区〕 E区 〔検出面〕 Ⅸ層上面

〔重複〕 認められない。

(規模。方向〕 検出長8.4mであるが、さらに調査

区外へ延びていると考えられる。上端幅0.55～ 1

m、 下端幅 lm以上で、東側が落ち込んで土手状に

なっている。方向はN-25.5°一Eである。

〔構築土〕 基本層位Ⅸ a層による盛り上りで、別

種の上で土盛りをしたものではない。        750m

〔その他〕 周辺のⅨ層上面との比高差は、西側で

4～ 8 clnで、東側は12～20cmである。

Ⅸ層 水田跡

〔調査区〕 0区                ~

〔検出面〕 Ⅸ層

〔検出。残存 。重複状況〕 Ⅷ層を除去しながら、

畦畔、擬似畦畔を検出した。倒木痕 (長軸280cm、 短

軸220cln、 深さ40cm、 不整円形)に畦畔の一部が撹乱

されているが、他の遺構との重複は認められない。

〔水田の構成・形状・規模〕 2ケ所でT字形に交

差する大畦畔を検出した。

(畦畔)

完全な水田区画は検出していない。大畦畔の規模は上端幅90～ 180cm、 下端幅150～ 250cm、 作

土上面からの高さ5～ 10clnを 測り、N-40°一E(検出長16.5m)の方向の畦畔と、これに直交

するE-33° 一S(同 8m)、 E-36°一S(同15m)の方向を示す 2本の畦畔が、調査区内で交

差する。上壊は灰黄褐色シルト質粘上の盛 り上畦畔である。大畦畔の下面、および調査区東側

で十字形に直交する擬似畦畔を確認している。

(水口)

O                m

第201図  E区 畦畔状遺跡



S1
50

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
4m

Ｐ Φ Φ

W5
0

第
20
2図
 
Ⅸ
層
水
田
跡
平
面
図

W3
0



S L=7§ _t

C
SL=7む謂

ー
C′
卜

C― C′

層位 土 色 土   性 備 考

1 10Y R 4/2灰黄褐色 シル ト質粘土 畦畔盛土

2a 10YR 4/2灰 黄褐色 シル ト質粘土 基本層位 IX b層

10YR 4/2灰 黄褐色 シアレト質粘土 基本層位IX b層、マンガン多立

第203図 Ⅳ層水田跡断面図

水田面の標高は7.70m前後で、水田区画間ではほとんど標高差がないが、N-40°一Eと E―

33°一Sの方向を示す畦畔の交差部分付近ではⅨ層が薄 く、4.5mほ どが途切れて擬似畦畔が表

出している。調査区壁面の観察では、Ⅸ層の盛 り上りも確認され、この部分では水流などによ

り、畦畔部分が削平され、擬似畦畔だけがくびれた形状で確認された。水口もしくは畦畔の決

壊によるものであろう。

(作土)

厚さ8～ 14cm程度である。畦畔下部では擬似畦畔を検出している。作上下面には鉄分の集積

は認められなかった。

(擬似畦畔)

大畦畔以外に調査区東側の水田区画内、Ⅸ層水田の作土上面で擬似畦畔を検出した。規模は

30～ 60cm、 長さ4mと 3m、 方向N-39°一W、 E-23°一Nの直交する 2本である。大畦畔と

セットで区画をなす小畦畔の擬似畦畔であるとすれば、一区画の面積は約80m2と なる。

(出土遺物 )

大畦畔の交差部分、擬似畦畔上面付近に集中して、弥生土器の破片や剣片K-183(写真図版

174-5)が 出土している。その他、N区西側Ⅸ層上面でも弥生土器B-4甕、B-5、 B-6、

K-260凹石 (第204図 2)な どや使用痕跡の観察されるK-268(第 V章 11参照)が出上してい

る。

〔その他〕 Ⅸ層の分布は、O区を中心に検出されており、層厚は15～ 25clnほ どで、西側で厚

い。西から東側にいくにつれて色調が徐々に明るくなり、N区ではX層との分層が困難になっ

て西側の一部を除きⅨ層を確認できなかった。Ⅸ層の標高は、7.6～ 7.8m前後で、Ⅸ層の地形

はほぼ水平である。

A― A′

層位 土 色 土   性 備 考

1 10YR 4/2灰 黄褐色 ンルト質粘土 畦畔盛土

2 10YR 4/2灰 黄褐色 シル ト質粘土 基本層位Ⅸ b層

B― B′

層位 土 色 土   性 備 考

1 10YR 5/2灰貢褐色 ンル ト質粘土 畦畔盛土、酸化鉄・マンガン多し

lb 10Y R 5/2灰黄褐色 ンルト質粘土 畦畔盛上

2a 10Y R 5/3にぶい黄褐色 作上

2b 10Y R 4/2灰黄褐色 粘土 作土

200



Ocm

録
号
登
番 種 房J 善 種 部 位

出 土 地 点 法 量 (cm) 施 文 調 整
備 考

真
版
写
図地 区 遺 構 層位 器高 口 径 底径 外  面 内  面

B-4 弥生土器 鉢 N区 X層 刻目文
LR縄文 ミガキ

♀     I    JOCm

図版
番号

録
号
登
番 種 別 石 材

出 土 地 点 法 量
特 徴 備  考

真
版
写
図地 区 退 縛 層位 長さm 幅 嗣 厚 さ鰤 重量(9)

2 K-26kl 礫石器 凝灰岩 N区 X層 902 4 凹  石 177--3

第204図 Ⅸ層からの出土遺物 (1)



8。 X層 における遺構 と遺物

X層において遺構を検出したのは、O区においてのみである。

O区北東端、X層上面で Pitを 3基検出した。Pitは直径30～40cm前後、深さ18cm程の 2基と

直径20cm、 深さ8 cm程度の 1基である。堆積土は灰黄褐色シルト質粘上を主とする。X層上面

および、ピット内で火山灰を確認している。P42の内堆積土から縄文土器小片を4点出土して

い る。

125

は
輸
は
櫛

S145

白
眩
卜

→

Pit 2

¬Э康一

第205図 O tt X層 上面平・断面図

0                  5 cm

鰍
曲
鮎
‰
叶
Ｕ
　
◇

胞

磁

ハ

ーーー

円

Ｖ一

0               2m

土   色 上  性 備 考

1 10YR 4/3に ぶい責褐色 シル ト質粘土 酸化鉄、 多量に含む。
2 10YR 5/2灰 黄褐色 ンル ト質粘土

3 10Y R 4/2灰黄褐色 粘土

ユ 10Y R 4/2灰黄褐色 ンル ト質粘土 酸化鉄、 多量に含む。
2 10YR 4/2灰責襦色 ンル ト質粘土 酸化鉄多量に含む。 粘性あり。
3 10YR 3/2黒褐色 粘土

番号

畿

登録
種 別 石   材

出 土 地 点 法 量
徴特 備    考

真

版

写

図地 区 遺構 層位 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量徹)

K■ 39 割片 安山岩 I区 X層 45 33 0 75 168-9

K6 石鏃 顧 鵬 Fb区 X層 156-3

第206図  X層中からの出土遺物



9.�層における遺構 と遺物

�層において検出された遺構は、D区東壁沿いで検出した性格不明な遺構とI区で検出した

土坑、ピットなどである。�層は明確な遺構や、それに伴っての遺物の出土は少量で、遺物は

�層の層上面や層中よりの出上がほとんどである。また I区、H区では倒木痕跡が明瞭で、そ

の周辺では遺物の集中にまとまりが見い出せる箇所がある。

S X l173

〔調査区〕 D区 〔検出面〕 �C層上面
〔検出状況〕 遺構の一部のみ調査区内で検出した。
(規模。平面形〕 東西3m、 南北3.8m、 深さ4～12cmで不整形である。
(堆積土〕 遺構内に堆積しているのは、基本層位�b層が漸次変化したもので、炭化物を多
量に含んでいる。

「お
1

―

S242

0                          2m

第207図  S Xl173性 格不明遺構平面図
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版
号
図
番
登 録
番 号 種  別 器形 部 位

出 土 地 点 法  量 (cm) 施 文 調 整
備  考 写 真

図 版地 区 遺  構 層 位 器高 口径 底径 外 面 内 面

A-5
①
縄文土器 鉢 口縁部 D区 S Xl173 張 り付け―沈線文

一刻目文
ミガキ 139--2

2
A-5
②
縄文土器 鉢 口縁部 D区 S Xl173 張 り付け→沈線文

一刻目文
ミガキ 139-― 」

3 A-2 縄文土器 深鉢 部
部
底
体

一
D区 S Xl173 Xl b層

８
上
９
以 5 9 沈線文→刺突

→瘤状小突起
ミガキ 139--4

A-3 縄文上器 深鉢 部
部
縁
底
口

ヽ
D区 S Xl173 Xl b層 42

(口唇甘Dイ 突ヽ起

i屎覇,ヒ饗是養三読綴
一小突起→刻目文

ミガキ 139--3

5 A-4 縄文土器 深鉢
部
部
縁
体
回

一
D区 S X473 � 層 お

上
‐８
以 ミガキ ミガキ 139--6

第208図  S Xl173出 土遺物 (1)
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〔壁〕 直線的に急に立ち上がっている。

〔底面〕 深さや形状の一定しないピット状の落ち込みが12ケ所あり、南端部は底面より2～ 9

cl■濤状に落ち込んでいる。また東壁ぎわでは底面より5～14cmの高さで舌状に盛り上がってい

る箇所がある。                              、

〔出土遺物〕 縄文土器が多量の炭化物とともにまとまって出土した。遺構内で破片が一ヶ所
に集中して出上しているのが、縄文土器A-2、 4、 5(第208図 3、 5、 1～ 2)、 A-18(第

211図 2)、 A-21(第 211図 2)深鉢などで、遺構内で破片が散在的に出上しているのが縄文土

器A-1(第 209図 )、 A-3(第 208図 4)、 A-19、 20(第211図 1、 2)な どである。遺物の
出土状況から、同時期に埋まったものと考えられる。

Cm

録
号
登
番 種 男」 器形 部 位

出 土 地 点 法  量 施 文 調 整
備   考

真
版
写
図地 区 遺 構 層位 器高 回径 底 径 外   面 内  面

A-1 縄文土器 深鉢 D区 S Xl173 �層
ミガキ

ロ縁部、突起5有
底部、網代痕

ミガキ 139--5

第209図  S Xl173出土状況 (2)



出上した遺物の特徴は縄文土器A-2、 4、 6深鉢などは瘤状の小突起が充填され、それと

ともに沈線で区画された中に刻目や、沈線の中に縄文の充填された入組帯状文が配されたもの

などである。また縄文土器A-1深 鉢は、無文ではあるが全体の器高が瘤状の小突起や入り組

み帯縄文の施された深鉢と同様の特徴を示している。

0                       10cm

図版

番号

録

号

登

番
種  別 耕 部 位

出 土 地 点 法   量 (cm) 文  調  整
備    考

真

版

写

図地区 置  繕 層 位 器高 回径 底径 面 内 面

1
縄 文 土

器
鉢 劇
椰
日

”
D区
S  X
l173

お
上
‐６
以 刺突文→沈線文 ミガキ

2 A-6 縄 文
土

器
深鉢 蜘欄

D区
Ｓ

ｌｌ

５
上
望
以

口唇部)小突起→刻目文
口縁部)沈線文→刺突文
刺突文      瘤状

(体 部) →沈線文→

LR縄皮 小突起

ミガキ

第210図  S Xl173出 土遺物 (3)
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図
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録

号
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番
種  別 器形 部 位

出 土 地 点 法  量 (cm) 施 文 調 整
備  考

萱
本

肺

写

ロ地区 遺  構 層 位 器高 口径 医径 外     面 内 面

1 A-19 縄文土器 鉢
部
部瞭輔
D区 11

以上
ミガキ ミガキ 141-2

2 A-21 縄文土器 鉢 体 部 D区 SX■ 73 45
以上 沈線文→ミガキ ミガキ→一部ナデ

3 A-18 縄文土器 鉢 醐鞠
D区 上

‐４
以 ミガキ ミガキ

A-20 縄文土器 鉢 体 部 D区 SX■ 73 9

以上
ケズリ→ミガキ→沈線文 ミガキ

第211図  S Xl173出 土遺物 (4)



D区における出土遺物

S XH73の他に、D区�層中より縄文土器片が少量出上している。そのうち図化可能な特徴

的なものについて載せておく。� C層中より縄文土器A-7浅鉢 (第212図 2)が第213図のよ

うに小破片が散在して出上している。他にも� C層中より縄文土器A-97、 14、 22(第212図 1、

3、 4)な どが出上している。

S Xl173出上の縄文土器と� C層中より出土した縄文土器の出土状況を検討してみると、 S

X l173は �C層上面で検出されるものであり、その中から集中して出土した土器は� C層中か

ら出土した土器との間に、明らかに時間的な差が認められることになる。しかしS X m73は平、

断面を観察すると、人為的な掘 り込みとしては不明瞭な点がある。したがってここでは第212図

に示した�C層中出上の上器が、 SX■73出土土器より、やや先行する可能性を指摘するにと

どめたい。なお土器の年代観については第 4節においてふれるが、縄文時代後期後半の年代が

与えられるようである。

,砕 立昨痢帥

0                      10cn

〃

３

，

４

版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 器 形 部  位

出 土 地 点 法  量 (cm) 施 文 調 整
備  考

具

版

与

図地 区 遺  構 層  位 器高 口径 底径 外 面 内  面

1 A-97 縄文土器 不 明 不  明 D区 � C層
中

０
上
２
以

LR縄文→瘤状突起
→沈線文

ミガキ

2 A-7 縄文上器 浅鉢
部

部

縁

底

口
　
”
D区

XI C層
上面

54 沈線文→瘤状突起 ミガキ

3 A-14 縄文土器 不明 体 部 D区 � C層
中
31
以上

LR縄文→沈線文 ミガキ

A-22 縄文土器 深鉢 体 部 D区 � C層
中

ヮ
上
６
以 R撚糸文 ミガキ

第212図  D区� C層出土遺物 (1)
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第213図  D区� C層遺物出上状況



SK■ 62土坑

〔調査区〕 I区         〔検出面〕 �b層
〔重複〕 認められない。
〔規模。平面形〕 長軸1.01m、 短軸0.86m、 深さ33cmで、不整円形である。
〔堆積土〕 3層に分けられ、責灰色、黒褐色、灰色粘土などである。

〔壁〕 下半は直線的に急に立ち上がり、上半に至って直線的ではあるがゆるやかに立ち上がっ

ている。

〔底面〕 中央部がやや凹んでいるが、ほぼ平坦である。
〔出土遺物〕 少量の骨片を出上した。

S192

卦      佳7.40m

以

第214図  I ttS Kl162土坑平・断面図

Q―

―

卜

８６

層位 土   色 土  牲

1 2_5Y4/1責灰色 粘土

2 25Y3/1黒褐色 粘土

3 75Y4/1灰色 粘土



I、 H、 F区における出土遺物

I区においては�a層上面と�b層中から、H、 F区においては�層中から主に遺物が出土

している。また I、 H区では倒木痕跡が明瞭である (第215図参照)。 最も遺物が集中している

のは I区で第216・ 217図のとおりである。出土した遺物の破片ごとの層位、垂直分布について

は第36・ 37・ 38表のとおりである。垂直分布の標高が同じでも�層中の細別層位が違うのは、

同じ調査区の中でも地点により層の傾斜があるためである。

m

第215図 �層上面平面図
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第216図  1区遺物出土状況 (1)
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第217図  I区違物出土獄況 (2)
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１ ３ ８

Ａ ｌ ２ ２

” ・ “ ” ” 　 ∞ 　 ・ 　 ・ ” ・

・ 　 　 　 ” 中 　 ｏ ”

7.
40
m

7.
30
m

7.
20
m

7,
10
m

7.
00
h

6.
90
m

::
:.

●
�
a層

O 
�
b層

△
XI
 c
層

第
39
表
 0
区
遺
物
出
土
状
況
(1
)

第
38
表
 
縄
文
土
器
出
土
状
況
(3
)
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１ ４ ３
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40
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その他の調査区における出土遺物

C、 E、 G、 N、 0区においても�層中より遺物が出上している。その中では0区から遺物

がまとまって出土している。O区の遺物出土状況については、第39表～第41表を参考にしてい

だきたい。
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版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 器 形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備    考

真

版

写

図地   区 層  位

l A-141 縄文上器 深鉢 体  部 O区 �a層 沈線

2 A-146 縄文土器 深鉢 部郷
”体
口

0区 Xl a層 LR縄文、口縁部 に山形の突起 150-3

3 A-12 縄文土器 深鉢 口縁部
～体部 I区 Xl a層 LR縄文、沈線、口縁部に対の突起 141-5

第218図 �層出土遺物 (1)
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番号

録

号

登

番
種  別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備    考

真

版

写

図地  区 層  位

I A-11 縄文土器 深鉢 口燈選部 I区 � a層 LR沈線、口唇部に刻目文 141-3

A-13 縄文土器 深鉢 回箆程部 I区 � a層 LR沈線、沈線、刻目文、口縁都 に
小突起

141-13

3 A-120 縄文土器 深鉢 口縁部～底部 I区 Xl a層 R撚糸文、口唇部に刻目文 2

第219図 �層出土遺物 (2)
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第220図 �層出土遺物 (3)
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版

号

図

番

録

昇

登

懸
種  別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備    考

真

版

写

図地   区 層   位
1 A-114 縄文上器 壷 口 頸 部 I区 �a層 ミガキ

2 A-100 縄文土器 不 明 不   明
『
区 �a層 ミガキ 145-5

3 A-113 土 製 品 耳環 I区 �a層 ミガキ 146-2
4 A― n2 縄文土器 鉢 底  部 I区 �a層 LR縄文
5 A-109 縄文土器 鉢 底  部 I区 � a層 LR縄文

6 A-131 縄文土器 深鉢 口縁部～体部 O―
C区 � a層 羽状縄文

7 A-181 縄文土器 鉢 口 縁 部 N― a区 Xl層 154-1
8 A-180 縄文土器 深鉢 口 縁 部 N― a区 Xl層 LR縄文 155-2
9 A-179 縄文土器 深鉢 胴  部 N― a区 �層 ミガキ 155-3
A-102 縄文土器 鉢 底  部 G区 � a層 ミガキ 145-6

第221図  �層出土遺物 (4)
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番号

録

号

登

番
種  別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備    考

真

版

写

図地   区 層  位

1 A-75 縄文土器 鉢 底  部 区 � a層

2 A-111 縄文土器 鉢
口縁部
～体部

〔区 � a層 LR縄文 146-1

3 A-74 縄文上器 鉢 底  部 区 Xl a層

4 A-8 縄文上器 鉢 部螂
縁

”

口 I区 狂 a層 LR縄文 140-4

5 A-61 縄文土器 鉢 底  部 I区 Xl a層
�上面

143-2

A-10 縄文土器 鉢
体楚底部 〔区 Xl a層 R撚糸文 140-1

第222図 �層出土遺物 (5)
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0                      10cm

第223図 �層出土遺物 (6)

番号

録

号

登

番
種  別 器形 部  位

出 土 地  首
施 文 調 整 備 考

具

版

与

図地   区 層   位
1 A-108 縄支土器 鉢 底 部 I区 Xl a区

2 A-105 縄文土器 鉢 底 部 I区 Xl a区 沈線 146-8

3 A-15 縄文土器 深鉢 口鰤～体部 I区 Xl a層 R縄文 波状口縁 141-6
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番号

録

号

登

番
種   別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備 考

真

版

写

図地 区 層  位
1 A-55 縄文土器 鉢 口 縁 部 区 � C層

2 A-56 縄文土器 鉢 回 縁 部 区 XI C層

3 A-52 縄文土器 鉢 回 縁 部 区 � C層 櫛歯状沈線
4 A-51 縄文上器 鉢 胴  部 区 Xl a・ b層 櫛歯状沈線

5 A-87 縄文土器 鉢 胴  部 区 � C層 LR縄文→沈綴
6 縄文土器 鉢 胴  部 区 � C層 LR縄文→沈線
7 A-90 縄文土器 鉢 胴  部 区 � C層 LR縄文→沈線
8 A-57 縄文土器 鉢 口 縁 部 区 � C層 LR縄文 (磨減 )
9 A-72 縄文上器 鉢 口 縁 部 区 � C層 無文

A-69 縄文上器 鉢 口 縁 部 区 粗 C層 無文 補修孔あ り 144-2
11 A-58 縄文上器 al 口 縁 部 区 � C層 LR縄文 (磨滅 )
12 A-63 縄文土器 鎌 口 縁 部 区 � C層 LR縄文
A-76 縄文土器 深鉢 胴  部 区 � C層 鰤歯状沈線 を44-8

14 A-95 縄文土器 鉢 回 縁 部 区 � C層 しR縄文→沈線
15 A-73 縄文土器 鉢 口 縁 部 区 � C層 無文

第224図  �層出土遺物 (7)
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版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 器形 部   位

出 土 地 点
施 文 調 整 備     考

真

版

写

図地   区 層   位

1 A-64 縄文土器 鉢 口 縁 部 区 �a層

2 A-55 縄文土器 深鉢 体  部 区 � C層 禰歯状文

3 A-83 縄文土器 鉢 口 縁 部 区 �a層 綾杉文、沈線 144-1

4 A-70 縄文土器 鉢 口 縁 部 区 � a層

5 A-81 縄文土器 鉢 口 縁 都 区 Xl a層 沈線、波状口縁 144-7

6 A-53 縄文土器 鉢 体  部 区 XI C層 櫛歯状文

7 A-66 縄文土器 鉢 口 縁 部 区 � C層 LR組文、洗線 144-4

8 A-94 編文土器 鉢 口 縁 部 区 XI C層 LR縄文、沈線、波状回縁 145-7

9 A-82 縄文土器 鉢 回 縁 部 区 Xl a層 沈線 144-6

A-92 縄文土器 鉢 口 縁 部 区 XI C層 RL縄文、沈線、波状回縁 145-2

A-80 縄文土器 鉢 体  部 区 XI C層 RL縄文、沈線
A-67 縄文土器 鉢 体  部 区 粗 C層 LR縄文、沈線 144-3

A-93 縄文土器 鉢 口 縁 部 区 XI C層 LR縄文、沈線

A-59 縄文土器 鉢
日縁部
～体部

区 �b層 LR縄文、波状口縁 143-3

A-86 縄文上器 鉢 体  部 区 � C層 LR縄文、沈線
A-68 縄文土器 鉢 体  部 区 粗 C層 LR縄文、沈線 144-5

第225図 �層出土遺物 (8)
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版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備    考

真

版

写

図地   区 層   位

1 A-85 縄文土器 鉢 胴  部 I区 � a層
XI C層 LR縄文→沈線

2 A-71 縄文土器 鉢 口 縁 部 I区 � a層
XI C層 無文

3 A-88 縄文土器 鉢 口 縁 部 I区
層
層 RL縄文→沈線 144-9

A-78 縄文土器 浅鉢 回縁部
～胴部

I区 � a層 LR縄文 144-10

5 A-85 縄文土器 鉢 口 縁 部 I区 � a層
XI C層

LR縄文→沈線

6 A-65 縄文土器 鉢 胴部
～
炭部

I区 � a層
� C層 LR縄文→沈線 143-5

第226図 �層出土遺物 (9)
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番号

録

号

登

番
種  別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備    考

具

版

与

図地   区 層   位
l A-60 縄文土器 壺 胴  部 区 XI C層 LR縄文→沈線、ボタン状貼付文 143-4
2 A-77 縄文土器 鉢 胴  部 区 XI C層 RL縄文
3 A-79 縄文土器 鉢 回 縁 部 区 XI C層 RL縄文→沈線

4 A-62 縄文上器 深鉢 回縁部
～胴部

I区 � C層 RL縄 文→沈線 143-1
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版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備    考

真

版

写

図地  区 層  位

l A-24 縄文土器 鉢 日 縁 部 F区 Xl層 羽状縄支

2 A-27 縄文土器 深鉢 口 縁 部 F区 �層 LR縄文

3 A-25 縄文土器 深鉢 口 縁 部 F区 �層 LR緻 142-1

4 A-26 縄文土器 深鉢 回縁部～胴部 F区 4b層 羽状縄文 142-3

第228図 �層出土遺物 (11)
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靱

図版 録

具

登

懸
種  別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備 考

真

版

写

図地   区 層   位

1 A-31 縄文土器 鉢 口 縁 部 G区 � a層 RL縄文
2 A-30 縄文土器 鉢 口 縁 部 G区 � a層 無文

3 A-38 縄文土器 鉢 口 縁 部 G区 � a層 強いナデ、沈線

4 A-29 縄文土器 深鉢 口 縁 部 G区 � a層 R縄文

A-28 縄文土器 鉢 部翻
”胴
ロ

G区 � a層 不 明

A-37 縄文土器 鉢 口 縁 部 G区 Xl a層 無文

7 A-32 縄文土器 深鉢 口縁部～胴部 G区 � a層 櫛歯状沈線文 142-4

A-33 縄文土器 鉢 口 縁 部 G区 � C層 LR縄 文
9 A-35 縄文土器 鉢 口 縁 部 G区 狂 C層 LR縄文
A-36 蘊文土鶏 鉢 口 縁 部 G区 � C層 LR縄文

11 A-34 縄文土器 鉢 口 縁 部 G区 狂 C層 LR縄文
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版

号

図

番

録

号

登

番
種   男J 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備 考

真

版

写

図地   区 層   位

1 A-139 縄文土器 鉢 胴  部 0-C区 � b層 曲線的な櫛歯状沈線文

2 A-lo3 縄文土器 深鉢 口縁部
～胴部

G区 � b層 LR縄文、羊歯状文、平行沈線 145-9

3 A-142 縄文土器 鉢 口 縁 部 O― Cビ Xla o b層 沈線

A-118 縄文上器 深鉢 回縁部
～胴部

C区 �層 入組帯状文、刺突 147-4

5 P-27 土 製 品 不明 不  明 O区 � C層

6 A-121 縄文土器 不明 突  起 C区 �層 RL縄文、沈線 を47-1

7 A-23 縄文土器 鉢 底  部 E区 � C層

8 A-99 縄文上器 鉢 底  部 E区 �層

第230図 �層出土遺物 (13)
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版
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図
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録

号

登

番
種  別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備 考

真

版

写

図地  区 層   位
1 A-178 縄文土器 鉢 胴  部 N― a区 � C層 沈線

2 A-169 縄文土器 浅鉢 部脚
”胴
口

N― b区 � C層 LR縄文、沈線

3 A-173 縄文土器 浅鉢 回縁部～底部 N区 � C層 155-5

4 A-176 縄文上器 深鉢 胴  部 N― a区 �a・ C層 沈線、刺突 154-2
5 A-50 縄文土器 鉢 底  部 H区 XI C層 142-5

6 A-117 縄文土器 深鉢 口縁部
～底部

H区 � a層 2個 1対の山形突起が 4単位、刻目 胴部に縄文 (不明 ) 146-7

7 A-23 縄文土器 鉢 底  部 ε区 粗 C層

8 A-174 縄文土器 鉢
胴部～
底部
N区 �C層 LR縄文 154-3

第231図 �層出土遺物 (14)
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図
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号

登

番
種 別 器形 部 位

出 土 地 点
施 文 調 整 備 考

具

版

与

図地   区 層  位

】 A-149 縄文土器 深鉢 部
部
縁
胴
回

”
O― b・ c区 � b・ c層 R緻 151-1

2 A-156 縄文土器 鉢 底 部 0-b・ c区 翌虐
。C層

153-2

3 A-9 縄文上器 鉢 胴 部 I区
Xl a層
� C層

羽状縄文
(上 Rと、下 LR) 140-2

第232図 �層出土遺物 (15)
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版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備    考

真

版

写

図地   区 層  位
1 A-41 縄文上器 鉢 口 縁 部 H区 � C層

2 A-42 蘊文土器 鉢 回 縁 部 H区 �C層

3 A-44 縄文土器 鉢 回 縁 部 H区 XI C層

4 A-45 縄文土器 鉢 日 縁 部 H区 �C層

5 A-46 縄文土器 鉢 口 縁 部 H区 �C層

6 A-48 縄文土器 鉢 回 縁 部 H区 �C層

A-43 縄文上器 鉢
口縁部
～底部

H区 XI C層 LR縄文、沈線、貼付文

8 A-48 紹文上器 鉢 口 縁 部 H区 �C層

9 A-39 縄文土器 鉢 底  部 H区 XI C層 LR縄文、沈線

A-40 縄文土器 鉢
胴部
～底部

H区 � C層 LR縄文 142-2

第233図 �層出土遺物 (16)
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図版

番号

登

番

録

号
種  別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 傭 考

写

図

真

版地   区 層   位
1 A-157 縄文上器 鉢 底  部 O― C区 XI C層 153-6
2 A-158 縄文土器 鉢 底  部 O― b区 � C層

3 A-166 縄文土器 鉢 胴  部 O― C区 � C層 継位 とR縄文、沈線 S K1343からも出上してし
る。

4 A-163 縄文土器 不明 突  起 0-C区 XI C層 153-4

5 A-153 縄文土器 深鉢 口縁部
～胴部
O― b区 C層 LR縄文、沈線 151-3

6 A-162 縄文土器 鉢 底  部 O― b区 �C層

A-168 縄文土器 浅鉢 回 縁 部 0-b区O― C区 � b・ C層 L縄文 154-4

8 A-160 縄文土器 不 明 底  部 O― b区 � b C層 沈線 153-1
9 A-159 縄文土器 鉢 底  部 O― C区 � C層 153-3

第234図 �層出土遺物 (17)
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版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 器形 部   位

出 土 地 点
施 文 調 整 備 考

写 真

図  版地  区 層  位

1 A-132 縄文土器 深鉢 ”部
部
胴
底 O― a区 Xlb o C層 LR縄文、沈線 149-5

2 A-138 縄文土器 鉢 口 縁 部 O― a区 C層 沈線

3 A-129 縄文上器 鉢 口 縁 部 O― a区 �b・ C層 沈線

4 A-127 縄文土器 鉢 口 縁 部
区

区
一　
一

〇

〇 粗b・ C層 LR縄文、沈線
Xl層からも破片が出土して
いる。

148-1

5 A-167 縄文土器 深鉢 胴部～底部
O一 a区
O― b区

� a～ C層 縦位 しR縄文、沈線 154-5

6 A-137 縄文上器 鉢 口 縁 部
O― a区
O― C区

C層 149-1

第235図 �層出土遺物 (18)
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図版

番号

球

号

堂

番
種  別 器形 部  位

出 土 地 点
施 文 調 整 備    考

真

版

写

図地   区 層  位

1 A-148 縄文土器 深鉢 口 縁 部 Oa'b.c区 Xl a・ C層 波状回線、沈線、縦位 LR縄文 �層、 S K1343か らも破片
が出上 している。

150-1

2 A-144 縄文土器 浅鉢 回縁部～底部 Oa・ b,c区 �
aoC層 RL縄文、沈線 149-3

3 A-122 縄文土器 鉢 口 縁 部 O区 � C層 反転平行沈線 148-2
4 A-170 縄文土器 壷 胴  部 O区 XI C層 LR縄文、沈線

5 A-154 縄文土器 鉢
口縁部
～胴部
O― C区 � a C層 LR縄文 152-4

6 A-140 縄文土器 鉢 胴  部 O― C区 題 C層 針位 LR縄文
7 A-135 縄文土器 鉢 回 縁 部 0-C区 � C層 沈線

8 A-136 縄文土器 不明 回 縁 部 0-C区 � C層 沈線

9 A-130 縄文土器 浅鉢 部
部
縁
胴
回

や
O― C区 XI C層 波状 回線、沈線、羽状縄文 149-2

第236図 �層出土遺物 (19)
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図版

番号

録

号

登

番
種  別 石  材

出土 地 点 法 量
特 徴 備   考

真

版

写

図地   区 層   位 長さ lcm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g)

礫 石 器 不明 区 � a層 6803 5 磨面 。敵打痕 163-1
K-52 礫 石 器 安山岩 区 Xl a層 12 5 1142 0 磨面・ 破打痕

3 礫 石 器 安山岩 区 Ma層 1157 0 磨面 。敲打痕 161-6
K-39 礫 石 器 安山岩 区 Xl a層 993 5 磨面・敲打痕 160-3
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0                    10cm

0             10Cm

図版

番号

登 録

番  号
種  別 石  材

出土地 点 法 量
徴特 備 考

真

版

写

図地   区 層  位 長さ(銅 ) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重最 (g)
K-62 礫 石 器 安 山 岩 区 �C層 2ユ 130 0 磨蘭

K-44 礫 石 器 安 山 岩 区 盟 C層 敲打痕

3 K-60 礫 石 器 安 山 岩 区 XI C層 磨面

K-41 礫 石 器 不   明 区 題 C層 1849 0 磨面 161-9
K-58 礫 石 器 不  明 区 �a層 2640 0 敲打痕

第242図 �層出土遺物 (25)
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版

号

図
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録

号

登

番
種  別 石   材

出土地 点 法 重
特     徴 備    考

真

版

写

図地   区 層  位 長さ(cm) 幅 (cu) 厚さ lcfa) 重量 (g)
K-37 礫 石 器 安 山 岩 H区 �a層 磨面・敲打痕

K-38 礫 石 器 安 山 岩 H区 �a層 125 磨面・敲打痕・研磨状の摩痕

3 【-166 礫 石 器 安 山 岩 H区 �b層 75 1285 5 磨面・焼面

第243図 �層出土遣物 (26)
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版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 石  材

出 土 地 点 法 量
特 徴 脩   考

案

版

写

図地   区 層  位 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さlcm) 重量 (g)
礫 石 器 安 山 岩 E区 H層 2556 5 磨面

K-21 礫 石 器 安 山 岩 E区 磨画

第246図 �層出土遺物 (29)
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謗

録

号

登

番
種  別 石  材

出土地 点 法 量
特 徴 備   考

真
一
版

写

図地  区 層  位 長さlemj 幅 (耐 厚さ tcnJ 重量(g)

k,22 際 石善 安 山岩 E区 Xl t層 72915 麟 153.-1

2 【-23 礫 右 器 安 山 碧 E区 H●層 1151 5 般瓶 15ユー2
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図版

番号

録

号

登

番
笹  別 石  材

出土地 点 法 遺

特 徴 備
真

版

写

図地  区 層  位 長さ lcra) 幅 (cm) 厚さ lcm) 重遺 (g)
K-25 礫 石 器 安 山 岩 E区 �層 1105 763 8 磨面・敲打痕 158-5

礫 石 器 安 山 岩 E区 Xl層 509 0 敲打痕

K-24 礫 石 器 安 山 岩 E墜 XI C層 5 60 磨面

【-27 礫 石 器 安 山 岩 E区 �層 8 45 磨画 159-1
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図版

番号

録

号

登

番
種   】J 石   材

出土 地 点 法 量
特 微 備 考

真

版

写

図地  区 層  位 長さ(cm) 幅 (cn) 厚さ (cm) 重量 (g)

礫 石 器 安 山 岩 Fa区 超b層 97 482 0 敲打痕 159-3

礫 石 器 安 山 岩 M区 Xl a層 磨面・焼面 164-4

3 K-40 礫 石 器 安 山 岩 H区 XI C層 11 05 磨面・擦痕

礫 石 器 安 山 岩 C区 Xl層 1384 5 磨面・般打痕 157-8
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図版

番号

録

号

登

番
種  別 石  材

出土地 点 法 量
特 徴 備 考

真

版

写

図地   区 層  位 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さlcm) 重量 (g)

礫 石 器 安 山 岩 N区 �層 20 05 18 46 3020 0 磨面・敲打痕 180-5

K-257 礫 石 器 安 山 岩 N区 Xl b層 6 36 1924 0 敲打痕

K-256 礫 石 器 安 山 岩 N区 超層 1266 5 73 散打痕 183-1

礫 石 器 砂 岩 ? N区 Hb層 1037 0 敲打痕 lal-2
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0                       10cm

版

号

図

番

録

号

登

番
種  別 石  材

出土地 点 法 量
特 徴 備   考

真

版

写

図地   区 層  位 長さ (cm) 幅 (卸 ) 厚さ(cm) 重量 (g)
K-226 礫 石 器 安 山 岩 O区 �C層 1162 磨面・ 敷打痕

K-197 礫 石 器 砂 岩 ? O区 �C層 7 98 2 97 敲打展 173-4
K-201 礫 石 器 安 山 岩 0区 608 5 敵打痕
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瑶藍」B」 石 材
出土地点 法 量

特 徴 備   考
与具

団仮地区 酪 層位 長さ(cml 幅lcm) 厚さ(cm) 重量(g

I K■33 礫石器 安山岩 I区 Xa 63 27980 打撃により先端が潰れて
いる

炭化物付着

ハンマーストーンの
咄

169-4

2 K204 石欽 頁岩 0区 Xa 14 アスファルト付着

3 K-126 石錐 頁岩 I区 35 16『 13

第255図 �層出土遺物 (38)
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番号
種 別 石 材

出土地点 法     量
特    徴 備   考

雲

地区 酷 層位 長さlcm) 幅lml 厚さlcm) 蓮は (g)

1 則片 買岩 I区 [550 168 4

2 則片 頁岩 G区 1130 167-1

3 K■ 10 則片 頁岩 G区 167-5

第256図  �a層出土遺物 (39)
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図
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機
器
種 別 石 材

出蠍 法     量
特 徴 備   考 雲

離地区 齢 層位 長さ(cml 幅(en) 厚さlcm) 重量(g)

1 K61 巨核石器 安山岩 I区 Xl a 7 3 55 石核の可能性 1694
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